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　茫ぼう漠ばくたる闇やみの連なり。

　何も知らぬ者がこの場所を目にすれば、おそらくはそう感じるだろう。

　だが違ちがう。

　目をこらすまでもなく、むしろ闇を際きわ立だたせるためとしか思えぬ朧おぼろな明かりが、あちらに一つ、こちらに一つ、にじんでいるのがわかるだろう。

　耳をうつ音は、絶たえることのない水の流れ。

　そして。

　隠かくしようもなく満ちているのは、濃のう厚こうな潮しおのにおい。

　壁かべからにじみ出た幾いく筋すじもの小さな流れは、床ゆかに穿うがたれた溝みぞに従したがい流れ行き、部屋と呼よぶには広すぎる空間の床いっぱいに奇き妙みような紋もんをいくつもいくつも描えがき出す。

　──壁？

　いや、違う。

　空漠に立つ、壁としか見えぬ一面は、その表面をわずかにたゆたい波打たせ、明かりを散らしはね返す。

　それは木や土の壁に非あらず。部屋と呼ぶのも馬ば鹿からしい広大な空間の端はしから端、上から下までを埋うずめて屹きつ立りつするのは、海。

　──イスマイト……

　空くう隙げきに響ひびいたのは、低くくぐもった、どこかひどくけだるげな声。発したものが何なのか。いずれにしても。

「──おお。お目覚めか。王よ」

　答えはあった。

　壁となって佇たたずむ海と向き合って、薄うす闇やみに溶とけ込こみ居いるのは一つの影かげ。

　書物と羊皮紙とペンを置き散らかした薄闇色の大きなテーブルは、しかし部屋の広さのせいで小さく映うつる。

　当然その席についた影も、まるで芥け子し粒つぶのごとく。

　影はマントとフードに身を包んだまま立ち上がり、口の端に小さな笑みを浮うかべた。

「吉きつ報ぽうです」

　声からすると男。決してもう若わかくはあるまい。ならばさきほどの声が呼んだイスマイトとは、この男の名なのだろう。

「先ほどまで娘むすめが戻もどっておりましてな。

　海の出現実験の安定化と、メガロパとの接せつ触しよく召しよう喚かんにもほぼ目め処どが立ちました」

　──お……う……

　朦もう朧ろうとした低い響きは、感かん嘆たんか、それとも意味無きただの呻うめきか。

　かまわずイスマイトは続ける。

「今は集しゆう団だんではなく一匹ぴきのみですが、足がかりができたことは大きな進しん展てん。

　これも王のお知ち恵えと、我わが娘たちの働きあってのこと。

　王もさぞかし、お喜びになるでしょうな」

　今度は呻きも返ってこない。だがイスマイトは、もともと返事など期待してはいなかったのか、落らく胆たんの様子も見せず──いや、声に歓かん喜きさえにじませて、

「いずれにしても──ここまで来たのです。最初のころを思えば長足の進歩。このペースならそう遠くないうちに──」

　イスマイトは、正面に立ち上がる水の壁を見る。

　水のやや奥おくには、斜ななめに走る大きな亀き裂れつ。長さはこのだだっ広い部屋を、ほとんど端まで横切っている。

　亀裂の奥にはどんよりと濁にごった白と黒とが覗のぞき見え。

　それが。

　微睡まどろむ巨きよ大だいな一つの目だと、イスマイトは当然知っている。

「必ずや、王の悲願も実現の運びとなることでしょう」

　むせかえるような潮のにおいが満ちる中、イスマイトの声が薄闇に響いた──



    

  
    
      



　牢ろうの暮くらし心地ごこちは、劣れつ悪あく、の一言に尽つきる。

　脱だつ走そうを防ふせぐため堅けん牢ろうな造りになってはいるが、ゆえに風通しや水はけも悪く、じめつき淀よどんだ空気がわだかまっている。

　部屋の奥に、日に何度か水が流される溝みぞが切ってあり、それがトイレになっているのが一いつ般ぱん的。

　牢屋番の勤きん勉べんさによっても話は変わって来るのだが、前にその部屋にいた者の遺のこして行ったいろいろなモノが、ロクな掃そう除じもされないままになっている場合もあり、状じよう況きようは推おして知るべし。

　食事も当然質しつのいいものが出るはずもなく、しなびた野菜屑くずの入った塩スープと乾かわいて黴かび臭くさいパン切れが相場。

　一いち応おう死なない程てい度どの食い物、というのが基き本ほん方ほう針しん。

　もちろん体を壊こわしたところで、まともな手当がされるわけもない。刑けい期きが長ければ獄ごく中ちゆうの病死コースは当たり前。

「……ってこの状況でその話するの、本気でやめろ。ルグナード」

　げんなりと言った銀ぎん髪ぱつの青年に、しかし、明日から役立つ牢屋暮らしの基き礎そ知ち識しきを語っていた赤毛の大男、ルグナードは、あっけらかんとした顔で、

「何を言うクラウス。

　事前に心構がまえがあるのとないのとでは、心の折れ具合が全く違ちがうのだぞ」

「……どっちにしても心が折れるのは変わらないのな……」

　つぶやいて、クラウスと呼よばれた青年は、どこかへ遠い視し線せんを向けた。

　とはいえどこへ目をやれど、本物の遠景が望めるはずはない。

　前後左右に自分のま上。どこを向いても見えるのは、鉄の檻おりと、それをすっぽり覆おおう灰はい色いろの布ぬの。

　布が陽の光を透すかし、中は半はん端ぱに明るく半端に暗く。

　囚しゆう人じん護ご送そう馬車。

　なぜ彼らがこんなものに放ほうり込こまれているかというと──

　正直、クラウスにもよく飲み込めていないところはある。

　ただ。

　ヤバい事じ件けんに関かかわってしまった。その自覚だけはあった。

　叔お父じのルグナードと共に流れの傭よう兵へい稼か業ぎようの身。しばらく前に、フォックスと名乗る男から、ある賞金首の男を生死を問わず捕とらえる、という依い頼らいを受けた。

　ところが男を追う先々で、おかしな事件が連発。

　へたなことを知ってしまうと不幸になるからと、なるべく深く考えないよう、努力はしてみたのだが……

　結局、追つい跡せきの途と中ちゆうで標的の男は命を落とし、クラウスたちはフォックスに、特にキナくさい部分を隠かくしつつ、ことの次し第だいを報ほう告こくした。

　だがそのとたんにフォックスは、どこかの情報調ちよう査さ部ぶ所しよ属ぞくとかいう自身の立場を明かすと、兵士たちを呼んでクラウスたちを拘こう束そくしたのだ。

　動き出してからどれくらいの時間が経たっただろうか。

「あ、あの、ルグナード……」

　言いにくそうにもじもじしながら、赤毛の男に呼びかけたのは、檻の片かた隅すみに腰こしを下ろして、しばらくずっと黙だまっていた黒くろ髪かみの少女。

　檻の反対側に座すわるルグナードに、上うわ目め遣づかいに、ちらり、と目をやると、

「ルグナードが神呪セレストルを使ったら、逃にげられるんじゃないかな、って思うんだけど」

「さらりと脱走提てい案あんしやがったよこの女……」

　思わずあきれてつぶやくクラウス。

　この馬車に乗せられた時、目立った武ぶ器きは取り上げられたが、なぜか小さな刃は物ものなどはそのままにされている。警けい備びに自信があるのか、単にチェックがずさんなだけなのかは知らないが。

　だが、ルグナードは神呪セレストル──すなわち、魔力素マナチツプと呼ばれる小さな欠片かけらを口にして、神の力を借りる術じゆつの使い手。それを使えばこの檻を突とつ破ぱできるのではないか。

　少女はそう言っているのである。

　が。

「……いいか、アリサ」

　ルグナードはため息混まじりに言う。

　実はクラウスもルグナードも、アリサのことをまだよく知らない。

　クラウスたちと同じく、傭兵をやっているのは確たしかだが。

　フォックスの依頼で追っていた賞金首の男に多少の因いん縁ねんがあったらしく、横から首を突つっ込んできて、うやむやのうちに行動を共にすることになり、そのまま一いつ緒しよに捕まっているのだ。

「檻を破やぶれるような術は知らんし、仮かりに知っていたとしても、状況もわからんこんな時に強攻突破を目もく論ろむのはまずい。

　たとえば馬車の周りに弓兵が群むれていたら、その場で射い殺ころされて終わりだ。

　逆ぎやくにおとなしくしておけば、なんとか丸くおさめることができるかもしれん。

　焦あせりは禁きん物もつだ」

　説得に、しかしアリサは眉み間けんにシワ寄せ、落ちつきなく体を揺ゆらしながら、

「けどっ……！　逆にゆっくり構えてて手て遅おくれになることもあるんだしっ……！」

　対するルグナードは口を開きかけ──

「……む……？」

　ふとあることに気がついて、わずかに眉間にシワを寄せる。

「……そういうことか……」

「何だルグナード？」

　一人気づかぬクラウスが、ルグナードに問いかけて。

　しかし彼は答えない。困こまったような、戸と惑まどうような表情のままで呻うめくだけ。

「教えろよ。もったいぶるな」

　重ねて聞いても答えはなく。

　ならそれは、馬車の外にいる警けい護ごの兵たちに聞かれてはまずいことなのか。クラウスは考えを巡めぐらせる。

　檻の中に変わりはないが、まわりに変化でもあったのか？

　耳をすませば轍わだちの響ひびき。いくつもの足音は警護の兵士たちのもの。

　そういえば少し前から、陽の当たり具合や轍の音が少し変わった気がするが、それが何を意味しているのかまではわからない。

　もちろん、檻にかぶせてある布ぬのをまくり上げれば外の様子は見て取れる。

　しかしここに押おし込まれる時、それをやると脱走の意い志しありと判はん断だんされて、兵士たちに攻撃されるからやめておけ、とクギを刺さされている。

　これで何に気づいたのか。

　あらためて二人を見やれば、ルグナードは困った顔で視線をそらし、アリサはどこか追いつめられたような表情で落ちつきなく体を動かして──

「──あ──！」

　愕がく然ぜんと。

　気づいてクラウスは声を上げる。

「便所か!?」

「言うなぁっ！」

　顔を赤らめアリサが叫さけぶ。

　そう。残念ながらこの護ご送そう馬車にトイレという施し設せつはない。

「……クラウス……」

　ルグナードはあきれたまなざしで、クラウスの配はい慮りよの無さを非ひ難なんする。

「──あ！　いや、悪い！」

　クラウスは、今いま更さらながらに自分の失敗に気がついて、

「今のは取り消す。確たしかに……あまり格かつ好こう良くなかったな」

　言うと右手で軽く髪をかき上げると、口もとに小さく笑みを浮かべて、

「手て洗あらい、ということか──」

「だから言うなっ！」

「……反省点がずれている上に、やはり格好良くないからな。クラウス」

　アリサはますます顔を赤らめ、ルグナードはあきれた吐と息いきをついて──

　その時。

　ごとんっ、と揺れて馬車が停まった。

『──？』

　三人が顔を見合わせる中、扉とびらのきしむ音がする。

　馬のいななき、御ぎよ者しやの声。馬車は一度、大きく揺れると進みはじめ、布を通して射さしていた陽が急に翳かげる。

　屋内に入ったのだ。

　やがて馬車はまた停まり──馬車から馬を外しているのだろう。ひとしきりざわつきがあって、やがて扉のきしむ音。

　かぶせてあった布が取り払はらわれて、ようやくあたりの様子が見える。

　やや湿しつ気けを含ふくんだ、ひんやりとした空気。

　壁かべも天てん井じようも石いし造づくり。窓まどはなく、壁には真水に魔力素マナチツプを沈しずめて反はん応のう発光させたランプがいくつか灯ともっている。そこそこ広いが何もなく、建物の前と後ろに扉。つまりはどうやら馬車置き場のようだが。

　馬車からは馬が外されていて、今、この空間にいるのは、クラウスたち三人と──檻の前に離はなれて佇たたずむ男が一人。

　歳としは二十はたちと少しだろうか。金髪ブロンドのハンサムではあるのだが、どこか人がよさそうというか緊きん張ちよう感がなく見えるのは、口もとがややしまらぬせいか。派は手でな飾かざりがあるわけではないが、見るからに仕立ての良さそうな服。

「お疲つかれさまです。無事到とう着ちやくです」

　敵てき意いどころか緊きん迫ぱく感もない口ぶりで言った男のことは、無論全員知っている。

　フォックス＝ゴーン。クラウスたちを捕らえた男。

「到着って。どこにだよ」

　クラウスがこぼした言葉は、質問というよりただのグチ。どうせ教える気はないのだろう、と思っていたのだが。

「ミスト城じようです。シャローム王国ターシュ侯こうの居城の」

　あっさり返ってきたフォックスの答えに、クラウスたちの顔が引きつった。

　本来なら言わないはずのことを、かまわず聞かせるということは──

「すまんがトイレに行きたいのでな」

　唐とう突とつに、そう言ったのはルグナード。

　本当はせっぱ詰つまっているのはアリサなのだが、さすがにそれを口にしないだけの配慮はあるらしい。

「話を早めにはっきりさせたい。

　つまり俺おれたちにあるのは『死』のみなのか、それとも『協力か死』の二者択たく一いつなのか」

　言えばフォックスは、困ったような笑みを浮かべ、

「いやぁ。どう切り出そうか迷まよっていた所なんですが……そう言ってもらえると話が早くて助かります。

　あ、でも死というのはありませんから安心してください。協力もしくは秘ひ密みつ保ほ持じのための入じゆ牢ろうのどちらかです」

「……選択権がほとんどないのは似にたようなもんだな……」

　クラウスのグチに、フォックスはやはり苦笑で、

「町の中で詳くわしく事情を説明できる話ではない、ということは大体ご推すい察さついただけると思います。

　少し手て荒あらな方法を取らせてもらいましたが、身体検査も無しで没ぼつ収しゆうしたのは目立つ武器のみ、というのが、こちらのせめてもの誠せい意いだと思ってもらえたら幸いです」

「──いずれにしても──」

　と、半ばあきらめ顔でルグナード。

「その協力とやらの内ない容ようについて、詳しい話はしてもらえるのだろうな？」

「ええ。もちろんです」

　フォックスの浮かべていた苦笑はようやく笑みへと変わり、

「では場所を移うつして──その前に、お手洗い、でしたか」

　その瞬しゆん間かん。

　アリサが思わず小さくガッツポーズをしたことに、場にいる全員が気づかないふりをした。



　三人が通されたのは、さきほどよりも少し狭せまく、少しマシな部屋だった。

　石造りで窓がないのは同じだが、壁にはタペストリがかけられて、質素だが頑がん丈じような作りの大きなテーブルとイスがいくつか。

　そんなイスの一つに腰かけて。

「嫌いやな空気だな」

　特に意味もなくあたりを見回しながらクラウスは言った。

「どんどん深みにハマって行っている予感がする」

　意味なく左手を額ひたいに当ててポーズを作る。

　倉庫らしき場所でのやりとりのあと。

　一同は、フォックスが呼んだ兵士たちに囲まれて、目隠しの上で檻を出されると案内されて──途と中ちゆうでちゃんとトイレにも寄り──目隠しを取っていいと言われたのは、この部屋でイスに座ってからだった。

「そんなことはないぞ」

　クラウスの不安の言葉を、だがルグナードは否ひ定ていした。

「考えてみれば、最初にフォックスの依い頼らいにうなずいた時点で肩かたまでどっぷりだったんだからな。

　どんどん深みに入っているわけではない。あの瞬間から、抜けられない場所だったのだろうな」

　どちらにしても今の状じよう況きようは変わらないのだが。

「……さっきあたしがやけくそで言った、脱だつ走そうっていうのがグッドアイデアだったような気がしてきたんだけど……」

　と、アリサ。

　今ここにいるのは三人のみ。兵士たちは退室し、フォックスも、人を呼んでくる、と部屋をあとにした。

　──逃にげようと暴あばれようと人質を取ろうと、全部こちらは対たい策さくを取っていますからご自由に──とだけ言い残して。

　もちろんそれは、単なる脅おどしなのかもしれないが──

「試ためしてみるか？」

　クラウスが問えば、

「やだ」

　とアリサは即そく答とう。

　やはり身体検けん査さもされず、一同が隠かくし持った小さな武ぶ器きやら魔力素マナチツプやらはそのままにされている。

　だがその事こ実とが、フォックスの警けい告こくに信しん憑ぴよう性せいを与えていた。

　暴れる逃げるはいつでも試せる。しかし一いつ旦たんやってしまえば、『ごめん今のナシ』は通らない。

　仮かりに反はん抗こうするにしても、どうにもその機が掴つかめない。

　やがてしばらく待つうちに。

　部屋の扉がきしんで開き、入ってきたのはまずフォックス。

　続く一人は枯かれ枝えだのような男。

　身に纏まとった、赤地に銀の刺し繍しゆうが施ほどこされた服から察するに、それなりの地位にいる人間なのだろう。

　しかし上等な服が似合わないのは、ひとえにその異い相そうゆえ。

　歳の頃ころは見当がつけにくいが、若くないことは確か。

　もともとなのか何かの病か、顔色は妙にどす黒く、禿とく頭とうの上に眉まゆもなく、ぎょろりとした目の右に片眼鏡モノクル。

　もしも十人に見た目の印象を問えば、九人は、何かたくらんでいそう、と答え、残る一人は、人は見かけではないが何かたくらんでいそう、と答えるだろう。

　後ろに続いて二十代後半の青年が一人。フォックスよりはややくすんだ金色の髪で、服は質しつ素そだが仕立てのいいもの。

　続いて来たのは一人の少女。歳はアリサよりやや下、せいぜい十四、五といったところか。薄うすい金色の髪としゃれっ気のない野や暮ぼったいローブ。

　名前を知らない青年が、クラウスたちの向かいのイスを引くと、そこに禿頭が腰を下ろし、フォックスが扉とびらを閉しめてカギをかける。

　フォックスともう一人の青年と少女とが、禿頭の後ろに並ならび立ち──

「失礼だが都合により、名乗りは省略させてもらう」

　禿頭は、クラウスたちに向かっておもむろに切り出した。

「報告は受けている。まずはフォックスへの協力、感かん謝しやする。

　扱あつかいの非ひ礼れいは、ことの重大さを鑑かんがみ、容よう赦しや願いたい。

　……何がどうなっておるのかは、薄々感づいておられるかとも思うが……」

　禿頭は、言ってちらりと意味ありげな視線を向けて来た。

　自分の表情が変わらなかったか──正直、クラウスには自信がない。

「現げん在ざい、このターシュ領りようでは文化学問にも力を注いでおる。

　そして当然その中には──」

　ほんのわずかな間を置いて、続ける言葉には嫌けん悪おの響き。

「淵海孔アビスゲートの研究も含まれておる」

　今度ははっきりと。

　クラウスは、自分の表情が引きつったのを自覚した。

　淵海孔アビスゲート。

　それはこの世界に在ある災さい厄やくの一つ。

　一いつ切さい何の前まえ触ぶれもなく、突とつ如じよ地面が沈しずみ込こみ、上にあるすべてのものを呑のみ込んで、青々たる海み水ずをたたえた海をその場に現出させる。

　無人の野原で出るならば良い。だが町の中で現あらわれれば、被ひ害がいはかなりのものとなる。

　災厄は、しかしそれだけでは終わらない。

　次に訪おとずれるのは邪じや神しんの僕しもべ、淵アよビりス来フるオもーのムと呼ばれる異い形ぎよう。

　開いた淵ふちの水みな底そこ深くより浮かび現れる異形の群むれは、生なま臭ぐさい水をその身に纏いつつ、地上の人々を蹂じゆう躙りんし、やがて海へと去ってゆく。

　かつてクラウスの生まれ育った小さな村は、彼の家族ともども、その淵海孔アビスゲートに呑まれて消えた。

　クラウスの目の前で。

　ゆえにこそ。

　クラウスの心には人一倍、淵海孔アビスゲートと異形どもに対する嫌悪と恐きよう怖ふと憎ぞう悪おがあった。

　ざわつくクラウスの内心をよそに、禿頭は続ける。

「……だがその研究・調査の中で、見み過すごせぬことが判明した。

　ここ数年のうちに、少なくともこのシャローム王国内において、淵海孔アビスゲートの出現頻ひん度どが急増している、と。

　さまざまな調査研究の結果。

　我われ々われはそれが、人為的な原げん因いんによる出現であると結論づけた」

　──まさか──と。

　一笑に付すことができればどんなにいいだろう。

　だが、クラウスたちが、フォックスの依頼で関わった一件は、その結論を裏うら付づけるかのような展てん開かいを見せたのだ。

「その時点でこのフォックスにも動いてもらうことになり、それらしい集しゆう団だんを、諸君らの手も借りながら追跡しようとしたのだが。

　残念ながら逃げられたらしい」

「逃げられた？」

　聞いてクラウスは眉まゆをひそめる。

「馬車の連中はみんな殺されてたぜ。だよな？」

　アリサに同意を求めて目をやれば、彼女はわずかにためらいを見せてから、

「……たしかに、聞いていたのと同じ特とく徴ちようの馬車を最後に見つけた時には、その中で人が三人、殺されてたけど……」

「こちらでは、たぶんそれは身代わりだろうと判断しています」

　とフォックスの返答。

「……おい……ちょっと待て……それはつまり……」

　かすれた声で呻うめくクラウスに、禿頭は小さくうなずいて、

「彼らは生きており、事件はまた起こる」

　はっきりと言い放たれて、クラウスたちは絶ぜつ句くした。

　前に関わった事件では、馬車に乗った何者かたちは、町のど真ん中に淵海孔アビスゲートを出現させ続けたのだ。

　一体何人が犠ぎ牲せいになったのか、正直見当もつかない。

　それが──

　まだ続くというのか。

「現時点で相手の人数、団体規き模ぼは不明だ。我々は便べん宜ぎ上、連中が馬車を使っていることから『乗客パツセンジヤー』と呼んでいる」

　禿とく頭とうは続ける。

「これ以上の事じ件けんは阻そ止しせねばならん。

『乗客パツセンジヤー』の素す性じよう、正体をつき止め排はい除じよすることは無む論ろんだが、最悪でも淵海孔アビスゲートの出現は防ふせぎたい。

　そこで、だ。

　君たちには、彼女の護ご衛えいを頼たのみたい」

　禿頭の目配せに、前に出ておじぎをしたのは、後ろに控ひかえていた少女。

「エイミイ＝プライゼです。二十五歳です」

「……に……！」

「じゅう……」

「五……だと……？」

　どうやってもアリサより下にしか見えない女の実年ねん齢れいに、ざわっ、と、クラウスたちが動どう揺ようした。



    

  
    
      　その反応に、エイミイは満面の笑みを浮かべると、

「年齢容よう姿しのことでからかった場合、もれなく一服盛もりますのでよろしく」

　ほがらかに宣せん言げんした。

　禿頭の方もほがらかに、

「──とまあ、このように気さくな女じよ性せいでな」

　──気さくか!?　それは気さくとゆーのか!?

　クラウスは心の中でツッコむが、もちろんそれを言わないだけの分別はある。というか口にする度ど胸きようはない。

「彼女はこの若さでターシュ侯こうお抱かかえの学者の一人でな。

　各地の淵海孔アビスゲートの跡あとを巡めぐり、いろいろ調査・研究をしてもらおうと思っている。

　君たちにはその護衛をやってもらいたい。

　──もちろん──」

　と、禿頭は眼がん光こうを鋭するどくすると、声をやや低くして、

「実際には、淵海孔アビスゲートの調査、『乗客パツセンジヤー』についての情報収集、場合によっては排除のための実力行使など、手広くやってもらう必要がある。

　あと言うまでもないことだが、『乗客パツセンジヤー』の存そん在ざい、つまり人じん為い的に淵海孔アビスゲートを出現させている者がいる、などという話は絶対に他言無用。

　必要な費用の他にも、そういった秘ひ密みつ保ほ持じの意味を含ふくめ、礼金は十分なものを出すつもりだ。

　無論、情じよう報ほうや物ぶつ資しの面でもできる限かぎりのバックアップはさせてもらう」

　悪くない──いや、上々の話だった。少なくともクラウスにはそう思えた。

　淵海孔アビスゲートを出現させている連バ中カを止め、礼金ももらえる。状況から考えて、経費をケチられることもないだろう。

　期間が未定で、長くなりそうな気はしたが──逆に考えれば、その間は食いっぱぐれがないということでもあった。

　とはいえ自分の一存だけで返事をするのもまずかろう、と、ちらりっ、とルグナードに目をやって──

　──？

　ルグナードの表情は変わらない。しかし長いつき合いの中、彼が渋しぶっているのはなんとなくわかった。

　今の話のどこかに、まずいところがあるのだろうが──

「──あ──」

　思い当たって、クラウスは顔を上げて禿頭を見やる。

「ちょっと待ってくれ。

　人が出現させた淵海孔アビスゲートを調査するってことは──

　調査と研究が進んだら、あんたたちもその方法を手に入れる、ってことになるんじゃないか？」

　クラウスの指し摘てきに、ルグナードと、禿頭の表情がわずかに厳きびしいものになる。

　そう。人為的に淵海孔アビスゲートを出現させる方法そのものが人の手に残るなら──

「仮かりにそれを、あんたたちが悪用しなくても、誰だれかが技ぎ術じゆつを盗ぬすんで悪用する、ってことはありうるだろ。

　それはさすがに歓かん迎げいできないな」

　もしも国同士の戦争で、こんな技術が使われれば、どれほど悲ひ惨さんなことになるか。

「──可か能のう性せいは否定しません」

　答えを迷う禿頭にかわって、口を開いたのはエイミイだった。

　まっすぐにクラウスの目を見つめ、

「けれど私たちは、その先を見ています」

「その先？」

　意味がわからず問い返せば、少女──にしか見えない年上の女性はうなずいて、

「何らかの方法を使えば人が淵海孔アビスゲートを出現させることができるのなら、逆に、淵海孔アビスゲートを出現させなくする方法もあるのではないか、ということです」

「──そんな──ことが──」

　クラウスは思わず言葉をこぼす。

　これまで天てん災さい扱あつかいされて来た一つの災厄が消えてなくなる──もしそんなことができたなら、地上に住まう人々全すべてにとっては大きな福音となる。

　彼女は部屋の中を右に左に歩きながら、

「実現できる保ほ証しようはありません。

　しかし研究してみる価か値ちは十分にあると信じています。

　そもそも淵海孔アビスゲートの研究が進んでいないのは、それが人の手には余あまる、神々の力が織おりなす御み業わざだという認にん識しきが一いつ般ぱん的だからです。

　──かつて善ぜんなる神オーランが、邪神を討うって海へと封ふうじ、生きた無数の大たい樹じゆを以もつて封印の杭くいとし、邪神の名すら人の記き憶おくから封じた、と」

　大樹の杭は伸のび行きて、海から出た所で平らに朽くち、その上に無数の植物を、動物を、命を育はぐくむ樹大陸となった。

　それはこの地に住む者ならば、誰でも知っている神話。

　地面を少し深く掘ほれば出てくる魔力素マナチツプは、その封印の樹きの朽ちたかけらだといわれている。

　エイミイは続ける。

「けれど邪神は滅ほろびてはおらず、僕しもべとなる邪悪たちを生み出し、のみならず、封印に小さな綻ほころびを生む。

　封印樹の一部が朽ち落ちて、部分的に海を現出させる。

　それがすなわち淵海孔アビスゲート。邪悪の微睡まどろむ深しん淵えんと、祝福された地上を繋つなぐ狭せまき門。

　一般的な神話では、このように説明されています。

　──だから誰も発想しなかったのです。人の手で淵海孔アビスゲートが生み出せるとは。

　けれどそれができるなら、逆も可能かもしれません。

　研究を進めるためには、無から手て探さぐりではじめるよりも、淵海孔アビスゲートを発生させる術すべを知って基き礎その部分を解かい析せきすれば、研究期間を大きく短たん縮しゆくできるはずです。

　研究の早い段だん階かいで、発生の術を無力化する方法を模も索さくすることになりますから、それが成功すれば相手の切り札は無力化します」

「成功すれば、だろ」

　と、クラウス。

「しなければ、出現させる術がひろまって終わり、ってことにならないか？」

「それも否定はしません」

　彼女はうなずく。

「けれど、一度生まれ出てしまった技術を完全に消し去ることはできません。

　仮に、『乗客パツセンジヤー』たちの素性を突き止め、全員を抹まつ殺さつして見つけた資し料りようを全て焼き捨てたとします。

　けどもしその時点で、問題の技術が私たちの知り得ない誰かに渡わたっていたら？

　後にそれが発覚した時点で、私たちは大きく後おくれを取ることになります。

　それこそ世界の存そん亡ぼうがかかっていることです。不安や懸け念ねんは当然ですが、犯はん人にん一味のあぶり出しと、対抗技術の開発、その二つを並へい行こうに進めることこそが、本当の意味での対たい策さくになると考えます」

「……せ……世界の存亡とまで……」

　スケールの大きなことを言われ、アリサがリアクションに困った顔で小さくこぼす。

「けどそこまで言うなら、なんでオレたちなんだ？

　自分で言うのもなんだが、信用できるかどうかもわからない流れの傭よう兵へいなんかじゃなく、腕うでの立つ兵士に命令しないのはどういうことだ？」

　さらにクラウスは問いを重ねる。

　あとで口封じをしやすい、という理由で選ばれた可能性も否いなめない。相手の真意は掴つかんでおくに越こしたことはない。

「正せい規きの兵にも相そう応おうの任にん務むは与あたえている」

　そう答えたのは禿とく頭とうの男。

「もとより、お前たちのみに全てを賭かけるつもりはない。似にたような編へん制せいの調査チームはすでにいくつも放っている。

　調査の状況によっては、領地外や国外に足を延のばしてもらうことになる。それには正規兵よりも、お前たちのような流れの傭兵が適てき任にん。

　ついでに言うと。

　この件に関することを口外すれば礼金無しで捕ほ縛ばくに入じゆ牢ろう、ということになるが、仮にお前たちが酔よった勢いきおいでしゃべったとしても、聞いた連中は、酒の上での法ほ螺ら噺ばなしとしか思わんだろうからな。

　要は、適材適所ということだ。

　──我々が淵海孔アビスゲートについての技術を悪用しないか、という懸念はもっともだ。

　が、淵海孔アビスゲートを開く技わざは、確かに大きな武器とはなるが、大地を失う愚ぐ行こうでもある。

　我等とて、歴史に名前を残すなら、愚行ではなく偉い業ぎようの方で残したい。

　信じるか信じないかは、もちろんそちらの勝手だが」

「……………………」

　クラウスは口をつぐむ。

　彼らのことを全面的に信じることができるか、といえば答えはノー。

　適当な依頼で巻き込んで拘束。依頼と言ってはいるが半強きよう制せい。

　これで相手を全面的に信用し、快こころよく依頼を引き受けることなどできるはずもない。

　かといって、意地を通して断ことわって、牢に入れられただ過ごす、というのは全く意味がない。

　禿頭たちに協力するにしろ反抗するにしろ、身動きが取れなければ何もできないのだから。

　ならば。

「……実質上、答えは一つだよね……」

　アリサがつぶやけば、ルグナードも眉み間けんにシワを寄よせ、

「踊おどらされている感はぬぐえんが……」

　だがしかし。

「気に入らない」

　きっぱりと吐はき捨すてたクラウスの言葉に、一いつ瞬しゆんその場の空気が凍こおる。

　かまわずクラウスは、エイミイを見つめたままで、

「気に入らないな。

『封印の方法は意地でも見つける』くらいのことは言ってくれないとな。

　そうすればこっちも、喜んで手を貸かすんだがな」

「不確実なことを断定するのは学者にはあるまじき姿し勢せいです」

　それがエイミイの答え。

「が、それを消極的と勘かん違ちがいをしてもらっては困ります。

　研究と可能性の模索に全身全ぜん霊れいを傾かたむけるのは、わざわざ口に出すまでもない、当然のことです」

「なら──残る問題は一つだけだな」

「と、いうと？」

　禿頭の問いに、クラウスは相手の瞳ひとみをまっすぐ見つめ、

「相手の呼こ称しようだ。

『乗客パツセンジヤー』はどうにも格かつ好こうがつかないからな。

　もっとこう、そうだな。深淵の召喚者アビスサモナーとか、邪悪を蔓延させる者ビシヤス・スプレツダーとか。そんな感じの、格好のつく呼び名がいい」

「ほほう」

　禿頭は表情一つ変えぬまま、

「するときみは、必要があって町の中で仲間と打ち合わせをする時、『アビスサモナーたちの動きはどうなっている』だの『ビシャス・スプレッダーはどうやら北の街かい道どうを行ったらしい』だのと口走って、『何だそれは？』と言わんばかりの視し線せんを周りから浴びたいわけだな」

「……俺は『乗客パツセンジヤー』が良いな」

「あたしも」

「あっ！　裏うら切ぎり者っ！」

　即座に言うルグナードとアリサに、非ひ難なんの声を上げるクラウス。

　だがルグナードはクラウスから微び妙みように視線をそらし、

「いや。裏切るというか。

　考えてもみろ。人のいる場所で打ち合わせが必要になった場合、いかにも悪の組そ織しき然ぜんとした名前を連れん呼こするわけにもいかんだろう。

　その点『乗客パツセンジヤー』なら、悪わる目め立だちはせん。

　それに、俺たちの他にも調査チームがいる、という話だっただろう。

　今更呼称を変えれば無用な混こん乱らんも招まねく」

「……それもそうか……なら仕方ないな……」

　クラウスは一瞬露ろ骨こつに気落ちした顔をするが、気を取り直すと顔を上げ、

「決まりだ。その仕事、引き受けさせてもらう。相手の呼び名も『乗客パツセンジヤー』でいい」

「うむ。了りよう承しようしてもらえて助かる」

　うなずく禿とく頭とうはあいもかわらず無表情なまま、しかし、なぜかどこかほっとしているようにも見えたのだった。



　前後を護ご衛えいの兵士に固められ、ゆるく弧こを描えがいた廊ろう下かを行きながら。

「……やはり感心できませんな」

　言ったのは、クラウスたちと話をした禿頭の老人だった。

　フォックスとエイミイの二人は今いま頃ごろ、礼金の額がくや今後の動きなどの話し合いをしているはず。

　老人と青年の二人だけが、先に部屋をあとにしたのだが。

　十分に部屋から離れたところで、老人はそう口を開いたのだった。

「どう考えても酔すい狂きようが過すぎます」

「またそれかい？　ギギラ」

　言われた青年は苦笑いを浮うかべて、

「ちゃんと説明しただろ。フォックスが目をつけた傭よう兵へいたちっていうのを見てみたかったんだ、って。

　だから、こんな格好でお供とものまねをしたんだから」

　と、着ている服のそでをひらひら振ふってみせる。

「聞きましたし命令と言われたから従したがいましたが、納なつ得とくいったとは申しておりません。

　それに私の見たところ、赤毛の男は、貴方あなたがただの供の者ではないと見抜いておったふしがありますが」

「そうだったか？」

「ええ。目の動きが、私ではなく後ろの誰かを意い識しきしているようでしたので」

「だからといって、私がここの領主ロードだということまで気づいたわけではないだろう？」

　このミスト城じようの若わかき主あるじ、バラハム＝ターシュは笑みを浮かべてそう言った。

　ギギラと呼ばれた老人は、不健康にどす黒い顔を、興こう奮ふんでさらにどす黒く染そめ、

「当然です！　が、だからといって、素す性じようもよくわからぬ傭兵たちの前に出てゆくなどと不用心極きわまることをなさっては困こまります！

　それに、ぼっちゃまを従じゆう者しやのように扱あつかわねばならない私わたくしめの心しん痛つうたるや──！」

「──こら、ぼっちゃまは止やめろ──」

　小声の抗こう議ぎに、老人はせき払ばらいを一つして、

「……ともあれ。この年寄りに余計な心配をかけんでください」

「──わかったわかった。なるべく控ひかえるよ」

「控える、ではなくておやめくださいっ！　万一のことでもあれば、今は亡なき先代様より、くれぐれもぼっちゃまを宜よろしくと頼たのまれた──」

「それよりギギラ、先に控ひかえた諸侯会談のことだが」

　はじまりそうになった定番のお小言を、若きターシュ侯はあわてて別の話題で遮さえぎる。

　話題を変えようとしていることは見え見えだったが、それが政せい務むに関する話となれば、側近の老人としては乗らざるを得ない。

「……何か……？」

「同行する者たちには、『乗客パツセンジヤー』のことはもとより、我々が淵海孔アビスゲートの調査をはじめていることは口外せぬよう徹てつ底ていしておけ。どこから話が漏もれるかわからん。

　それと──

　どこに敵てきがいるのかも、な」

　執しつ務む室しつへと続く廊下を行きながら、二人の会話は続いた──



　どこかで鳥が鳴いている。

　時折吹ふきゆく風が緑の葉を揺ゆらし、青い空には白い雲。

「……のどかですねー」

　少し離れた場所を舞まう、白い蝶ちようを眺ながめつつ、少女は心地ここち良よさそうにつぶやいた。

「……あの……お、お嬢じよう様さま……」

　草地の斜しや面めんに腰こしを下ろし、あたりを眺める少女の後ろから遠えん慮りよがちに声をかけて来たのは、なごやかな風景にはあまりそぐわぬ外見の男だった。

　大おお柄がらで、髪かみも眉まゆもなく顔のそこここに傷きず跡あとが目立つ。人通りの少ない場所で出会ったなら、たいていの人間は目を伏ふせるかこっそりきびすを返すだろう。

　もちろん人間、中身が見た目通りとは限らないのだが。

　男は背中を丸めて、気弱げな声でぼそぼそと、

「……その……こういう人目につく場所でのんびりなされるのは……」

　街道ぞいの川の土手。一同の乗った馬車は道の端に停めてあり、そばの道を時折、他の馬車や徒歩の旅人が通り過ぎてゆくのが見えた。

　当然向こうからもこちらは丸見え。

「……さすがにその……いろいろと……差し支つかえがあるのでは……スケジュールのこともありますし……」

「あーもーフェルパンス、うるさいです」

　少女は唇くちびるをとがらせて、大男を見やる。

　フェルパンス、というのが男の名前だが──見た目に全く似に合あわない。

「せっかく実験がうまくいって、ひさしぶりにお父様にお会いできましたのに。

　一緒にゆっくり過ごすこともできずにまた次の実験。

　このあたりで少々羽を伸のばしたところでバチは当たりません」

「……あ……はあ……いえ……」

　男はなおも何やら言いたげに、口の中でごにょごにょつぶやいていたが、

「テーニア様のお気持ちは察しますが──」

　かわって、はっきり言ったのは、青い服を着た黒髪の男だった。平へい凡ぼんな顔立ちではあるが、あえて特徴をあげるなら、目つきがやや鋭するどく仏ぶつ頂ちよう面づら、といったところか。

「イスマイト殿どのとて、テーニア様とご一いつ緒しよにおられたいでしょう。それをあえて送り出されたのは、当然何かお考えがあってのはず。

　ならばそのお考えに添そうのが一番の孝行かと」

「それは……言われなくてもわかっています……！」

　言われてテーニアは、不ふ機き嫌げんに視線をそらす。

　目立つ行動はできるだけ避さけるように、と申しつけられている。それに逆さからうつもりもない。

　だが、街かい道どうぞいの道ばたで一休みする旅人というのは珍めずらしくもない。ならこれくらいのことはいいだろう。

　こんないい天気なのに、カーテンを下ろした馬車に揺られて、町についたらただ宿にこもるばかり、というのは気が滅め入いって仕方ない。

「いやぁ。堅かてえ。堅ぇってお二人さんよ」

　四人目は、砕くだけた調子で言いながら、黒髪の肩かたになれなれしく手を回す。灰はい色いろの髪に傭兵ふうのいでたちで、視線は大男に向けて、

「人間、堅ぇだけじゃあよくねえぞ。

　命令遵じゆん守しゆ一いつ辺ぺん倒とうじゃあ、なんか予想外のことが起こった時に対応できねえぞ？

　もうちょっとオレやお嬢みてえに、柔じゆう軟なん性せいってモノを持たなくちゃあな。

　そもそも人間にゃあ、リフレッシュ、ってもんが必要なんだ。

　なぁに、仮にそれで計画がちょっとくらい遅れたところで、深術士ダイバーどのもわかってくれるって」

　しかし男のその言葉に、テーニアはムッとして立ち上がり、

「──ヴィンカート、あなたと一緒にしないでください。

　柔軟性が必要なのは同感ですけれど、それで計画が遅れてもいい、というのは認められません。お父様を落らく胆たんさせるだけです。

　そろそろ行きましょう」

「──え？　もう？」

　声を裏返らせるヴィンカートに、テーニアは一いち瞥べつだけを送ると、あとはふり向きもせずに、停めてある馬車の方へと歩いてゆく。

　その後ろでは、黒髪の男が、テーニアをあっさり乗せたヴィンカートに、仏頂面のままでこっそりとサムズ・アップを送っていた。

　──仮に一同のこのやりとりを、もしも始終目にした者がいたとしても。

　むろん想そう像ぞうできるはずはなかった。

　彼らが深術士ダイバーイスマイトの指し示じの下もと、各地に淵海孔アビスゲートを出現させている者なのだということは──



　ドアをくぐると、客たちが一瞬静まりかえる。

　店が違ちがえば広さも間取りも内ない装そうも、客の顔ぶれや酒と食い物の品しな揃ぞろえも違うのに、傭兵向けの場末の酒場という奴やつは、どうしてどこもかしこも同じような空気を漂わせているのだろうか。

　客きやく層そうのせいと片かたづけることは簡かん単たんだが、傭兵たちとて油じみたテーブルやらすすけた店内を望んでいるわけではないだろうに。

　そんなことを頭の片かた隅すみで考えながら、クラウスは店内へと足を踏ふみ入れた。

　──一同が調査護衛の依頼を引き受けてから、しばしの時が経たっていた。

　あちらに海の噂うわさがあれば、行って人々に話を聞いて。こちらに淵海孔アビスゲートが出たと聞けば、行ってあれこれ調査して。

　そんなことをくり返しつつ、やって来たのがこの町だった。

　ターシュ領の片隅にあるオラトーエの町。

　大きな街道ぞいにあり、もう少し人口と規き模ぼが大きくなれば、都市と呼ばれるようになるだろう。

　この町に用があったわけではない。エイミイが計画したルートに沿そって調査を行う道すがら、たまたま立ち寄っただけのこと。

　もちろん立ち寄っただけだからといって、何もせずにいるわけではない。こういった酒場に足を運び、何か情報がないかと探さぐる。それもまた依頼の一いつ環かんだった。

　こういう店で来客に注目が集まるのは珍しくはない。先客たちは新しく店に入ってきた者の氏うじ素す性じようを値ね踏ぶみしているのだ。

　クラウスたち四人が生んだ沈ちん黙もくは一瞬。

「──子こ供ども連れは珍しくねえけど、三人たぁ多いな」

　奥おくのテーブルについた客の一人が声を上げ、手にしたジョッキを飲み干ほして。

　あちらこちらから笑いが起こり、それで店内は再ふたたび喧けん噪そうに包まれる。

「子供、って私もでしょうかね？」

　苦く笑しようしながらつぶやくエイミイに、ルグナードは真顔で、

「気にするな。こういう場所では挨あい拶さつのようなものだ」

　と小さく返す。

　空いているテーブルを見つけてまずエイミイが席につき、他三人も腰かける。

　やって来た店の人間に、料理と飲み物を適てき当とうに注文し──通りがかった、酒を運んでいる店員がエイミイのイスにぶつかり、よろけたりもしたが、とりあえずはひと落ち着き。

「年ねん齢れい容よう姿しのことでからかわれるのはうんざりなのですが」

「そういえば最初にもそんなこと言ってたね」

　澄すまして言うエイミイに、アリサが適当なあいづちをうつ。

　と、その時。

「……うおっ……!?」

　せっぱつまった小さな呻うめきは、少し離はなれた所から聞こえた。

　クラウスがそちらに目をやれば、店に入った時、自分たちをからかった客の一人が、なんともいえない表情で、青い顔に脂あぶら汗あせを浮かべて、

「……悪ィ……ちょっと……」

　同じテーブルの仲間たちにそうつぶやくと、内うち股またでトイレの方に駆かけてゆく。

「………………えーっと……」

　クラウスは視線をエイミイに向けて、

「思い出したんだが……最初に会った時……からかったらもれなく一服盛もる、とかなんとか言ってなかったか……？」

「ええ。言いましたね」

　と屈くつ託たくのない笑み。

　クラウスは、男の消えたトイレとエイミイを交こう互ごに見やり、

「まさか……今の……いや、けど……？」

　タイミングからしてエイミイが一服盛ったようにも思えるが、テーブルも離れているのにどうやって？

「ああ。あの人？　何か悪いものでも口にしたんじゃないですか？」

　彼女の笑顔は変わらない。

　ふと目をやれば、隣の席ではルグナードが、なぜか青ざめた表情で視線をそらしていた。

　──クラウスはもう一つ思い出す。

　エイミイを加えて旅をはじめた直後、ルグナード一人がなぜか下げ痢りで体調を崩くずし、外回りの聞き込み調査をクラウスとアリサの二人でやっていた時期があったことを。

　──まさか──とは思うのだが──あれはひょっとすると、ルグナードがついエイミイをからかって──

「何の話？」

　事情を察することなく問うアリサに、

「面おも白しろ半分で人様をからかうとバチが当たる、ということだ」

　横からルグナードが説明する。やはり視し線せんをそらしたままで。

　一体何があったのか──

　クラウスは深く考えないことにした。

　注文した料理が運ばれて来て、いつもと同じ雑ざつ談だんまじりの夕食がはじまる。

　流れの傭よう兵へいなどという稼か業ぎようは食いつめることもしばしばあるが、少なくとも今はその心配はない。

　食事にひと段だん落らくつけば、あちこちの席を回りながらの情報交こう換かん。

　誰かにとって無む価か値ちな情も報のが、別の誰かには重要だということはままある。

　だからこの手の店に集まる客たちは、自分にとって隠かくす必要のない話は積極的に話してくれる。

　たとえば、どこかに淵海孔アビスゲートが現れた、といったたぐいの話なら、まっ先に話題にのぼるだろう。

　しかしルグナードとクラウスが中心になって、あちらの相手こちらの相手と噂を拾って歩いたが、今夜は特に収しゆう穫かくなし。

　こうなると、あとは誰かがおひらきにしようと言い出すまで好き放題。

　歌う、とアリサが言い出したのは、かなり経たってからのことだった。

　歌か詞しのない透とう明めいなメロディが店に流れはじめると、雑然たる騒さわぎはおさまり、客たちも一人、また一人と口をつぐんで耳をかたむけ。

　そんな中。

　クラウス一人がこっそりと店から外に出た。

「……やれやれ……」

　夜の空気を吸すい込んで、店のまわりの適当な所をそぞろ歩きつつ、クラウスはため息とともに小さくつぶやいた。

　風に乗って流れて来るのは、アリサが自身を一つの楽器と化して奏かなでて紡つむぐ音のたゆたい。

　綺き麗れいないい曲だとは思うのだが──なぜか最初から、クラウスはアリサの曲を耳にするたび、気分がひどく不安定になる。

　原げん因いんに心当たりはないのだが……結局は、悪いと思いつつ、アリサが歌うそのたびに、席を外すようになった。

　最初のうちは、あれやこれやと適当に、外に出る言い訳わけをしていたのだが、最近はそれもやらなくなった。

　他の皆みんなもそのあたりは心得たもので、特に何も言ってはこない。

　──これでアリサが、クラウスを気き遣づかって歌うのをやめたりすれば、かえって気が引けるのだが、そこまで考えてなのか、あるいは何も考えずなのか、彼女は歌うことをやめたりはしない。

　ゆえにクラウスは、こうして時折夜道をさまようことになる。

　あまり店から離れるわけにもいかない。漏もれ来る歌がかすかに聞こえるかどうか、といった場所──つまりは店の周りを意味もなくふらつく。

　表通りから路地へと入り、店の裏を通る道に入り──

「──」

　クラウスの足が思わず止まった。

　店の裏側の暗い路地。建物の窓まどから漏れ来るランプの光と夜空に散らばる星ほし粒つぶだけがかすかな明かり。

　その中に、静かに佇たたずむ黒い影かげ。

　濃こい色のローブを身に纏まとい、同じ色をしたフードを目ま深ぶかにかぶっている。ありきたりな防ぼう寒かん服ふく姿すがたとは言えたが、それが夜の路地裏にひっそりと佇むさまは、やはり異い質しつなものを感じた。

　クラウスの気配に気づいてか、影はこちらに顔を向け──フードの下から白い顔が覗のぞく。

「──あんた──？」

　暗がりの朧おぼろな輪りん郭かくに見覚えを感じて、クラウスは小さく声を上げた。

「え？　いつかの人？」

　影が返した女の声を、やはりクラウスは知っていた。

　以前ある町で、同じようにアリサの歌から逃げるように店を出た路地裏で、闇やみに佇み歌を聞く女と出会ったことがある。

　ひょっとして──とは思ったが、向こうもこちらを知っている以上、どうやら本当にあの時と同じ相手らしい。ローブの色は、前と違っているようだが。

　名前も知らない、二言三言交かわしただけの相手だが、こんな所で再さい会かいするとはおかしな縁えんである。

「奇き遇ぐうだな。無事だったんだ」

　言いながら歩み寄れば、相手は小さく首をかしげて、

「──無事？」

「ほら。あのあといろいろあっただろ」

　前は、別れたあとで淵海孔アビスゲートが町のど真ん中に出現して大騒ぎになったのだ。まさかあんな事件のことを忘わすれるはずもないと思うのだが──

「ああ──そういえば……

　けどこんな再会ってあるのね。

　するとそっちも、この歌声にひかれて？　歌ってるのは声からして、前の時と同じ人だと思うけど」

「……ああ……まあ実は、連れみたいなもんで……」

「本当に？　なら店の中で聞いてあげればいいのに」

「いや、そのへんはちょっといろいろあってね」

　さすがにアリサの歌のファンを前に、『この歌を聞くと気分が悪くなって』とは口に出せず、適当に言葉を濁にごす。

「……そういえば前も、同じような話をしたな」

「でしたね。──連れが来たみたいです。前と同じに」

　女に言われるまでもなく、クラウスは、後ろに現れた誰だれかの気配を感じ取っていた。

「では」

「ああ。じゃあな」

　別れのあいさつを交かわすと、女はやや足早にクラウスの横を通り過ぎ──

　……………………？

　ふり向けば女は、似たような格かつ好こうの相手と合流し、クラウスに向かって一度小さく手を振ってから、背中を向けて去ってゆく。

　もしも路地が明るければ、女も気づいたかもしれない。

　クラウスの浮うかべた奇き妙みような表情に。

　偶ぐう然ぜんの再会と別れに思いを馳はせるものではない。今、彼の顔に浮かんでいるのは疑ぎ念ねんの色。

　たった今。

　女が横を通った時。

　クラウスに届とどいたのは、かすかな──潮しおのにおい。

　すなわち海の。淵海孔アビスゲートのにおい。

　気のせい──だろうか？

　クラウスは自問する。

　前に出会った時、直後に淵海孔アビスゲートが現れた。その記き憶おくが呼び起こされて、ありもしないにおいを嗅かいだ気になったのか。

　それとも。

　女の身に、潮のにおいが染しみついているのか。

　夜風に流れていた歌が途と絶だえ、拍はく手しゆが響ひびく。

　アリサが歌い終えたのだ。

　そろそろ店に戻もどる頃合いだ。

　が、今の女のことがどうにも引っかかる。

　わずかに迷ってから、結局クラウスは、女が去った方に向かって駆かけだした。

　出足が遅おくれたせいだろう。路地から通りに飛び出しても、もはやあたりに女の影かげは見あたらない。

　そこであきらめることもできたが、右に、左に顔を向け──

　大気の中に、潮の残り香がを嗅いだ気がした。

　そちらに向かって通りを駆ける。

　追ってどうするのか。ただの勘かん違ちがいではないのか。

　自分でも思いつつ、直感と衝しよう動どうにつき動かされるまま足を動かし、通りが左右の道と交わるたびに、あたりに視線を走らせて。

　どれくらいそうやって駆けたのか。

　行く夜に、突とつ如じよ鳴ったのは轍わだちの響き。

　こんな時間にどこに行くのか。ほんの少し先の十字路を、左から右へと通り過ぎたのは一台の屋根付き馬車。そばにある建物の窓から漏もれる明かりを受けて、朱しゆ色いろの車体が闇やみに浮かぶ。

　馬は二頭立て。窓にはカーテンが下ろされていて、御ぎよ者しやの姿もローブとフードで判然としない。

　既き視し感がクラウスを襲おそった。

　アリサの歌。路地裏の女。淵海孔アビスゲート。そして馬車。

　さまざまな断だん片ぺんが、前の時と奇き妙みように一いつ致ちしすぎている。

　そのせいか、ある想像が彼の脳のう裏りに組み上がる。

　さっきの女は赤い馬車に乗っていて──淵海孔アビスゲートと関係しているのだと。

　それは妄もう想そうか直感か。

　いずれにしても、これ以上の追跡は無む駄だだろう。彼はようやく足を止め──そこではじめて、自分がひどく息を切らしていることに気がついた。

　どうやら自分で思ったよりも必死で駆けていたらしい。

「……やれやれ……」

　あきれた吐と息いきは誰に対するものなのか。自分でもよくわからぬままに、クラウスはきびすを返した。



「遅おそい！」

　酒場の席へと戻ってきたクラウスを出で迎むかえたのは、アリサの上げた声だった。

　いつもなら、歌が終わるとほとんど間を置かずに店の中に戻るのだが、今回は女のあとを追っていて、帰りが遅くなった。

「いや──ちょっと気になることがあってな」

　言葉を濁せば、アリサはからかい混まじりの疑うたがいの視線を向けてきて、

「ははぁ。さてはかわいい女の子でも見つけてあとを追っかけ回してたとか」

　……まあ、間違ってはいない。根本的な所が違うが。

　そう思ったことが顔にでも出てしまったか、

『──図星!?』

　ルグナードにアリサにエイミイ、三人は声をハモらせテーブルに身を乗り出して来る。

「そうかクラウスお前もやはり男だったか」

「ねえどんな娘こ？　教えなさいよ」

「相手がどういう人かは詮せん索さくしませんけど、倫りん理り面はさておき保ほ健けん衛えい生せい面めんでは少しアドバイスがあります」

「お前らうるさい。」

　クラウスは極力冷たく言い放つが、三人のなだれうつ好奇心と言葉とを、当然止められるはずもない。

「なら正直に全部話せ。でないと勝手な想像をされるぞ」

「そうそう。早く言わないと、あたしの頭の中ではあんなことやこんなことに！」

「アリサさん、私の頭の中ではたぶんその数十倍、アレなことになっています。ご希望であればあとでゆっくりと話を──」

「いや！　だからっ！」

　ちゃんと説明しないとまずい気がしてきたが、なんとなく怪あやしんでなんとなく追いかけた、で納なつ得とくしてくれるとも思えない。

　クラウスが迷まよっていると──

　──どんっ。

　一つ響いた大きな揺ゆれに、クラウスとアリサとルグナード、三人の表情が凍こおりつく。

　他の客たちも大半が動きを止めていた。

　そんな中でエイミイは、いぶかしげな表情で、

「？　今のは？　みなさん、一体どう──」

　そこまで口走ってから、ようやく事じ態たいに気づいたか、みるみる顔色を失って、

「まさか──海が!?」

「そういうことだ」

　答えると同時にクラウスは、席を立つと店を飛び出す。

　他の三人もそのあとに続き──

「エイミイ殿どのは宿で待機を！」

　実戦向きとは思えないエイミイに向かってルグナードが言う。

　淵海孔アビスゲートが出たとおぼしき方向と、一同が部屋を取った宿のある方向は別。妥だ当とうな判断といえた。

「──わかりました。ではすみませんが、終わったらすぐに呼びに来てください。いろいろとサンプルを採取したいので」

　うなずくと、エイミイは身をひるがえす。

「ではあとで！」

「──お気をつけて！」

　声を交かわすと、クラウス、アリサ、ルグナードは、淵海孔アビスゲートが出たと思われる方に向かって駆けてゆく。

　異い常じよう事態に駆け逃げて来る住人たちの人波をかきわけ、すれ違い──

「──あと何回、こんなことをやりゃあいいんだろうな──」

「──さあな」

　混こん乱らんの中、こぼすクラウスに言うルグナード。

　駆けるほど、夜風の中に潮しおと血の混じったにおいが強くなる。

　やがて一行の行く手には、月の光を照り返し、たゆたう水の面おもてが見えてくる。

　町の二、三区画くらいは呑のみ込まれたのではないだろうか。半はん壊かいしてかしいだ家。誰かの泣き声、逃げ行く人々の遠い悲鳴。

　それらを背はい景けいに佇たたずみひしめく、いくつもの黒い影かげ。

　逃れ遅れた人々などでは決してない。

　青黒いその身を覆おおう薄うすい水がぬめり、月の、ランプの光を照り返し。

　人とも蛇へびとも魚ともつかぬ顔がいくつもいくつも、クラウスたちの方を向く。頭にはりつく海草とも髪とも見える何かは、風にそよぐそぶりも見えず。

　潮を含ふくんだ藻も屑くずの衣。いびつに歪ゆがんだ珊さん瑚ごの剣けんは、一見脆もろく、だが実じつ際さいには鋼はがねの硬かたさを備そなえ持つ。

　淵アよビりス来フるオもーのム。

　淵海孔アビスゲートの出現とともに、果て見えぬ深みよりあぶくのごとくわき上がり来きたる異い形ぎようのものども。神の敵てき対たい者しやたる邪じや神しんの僕しもべ。

　彼らは開いた海が再ふたたび閉とじるまでの数すう刻こく、人々をあるいは殺さつ戮りくしあるいは深みへと引きずり込んでゆく。

　半魚半人のごとき異形の群むれ目ざし、クラウスは抜ばつ剣けんとともに突つっ込んでゆく！

　月に閃ひらめく銀の刃やいばに、刹せつ那な遅れて散る異形の血しぶき。

　最初の一匹ぴきを瞬時に斬きり倒し、次の一匹を目ざして駆ける。

　異形を前にした時の、恐きよう怖ふと憎ぞう悪おと嫌けん悪おとはいまだクラウスの中にある。

　だがそれは、以前ほどのものではない。

　クラウスは知ったのだから。

　真に倒たおすべき、唾だ棄きすべきは、淵海孔アビスゲートを出現させている連中なのだと。

　少し冷静になれば、そのぶん仲間との連れん携けいも取りやすくなる。

　クラウスが先行して敵の群れに切り込み、動どう揺ようを誘さそう。

　状じよう況きように応おうじてそこにアリサが切り込むか、クラウスが退しりぞいて異形どもをアリサのいる場所に誘い出す。

　ルグナードは基き本ほん的に、やや後方で二人のフォロー。そして異形たちがぞろぞろ集まって来たならば──

　ルグナードは鎧よろいのホルダーから、小さな筺はこを取り外すと、中から覗のぞく白い粒つぶを二つ三つほど、口の端はしでくわえ取る。

　封ふう印いんの樹きの朽くちたかけらたる魔力素マナチツプ。照明にも一般的に使われるそれらは、朽ちてなお魔まを滅めつする力を有するのか、地上に住まう人々に、神の力を貸し与あたえる媒ばい介かいともなる。

　ぱりんっ、と、かけらを噛かみ砕くだき嚥えん下げして、虚こ空くうに印を刻きざみ込み、神の力を借りる──いや、神より封じられしものどもを呪のろう言ことの葉はを紡つむぎ放てば、それは破壊の力となる。

「地の底に咲きたる花弁の影法師レフエセイド・ルオウランイルク」

　とたん、大地を突き破り出た無数の杭が、正確に異形たちのみを貫つらぬいた！

　その杭が、異形が地上で活動する時に薄く身に纏う海の水を狙ねらい、瞬時に伸び来た封印の樹の枝なのだと、使い手たるルグナードは知っている。

　それは異形の心の臓ぞうが停まると同時に、自らが役目を果たしたと悟さとるがごとく虚空に溶とけ散り、結果、相手の屍しかばねのみを残す。

　──それは神呪セレストルと呼ばれる奇跡。人が異形に対抗するための術。

　他にも様々な術があり、操あやつる者は神シ呪ン使ガいーと呼ばれていた。

　一撃が葬ほうむった異形の数は多くない。神の力を借りる神呪セレストルとて、人の身を介する以上、決して万能無敵ではない。

　だがそれは、異形たちに動揺を与えるのには十分だった。

　相手が浮き足立ったそこに、クラウスとアリサの二人は切り込んだ。



　深しん淵えんから這はい上がったいくつもの異形は、町の四方に散らばって、恐怖と混乱をふり撒まき進む。

　影の一つがいびつな剣けんを片かた手てに提さげて、町の通りの陰から陰へと渡り歩く。

　その双ふたつの目が、通りの先に佇たたずむ人影を見つけ出した。

　異形は潮に濡ぬれた足で相手に駆け寄り──

　気配に気づいて相手がふり向く。

　首から下げたペンダントが揺れる。

　ペンダントに刻まれた紋もんを目にして──異形の動きはそこで止まった。

「──こんな所まで来たの？　ご苦労様」

　たった今まで異形が狙っていた人間の女は、ペンダントを異形に示しめして見せて、

「この印の意味は知ってるわよね？」

　異形は敵意を消して、ふり上げかけていた剣をゆっくり下ろすとうなずいた。

　すなわちそれは盟めい約やくの証あかし。

　ならばこの人間を殺すのは、百害あって一利無し。

「こちらはいいわ。がんばるのはいいけど、はりきりすぎてあまり遠くまで来ると、帰れなくなるから気をつけてね」

　女はねぎらいのことばをかけると花のような笑顔を見せて、異形に背を向け、去ってゆく。

　女の言う通り、少し足を延ばしすぎただろうか。

　異形はその場できびすを返すと、新たなる相手を捜して徘はい徊かいをはじめた──



　どれほどの戦士でも、休み無しに全力で戦い続けられるわけはない。

　戦いの時間がある程てい度ど長ければ、ペース配分というものを考えなければ、肝かん心じんなところで力つきることになる。

　クラウスたちは最初に出会った一団を蹴け散ちらすと、体を休めつつ、次の戦場を求めて徒歩で移い動どう。数匹の集団と戦いになり、これもあっさり退たい散さんさせた。



    

  
    
      　ひと息ついて、クラウスはあたりを見回し──

「……なんだあれ……」

　思わず漏もれたのは抑よく揚ようのない呻うめき。

　少し離れたガレキの陰から姿を現したもの。

　それが何なのか、頭では理り解かいしながらも、やる気の無さそうな外見に、声からついつい緊きん張ちようが抜けた。

　現れた新たな相手は、宙ちゆうに浮かんだ目玉焼きサニーサイドアツプ。そんなふうに見えた。

　中央が上下にふくらんだ、丸くて薄平べったい円えん盤ばん形がた。手足はもとより、顔らしき部分は見あたらない。直径は人が両手をひろげたよりもやや大きい。

　そんなわけのわからぬ物体が、はばたいているわけでもなしに、人の頭ほどの高さにぷかぷか浮いているのである。

　これもまた──淵アよビりス来フるオもーのム。

　そのことは、クラウスにもなんとなくわかった。

　淵より這い上がり来る異形どもは、たった今まで戦っていたような魚人タイプが大半だが、まれにそれに当てはまらないものがいる。

　たぶんこいつもそのクチなのだろうが、どう見ても手て強ごわい敵のようには見えない……というか、何をやりたい生き物なのかも想像がつかない。

　だがそれは、ゆるい流れに浮かぶ木の葉のように、ゆるゆるとたゆたいながら、クラウスたちの方に向かって近づいて来る。

「──何かわからないが──」

　とりあえず、何かされるまで黙だまって眺ながめている義ぎ理りはない。クラウスは隠かくしナイフを取り出し、目玉焼きサニーサイドアツプに向かって投げ放つ！

　夜の虚こ空くうに銀の残像をまっすぐ刻み、ナイフはおかしな異形を目ざして風を裂さき──

　りりりりりりりりちちちちちちちちちちちりりりりり

　夜の空気に流れたのは、小さな小さな小さな音が、無数に無数に重なるような響き。

　異形へと飛んだナイフは見る間にその速度を落とし、やがて空中に停止する。

『な──!?』

　クラウス、アリサ、ルグナード、驚きよう愕がくの声が重なった時には、ナイフはその切っ先をぐるりと回し、放ったクラウスに向かって突き進む！

　どうなっているのかはわからないが、かわせない速さではない。クラウスは地を蹴って横に──

　──なんだ──!?

　クラウスは動揺した。

　体が重い。思う速さで動かない。これでは返されたナイフをかわすには、わずかに間に合わ──

　きんっ！　と。

　響いたのは小さな金きん属ぞく音おん。

　クラウスのすぐ目の前には鋼はがねの塊かたまり。

「何ぼーっとしてるの!?」

　アリサの叱しつ咤たで理解する。目の前のそれは彼女が手にした武ぶ器きなのだと。クラウスが身をかわせないと見て取って、ナイフをはじいてくれたのだ。

　少女が操るその武器は、全長は彼女の身の丈たけほど。槍斧ハルバードというには柄えが短く、幅はば広ひろの片刃の背には、牙きばのように見える小さなトゲが無数に生えていた。

　ややごつすぎるその武器を、クラウスは勝手に槍刃ブレードスピアと呼んでいるが。

「──いや──」

　答えるとともにわずかに身を引く。ついさきほど感じていた体の重みは、嘘うそのように消えていた。

　だが、決して気のせいではない。なら原げん因いんは──

「妙だぞこいつ」

　目玉焼きサニーサイドアツプに目をやり、クラウスが漏らせば、

「妙なのはわかるから」

　と、隣となりでアリサ。

　たぶん、クラウスの放ったナイフを、何かの方法で止めて返したことを言っているのだろうが。

「ナイフのことだけじゃない」

　言いつつ二人は、じりっ、と退さがる。

　退りつつ──後ろでルグナードが神呪セレストルの準じゆん備びをしていることを感じ取る。頃合いを測って二人が左右に散れば、その機を逃のがさずルグナードが──

　だが、クラウスたちが仕掛けるより早く！

　ごばンッ！

　ルグナードが佇むそばの民家の壁かべがぶち破やぶれ、突進してくる影一つ！

「──!?」

　ルグナードはあわててそちらをふり向くと、飛び退のきざま、

「百リのガ尾ルをド持・つロ獣クのシ影オ！」

　準備していた一撃を、新たに現れた影に向かって解とき放つ！

　至し近きん距きよ離りからの雷らい撃げきは、光を散らして新たな影にぶち当たり、影はルグナードの目前をかすめて、通りの反対がわにある民家の壁に突き刺さる。

　だが、一撃を受けてなお、影は再ふたたび動き出す。

　夜の中に身を起こし──

「──また……？」

「……変なのが……」

　クラウスとアリサが思わずつぶやいたのも無理はない。

　人の背ほどの高さがある、縦たてに細長い楕だ円えん球きゆう。そのまわりを、手のひらをひろげたくらいの厚あつさで水の膜まくが包み込み、伸びた何本もの水の手だか足だかが体（？）を支ささえて立っている。

　こちらも冗じよう談だんのような見た目だが、気を抜いていい相手でないことは、ルグナードの術をまともに受けながら、起き上がったところからも窺うかがえる。

　まるきり効きいていないのか実は瀕ひん死しなのか──顔らしきものすら無い相手の表情から察することはできないが。

「……変なのが二匹かよ……」

　目玉焼きサニーサイドアツプと楕円形イリプテイクに交こう互ごに目をやりながらクラウスが呻く。

　相手が魚人タイプなら、どういう攻撃が来るのか予想しやすい。しかし見た目から理解不能の相手が二匹となると、どう戦っていいものやら。

「クラウス、アリサ、一いつ旦たん退くぞ」

　ルグナードが言う。

　以前のクラウスなら、首を横に振っただろう。異形に背を向けることなど我が慢まんならない、と。

　だが。

「……それがよさそうだな……」

　油断なく異形たちを見やりつつ、クラウスは小さくうなずいた。

　本当に倒すべきなのは、こんな面おも白しろ生物たちではない。

　ここは、意地で命のやりとりをする場面ではない。

「けどよルグナード、逃がしてくれるかどうか……」

　楕円形イリプテイクは自らを支える水の足を動かすと、楕円の先端をクラウスたちの方に向け──

『退ヒケ』

　響いた声は誰だれのものか。

　目玉焼きサニーサイドアツプと楕円形イリプテイク、二匹の動きがわずかに揺れる。

『リリト、フェリエラ、退ケ』

　声の主を求めてクラウスは視線を走らせる。

　──一体いつからそこにいたのか。

　少し離れたガレキのそばに、人の形をした影一つ。

　魚人タイプの淵アよビりス来フるオもーのムかと思ったが、よく見れば違う。半分魚のような姿ではなく、全身を鎧よろいに固めた騎き士しに近い。

　しかし──

　いびつで異様に長い四し肢しが、青黒いその全身をぬらりと覆おおう水の膜まくが、それが鎧を着た人間などではないことを示していた。

　これもまた。

　魚人とは異ことなる淵アよビりス来フるオもーのムなのだろうか。

　だが今、確かに、退け、と聞こえた。

　人の言葉に。

　鎧姿の呼びかけに、目玉焼きサニーサイドアツプの方はゆっくりとクラウスたちから離れてゆき──しかし楕円形イリプテイクの方は、その場に留とどまり、表面を覆う水を細かく震ふるわせ、唸うなりにも似にた低い音を響ひびかせる。

『──フェリエラ──』

　鎧姿がもう一度言うと、楕円形イリプテイクはようやくあきらめたように、水から生えた足を伸び縮ちぢみさせ動かして、のこのこと、鎧姿の方へと去ってゆく。

　とするとリリトとフェリエラというのが、その物体たちの名前なのだろう。

　鎧姿もきびすを返し──

「──待て！」

　去ろうとする三つの異形に、クラウスは思わず声をかけていた。

　異形が地上で活動できる時間には限げん界かいがある。だがその時にはまだ早すぎる。

　連中が立ち去る意味がわからない。

　他に何かの狙いがあるのか。だが今のは、クラウスたちと戦うのを止めたようにしか見えなかった。

　一旦背を向けていた鎧がクラウスを見る。顔の、人ならば目がある部分には、兜かぶとの覗のぞき穴あなのような黒いわだかまりがあるばかり。

「──なんのつもりだ──」

　クラウスは問いかける。

　こいつは人の言葉がわかる。クラウスには、そんな確かく信しんがあった。

　鎧はゆっくり背を向けて、

『マタ会ウ機会ガアッタラ話ソウ』

　──前に戦った異い形ぎようも、言葉のようなものを発したことがあった。

　しかしあの時はあくまでも、それに似にた鳴き声だと思っていた。

　けれど今回のは──もはや疑うたがいようもなく、人間の使う言葉。

　鎧の異形は二つの異形を従したがえて立ち去り──三匹の姿が見えなくなってしばし。

「……知り合い？」

「そんなわけあるか」

　我われに返ったアリサの問いに、クラウスは即そく答とうする。

　──三匹の去って行った、もはや何もない夜をにらみつけたままで──



　右へ、左へうろうろ歩き。時折頭をがりがり掻かいて。

　やがてぴたりと足を止め、

「──嘘うそでしょう──」

　エイミイは絶ぜつ望ぼう的な口ぶりでつぶやいた。

　淵海孔アビスゲートの戦いは、時が来れば自然に終わった。

　三匹のおかしな連中が去ったあと、クラウスたちは場所を移うつし、魚人タイプの異形どもと戦いを続け──

　やがて響いたのは異形の鳴き声。

　それは、海の時間が終わりを告げる合図。

　淵海孔アビスゲートという形でひととき綻ほころびた神の封ふう印いんは、しかし時と共に、その綻びの修しゆう復ふくをはじめる。

　孔あなのはるか深みの部分で、まわりにある封印樹じゆから枝えだが伸のび、深しん淵えんへと繋つながる道を閉とざしてしまうのだ。

　そうなる前に異形どもは、もときた深みへと帰ってゆく。

　あの三匹とまた出会うかとも思ったが、向こうがこちらを避さけたのか、単に行き違ちがっただけなのか、結局のところは出会わず終じまい。

　ひと落ち着きしたところで、クラウスたちは宿に帰ると、部屋の中でことのいきさつをざっとエイミイに話したのだが──

　サンプルを採取に行く、と言っていたはずのエイミイは、しかし目玉焼きサニーサイドアツプと楕円形イリプテイク、鎧の三匹セットの話を聞くと、顔色を変えて何やらぶつぶつつぶやきながら、部屋の中を右う往おう左さ往おうしはじめたのだ。

「──けど──でも──そんな──でも──」

「──なあ──」

　ほうっておいたらいつまでも続けていそうな予感がして、クラウスは髪かみをかき上げながら声をかける。

「何を悩なやんでるのか知らないが、要はそいつらを倒たおせば済すむだけの話だろ」

　不ふ敵てきなセリフに自信の態たい度ど。キメゼリフのつもりの言葉は──

「そういう話じゃありません」

　見向きもされずに切り捨すてられて、髪をかき上げかけたポーズのまま、クラウスは固まった。

「それこそ世界の存そん亡ぼうがかかっています」

「前にも言ってたね。それ。世界の存亡って」

　横からつぶやくアリサの口ぶりには、ややあきれた響きがにじんでいた。

　確かに、淵海孔アビスゲートを人並み以上に嫌けん悪おし憎にくむクラウスから見ても、世界の存亡はさすがに大げさすぎる気はする。

　そんなクラウスたちの空気を悟さとってか、エイミイはようやく足を止めると、ややムッとした表情で一同をぐるりと見回すと、

「ブロッコリーを知ってますか」

『ぶ、ぶろっこりぃ？』

　いきなりおかしな問いかけに、裏うら返がえり重なる三人の声。

「野菜の……か？」

「そうです」

　ルグナードの言葉にエイミイはうなずいて、

「昔の文ぶん献けんによると、封印樹は地上によく見られる樹木というより、上が平らなブロッコリーかカリフラワーのような形になっている、とされています。

　あくまで昔の文献にある一説ですが、現在私たちが行っている調ちよう査さによれば、比ひ較かく的信頼性のある説だとはされています。

　そんな形にひろがった樹の、枝の一本が朽ちて沈しずんで、そこに淵海孔アビスゲートが現れるのですが、欠落した部分は、まわりの枝から小枝が伸びて、数刻もすれば、深しん淵えんへと至いたる孔あなの途と中ちゆうを塞ふさいで、上に残った水の浄じよう化かをはじめます。

　ただしこれは、枝の一本が沈んだ、普ふ通つうの淵海孔アビスゲートの場合です」

　エイミイはつかつかと部屋を横切り、窓まどを大きく押おし開く。

　部屋は宿の三階にある。

　見えるのはただ夜の闇やみ。だが、明るい時に望んだならば、町並みと、その先にひろがるなだらかな緑の丘と山、ひろがるハリ湖この蒼あおいきらめきが見えただろう。

　彼女は闇の奥へと目をやって、

「──ハリ湖は三つの国にまたがった大きな淡たん水すい湖で、漁場や生活用水の水すい源げんとして広く利用されています」

　説明に、クラウスは眉まゆをひそめて、

「……また急に話が飛んだな」

「飛んでいません」

　エイミイは窓を閉しめるとクラウスたちに目をやり──

　言った。

「ハリ湖は、たった一本の封印樹の、枝ではなく幹みきが朽ちたことによって生まれた淵海孔アビスゲートの跡あとなんですから」

　その言葉が。

　一体何を意味するのか。

　クラウスの頭は一いつ瞬しゆん理り解かいできなくて。

「……おい……」

　かわりに、かすれた声を漏もらしたのはルグナード。

　かまわずにエイミイは先を続ける。

「普通、淵海孔アビスゲートからは半分魚で半分人のような淵アよビりス来フるオもーのムたちが出てきますが、古い文献によると、それとはあからさまに形の違う異形が頻ひん繁ぱんに出現した時期があったそうです。

　当時の人たちは魚人の異形をゾエア、それ以外の、形も能のう力りよくもまちまちな異形たちをメガロパと呼よびました。

　──呼こ称しように関しては他の表記も散見していて、諸しよ説せつあるのですが、それはともかく。

　メガロパの頻出が何かの前ぜん兆ちようだったのか。他に理由があったのか。あるいは単なる偶ぐう然ぜんか。今となってはわかりませんが──

　やがて『リリシェイドの惨さん劇げき』と呼ばれる事じ件けんが起きました」

「リリシェイド……って……昔話に出てくる……？」

　あまりにも現実味のない話について行けぬまま、クラウスは聞き覚えのある名前に反はん応のうしてつぶやいた。

　──昔、リリシェイドという大きな国があって──

　といった語り出しの昔話は多い。クラウスも小さな時、祖そ父ふからそんな話をいくつか聞かされたことがあった。

　エイミイは、窓の桟さんに肩かたをあずけてうなずいて、

「ええ。

　王国は広大な領りよう土どを誇ほこっていましたが、出現した巨きよ大だいな淵海孔アビスゲートは、時の王、デュゴー＝リリシェイドとともに、その王都を呑のみ込こみました。

　規き模ぼが規模だけに、いくつもの周辺都市や町村も沈しずみ、諸もろ共ともに呑まれた人の数は数十万数百万に及およんだとも言われています。

　王と都を失って国土は分ぶん裂れつ。

　周辺の封印樹の枝による封印も、失った面積があまりにも多く、時間がかかったため、周辺には数年に亘わたって淵アよビりス来フるオもーのムが出現し続けたといいます。

　当たり前ですが、この規模の淵海孔アビスゲートが出現した場合、逃のがれようはありません」

　ぐらりっ、と。

　一瞬、クラウスは、足あし下もとが大きく揺ゆれたような錯さつ覚かくを起こす。

　自分たちの拠よって立つ大地が、枯かれ葉はの船に化けたような気がした。

　普通規模の淵海孔アビスゲートなら、上にいた者はたまたま運が悪かった、と、他ひ人と事ごとのように考えて済すませることもできるだろう。

　だが。

　エイミイの言ったような規模のものが出現するとしたら？

　もはや運の問題ではない。

　自分たちは。

　そんな不ふ確たしかな世界の上で生きているのだ。

　頭が混こん乱らんする。

　クラウスの脳のう裏りに思い浮うかぶのは、幼おさない頃、目の前で、自分の暮くらしていた村が淵海孔アビスゲートに呑まれた光景。

　祖母も父も母も弟も。友人も、いつもケンカをしていたガキ大だい将しようも、ちょっと気になっていた女の子も、近所の子こ供ども好きなおばさんも、いろんな昔話を知っていた長老も。

　みんな。

　呑まれて。

　消えた。

　そのあと自分は何かを見た。

　いや、何かを見たような気がする。

　それが一体何だったのか──クラウスは覚えていない。

　時折見る悪あく夢むと現げん実じつがごちゃまぜになっているのかもしれないが、クラウスの記き憶おくでは、お使いか何かで村を出て、そのすぐ後ろで村が淵海孔アビスゲートに呑み込まれ。

　現げん実じつ味みが全く湧わかず、水みず辺べに近ちか寄より、水の中を覗のぞき込んだ……ような気がする。

　そこでふつりと記憶が消えて、次に続くのは、うやむやのうちにルグナードと一いつ緒しよに旅をしている想おもい出だった。

　村を出て流れの傭よう兵へいをやっていたルグナードは、その時たまたま近くに来ており、故こ郷きようが淵海孔アビスゲートに呑まれたと聞いて駆かけつけたところ、そばの森に隠かくれて一人震ふるえる、当時はまだ子供だったクラウスを見つけた──と、聞いたことがある。

　だがクラウスの記憶では、そこの部分がぽっかりと抜ぬけ落ちていた。

　消えた記憶のその中で、自分が何を見て何を聞いたのか。

　エイミイの話を聞くうちに、ふとそれを思い出しそうになる。

　記憶の底から昇のぼり来るあぶくのように、それはクラウスの意い識しきの上へと向かって浮かび上がり──

　思い出さなければならない。

　思い出したくない。

　二つの意識がせめぎ合い──

「人はそれほど強くありません」

　エイミイが続けた言葉に、記憶のあぶくがはじけて消える。

　あとはただ──底さえ見えぬ無意識の淵。

　彼女は続ける。

「自分たちの立つ世界はこれほどまでに脆もろいのだと。崩くずれる時は刹せつ那ななのだと。

　その認にん識しきを持ち続けて生きてゆくことなどできません。

　ですから人々は、その事件を忘わすれようとつとめました。

　言い伝えることをやめ、記録を消して。

　ゆえに今こん日にち、事実は、ごく一部の古い文ぶん献けんと、古い物語の中に断だん片ぺん的に残るのみとなっています。

　ハリ湖も、今では底を封ふう印いん樹じゆの枝えだで塞ふさがれ、かつて海水だった水も浄じよう化かされて真水になっています。

　だから皆みなさんが知らないのも無理はないんですが。

　問題は。

　メガロパ級の淵アよビりス来フるオもーのムが数匹出現したという事実です。

　しかも、人の言葉を操あやつれるほどの知能を持った個こ体たいまで。

　過か去この記録において、これが頻ひん出しゆつした後に、『リリシェイドの惨さん劇げき』が起きたことを考えると──

　最悪の場合、そう遠くないうちに同規き模ぼのことが起こるか、『乗客パツセンジヤー』がそれを引き起こす手しゆ段だんを手に入れてしまう、という可か能のう性せいも否ひ定ていはできません。

　これを、世界の存そん亡ぼうがかかっていると言わずして何と言えと？」

　問いかけに、三人は何も答えない。答えられない。

　ハリ湖と同じ大きさの──向こう岸さえ見えない淵海孔アビスゲート。

　あまりにも規模が大きすぎて、クラウスにはどうにも実感が湧わかないが、そんなものがいくつも現れれば、世界の存亡という表現が決して大げさではないとはわかる。

　だが、人にそんなことができるのか？

　刹那浮かんだその疑ぎ問もんを、クラウスは、小さく左右に頭かぶりを振ふってうち払はらう。

　信じられない、などという寝ね言ごとはもう通じない。

　もうすでに、人が淵海孔アビスゲートを生み出すという信じられないことが起こっている。最悪の可能性を否定するのは意味がない。

　最悪の可能性を踏ふまえた上で、それをどう防ふせぐのかを考える必要があった。

「──なら──どうすればいい」

　クラウスの問いかけに、エイミイは一瞬口をつぐんでから、

「──私もそれをいろいろ考えてはいたんですが──

　正直に言わせてもらうと、与あたえられた役目を、最さい大だい限げんの努力をもって全うするしかありませんね」

「無む策さくに近くないかそれ？」

　思わず非ひ難なん口調になった彼に、エイミイは静かな視し線せんを向けて、

「では、他に有効な手段は？」

　返されて彼は口ごもる。

　もちろん、淵海孔アビスゲートを封じる方法などというものを知るはずもないし、『乗客パツセンジヤー』の正体に心当たりも──

「……あ……」

　つぶやいて考える。

　言おうか、言うまいか。

「クラウス」

　その迷まよいを見て取ってか、ルグナードが口をはさんだ。

「気になることがあるなら言っておけ。思い過ごしなら謝あやまれば済すむ。

　しかしもしそれが重要なことだったなら、言わずにおくと、後々になってから、あの時言っておけば、と後こう悔かいすることになる」

「──女が──」

　うながされ、口を開く。

「女が、いた。

　アリサが歌っていた時だ。店の外にいて、オレは、一人の女に出会った。

　名前はもちろん、暗かったから顔もわからないが、濃こい色の……灰はい色いろだと思うが、ローブとフードを着て……すれ違ちがった時、潮しおのにおいがした──」

　聞いていた皆の表情がわずかに引きしまる。

　彼は続けた。

「気になってあとを追いかけたんだが、出るのが遅おくれたせいで見失った。

　直後、走っていく赤い馬車を見た。

　そしてそのあと。

　町に淵海孔アビスゲートが出た。

　──においは気のせいかもしれないし、赤い馬車にその女が乗ってるって確かく証しようもない。

　根こん拠きよなんて無いに等しい直感だが──

　あれが。

　あいつらが『乗客パツセンジヤー』だ」

「確かに根拠は薄うすいが──」

　ルグナードがあとに続ける。

「こと、海のことに関しては、クラウスのカンはよく当たる。そのことだけは俺も保証する」

「……………………」

　エイミイはしばし考えてから、

「理論的とは言えませんし、根拠も乏とぼしい──とは思いますけれど、他に手がかりがないことも事実です。

　定期連れん絡らくの時に、念のための調査を頼たのんでおきます。

　──他に何か、気づいたことなどはありますか？」

　問いかけてしばし待ち、エイミイは、返事がないのを確かめうなずくと、部屋の隅すみに積まれた荷物に歩み寄り、

「ではこの話はひとまずここまで。

　今から、各種サンプルの採取に向かいますので同行と運うん搬ぱん協力を願います。主な採取目標は、時間経けい過か毎ごとの淵海孔アビスゲートの水、そして淵アよビりス来フるオもーのム遺い体たいです」

『。』

　異い形ぎようの遺体の採取と言われ、さすがに呻うめくクラウスたち。その空気を察してか、エイミイは一同に向きなおり、

「気味悪く思うかもしれませんが、相手を知ることは必要です。うまくすればそこから何がしかの対抗策を見つけることもできるかもしれないんですから。

　そういった意味でも、できるだけ新しん鮮せんな淵アよビりス来フるオもーのム遺体は、貴き重ちようなサンプルとなります。ご理解してもらえますよね」

「『新鮮』って言ったよこの人……」

「う、うむ、しかし仕事ではあるからな……」

「あ。でも町はまだ混こん乱らんしてて危あぶないから、いざって時のために身軽なままで護ご衛えいする係って要いるでしょ。あたしその役」

「ちょっと待てアリサ！　何勝手に決めてるんだよ！」

「力仕事は男の役目でしょ！」

「お前、いつも馬ば鹿かでっかい武ぶ器き振り回してるくせに、こんな時だけ非ひ力りきって言われても説得力ねえよ！」

「……宿の人間に絶ぜつ対たい見とがめられるだろうな……」

「ぶつぶつ言っていないで！　早くしてください！」

　採取道具の入った大きなカバンを左右の肩かたに二つ三つずつかけながら、エイミイはもめる三人を一いつ喝かつすると、颯さつ爽そうとした足取りで、ドアから出ていく。

　三人は、一瞬だけ目を合わせると、全く同時に肩をすくめて、エイミイのあとを追ったのだった。



　世界を夜の雨が濡ぬらす。

　星と月とを雲が覆おおい、雨降ふる夜は──実は満月の夜より明るい。

　地面に混ざった魔力素マナチツプが、雨という真水に反はん応のうし、薄い光を地上全体に浮かび上がらせるのだ。

　もしも彼方かなたから眺ながめれば、黒くわだかまる巨きよ大だいなハリ湖の沿えん岸がん一帯は、淡あわい燐りん光こうに包まれて見えるだろう。

　燐光の上に所々ある黒い部分は、木々であったり、人の住まう建物の密みつ集しゆうした所であったり。

　そして。

　ハリ湖のほとりから少し離はなれた内陸に、大きな光の塊かたまりがある。

　シャローム王国現国王、リオネイア＝ルイス＝シャロームの居きよ城じよう、エイオン城。

　──世界を支ささえる大地たる封印樹は、普通は地面に出た時点で、朽くちて平らになり、あるいは土、あるいは硬こう化かして石、はたまた魔力素マナチツプと化して、地上に生きるものたちを育はぐくむための大地となる。

　だが時折、そうはならないことがある。

　根付いた海底の土ど壌じようによるのか、あるいは他の要因か。さまざまな鉱こう物ぶつを多分に含ふくんで山と隆りゆう起きし、鉱山ならぬ鉱樹として資し源げん採さい掘くつの場となるもの。そして、白光石と呼ばれる、魔力素マナチツプに似にた性質と石の硬かたさを持った物質に変化するもの。

　このエイオン城は、地上に現れた白光石の巨岩を削けずって造つくり上げられたものだった。

　ゆえにこんな雨の夜には、城しろ全体が光を放ち、闇に偉い容ようを浮かび上がらせる。

　今。

　その城内の広間では宴うたげが開かれていた。

　湯気を立てるスープに、竈かまどから取り出されたばかりの肉。パリパリの生地にジューシーな具を包み込んだ何種類ものパイに、朝あさ露つゆのように新しん鮮せんなサラダ。何種類もの銘めい酒しゆ美酒が杯カツプに惜おしげもなく注がれ、飲み干ほされ、少しでも冷えた料理、張はりをなくしたサラダは引き上げられて、かわりのものが用意される。

　日々の食事にも事欠く者たちから見れば、うらやましいを通り越こして怒いかりすら湧くかもしれないが、場合が場合だけに仕方あるまい。

　シャローム王国諸しよ侯こう会かい談だん。

　年に一度、王国内の領主が一堂に会して、さまざまな議題が語られる。

　税ぜい金きんのこと、領地の線引き、ハリ湖の漁ぎよ業ぎよう権けん。

　建前上は王の罷ひ免めんと新王の選出も可能ということになってはいるが、通らなければ自分の首が飛ぶような議題を持ち出す者はそういない。

　諸侯のエゴと利権がからみ合う、胃いの痛いたくなる話し合いは陽のあるうちにひと区切りついて、今は会談後の夕食会。

　準じゆん備びをするのはもちろん主しゆ催さい者しやたる国王だが、ここで気の抜けたもてなしをすれば、諸侯から物笑いの種になる。

　壁には重じゆう厚こうなタペストリ。床ゆかには毛足の深いじゅうたん。──じゅうたんは、飲み食いでこぼれたソースや酒やらで、すぐにダメになってしまうのだが、そこを惜しむわけにもいかない。

　広間の隅では楽がく師したちが曲を奏かなでているが、音楽に耳を傾かたむける者はいない。

　真ん中には料理の並ならんだ大きなテーブルがあり、食事がはじまった時点では全員がきちんと席についていたが、すぐにそれぞれ思い思いに席を立ち、まわりにいくつも並んだ小さなテーブルに分かれて話をしている。

　談笑──とは言えないだろう。世間話や馬ば鹿か話ももちろん飛び交かうが、そこはさまざまな根回しの場でもあるのだ。

　腹はらのさぐり合い。世辞追つい従しよう。全員の前では語れぬ話や裏取引。この場をうまく立ち回れるかどうかで、後々大きなプラスやマイナスが生まれる事もある。

　まっすぐな人間なら間違いなく胃を痛めそうなそんな場所に。

　クラウスたちの雇やとい主、ターシュ領主のバラハム＝ターシュはいた。

「しかし皆みなさんには勉強させられることばかりです」

「いやいや。ターシュ侯殿どのも、その若わかさで実にしっかりしておられる。これは将しよう来らいが楽しみです」

　バラハムの社交辞令に世辞を返したのは、四十がらみの細身の男。今は笑顔を浮かべてはいるが、真顔になればその眼がん光こうが鋭するどいことをバラハムは知っている。

　フォスタレオス＝トルマレード。ターシュ領に隣りん接せつするトルマレード領の領主で、領地の境きよう界かい線の問題で幾いく度どかごたついたこともあったが、今現在は少なくとも表面上、平和な関係を保たもっている。

「──しかし何ですな。我わが方とそちらとは、過去に領土の問題でいがみ合ったこともありましたが──」

　トルマレード侯はビロードのイスに深々と身を沈め、ワインのカップを右手で弄もてあそびながら、

「今にして思えば、小さなことでもめたものでしたな」

「……領地の境目に住む者には大問題だったんでしょうけれどね。どちらに税金をおさめていいのかわからない」

　相手が何を言い出すつもりなのか見当がつかず、とりあえずバラハムは冗じよう談だんめかして答える。

　トルマレード侯は小さな小さな吐と息いきをついて、

「我々に限らず、人は土地のことで争って──けれども淵海孔アビスゲートが一つ出現するだけで、その土地そのものがいともたやすく消えて無くなる」

「──ああ──」

　バラハムは思い出す。最近の淵海孔アビスゲートの頻ひん出しゆつが、彼の領内に限ったことではなかったと。

　隣のトルマレード領でも被ひ害がいが出た、との噂うわさは時折耳にする。

　──それは『乗客パツセンジヤー』が広範はん囲いに亘わたって活動していることを示しめしていたが、無論この場でそのことを語るつもりはない。

　掴つかんでいることを正直に話せば、調査・研究を任まかせるという名目でさまざまな干かん渉しようと負ふ担たんを増ふやされて、あげく結果が出なければ責せき任にんを問われ、へたをすれば痛くもない腹を探さぐられることもあるだろう。

　もちろん、本来ならこんな大事じ件けんを政せい争そうのかけひきに使うのは論ろん外がいなのだが、政治屋の中には、事件はいつか丸くおさまるという根こん拠きよのない思い込みのもと、事件を政争の具に使う者は掃はいて捨すてるほどいる。

　場合によっては、権力闘とう争そうの口実とするため、調査・研究の足を引っ張るなどという馬鹿をやらかす者も出てくるだろう。

　そういう事態を避さけるため、バラハムも、そ知らぬふりをするしかないのだが。

「──当方もですが、そちらでも被害が出ていると小耳にはさんでおります。

　愚ぐ痴ちったところでどうしようもないとはわかっていますが、頭の痛い話です。

　これが神の御み心こころなら、何かの深いお考えあってのことなのでしょうが、万一にも邪じや神しんの力が強まっているなら……」

「──おいおい。物ぶつ騒そうな話をしておるな」

　横から響ひびいた聞き覚えのある声に、二人は席を立ってふり向いた。

　歩み来るのは、たくわえたヒゲと太い眉まゆが目立つ、四十手前の男だった。

　がっしりとした体格に、羽は織おるのは、金糸で縁ふちを縫ぬい取った蒼あおいマント。銀の略りやく冠かんの中央には、小さな青い宝ほう石せき一つ。

　気さくな笑みを浮かべているのは、シャローム王国現国王、リオネイア＝ルイス＝シャロームその人である。

　手を挙げて、二人の礼をおしとどめ、

「よい。今は無礼講こうだ」

　言うとそばのイスに腰を下ろし、立ったままの二人にも着席をうながしてから、

「確かに最近多いな。しかも妙に町の中に当たりおる。

　儂わしも、取引していた商人の一人が呑のまれてな。さすがにこうなると他ひ人と事ごととばかり言っておれんのだが、こればかりはな」

「全くです。相手が賊ぞくのたぐいなら兵をさし向けて討とう伐ばつすれば済すむことですが、まさか海の底に兵を送り込んで邪神を討伐するわけにもいきませんし」

　バラハムはそらっとぼけて言う。

「しかし困こまったものではありますな」

　トルマレード侯もため息混まじりに、

「こうも度たび々たびでは民たみも不安がりますし、あらぬ流りゆう言げん飛ひ語ごも飛び交いますからな。

　実じつ際さい、小耳にはさんだところによると、人の身ながら邪神を奉ほうじる者が暗あん躍やくしているだの、淵アよビりス来フるオもーのムが人の姿すがたに化けて海を呼んでいるだの、果ては邪神の復ふつ活かつする予よ兆ちようだとか、神オーランがお怒いかりなのだ、といった噂も流れているとかいないとか」

「ほう。神の怒りとまで。一体何にお怒りなのやら」

　王の苦笑にトルマレード侯も苦笑で、

「所しよ詮せんは市し井せいの噂、たわごとに過ぎんのでしょうが、不安がひろがっていることだけは事実ですからな。

　根も葉もない噂に踊おどらされておかしなことをしでかす者がいないか、という懸け念ねんはありますな。

　他の領地での状じよう況きようがよくわからぬゆえ、特に諸侯会談では議題にはしませんでしたが」

「なるほどな。

　確かに、民の過か敏びん反はん応のうは気になる所だが──ターシュ侯の方ではいかがかな？」

　シャローム王に話を振られ、バラハムはしばし考えて、

「そうですね……私の領地でも不安がひろがっているとは思います。

　けれど、神や邪神の関かかわる話となると、どう手を打ったものか。

　教会に協力を要よう請せいして人心を落ち着かせる、という方法もありますが、それでも淵海孔アビスゲートの出現が続けばどうなることやら……」

「ふぅむ」

　王は片手であごひげをいじりながら思案顔で、

「淵海孔アビスゲートが出てこなくなる方法でもあれば話は早いのだが、さすがにそう都合の良いものはあるまい」

「確かにこればかりは……」

　バラハムが肩をすくめてみせれば、トルマレード侯もうなずいて、

「それこそ市井の噂のように、邪教の一いち団だんなどといったわかりやすい首しゆ謀ぼう者しやがおれば、兵を派は遣けんして一いち網もう打だ尽じんにすれば済む話なのですが」

「はは。それなら確かに話が早くて助かるな。しかし──」

　王がそこで言葉を切ったのは、側近らしき男がこわばった表情で、彼の方にやって来たことに気がついたゆえ。

「陛へい下か。お話中失礼します」

　側近が耳元に何やら耳打ちをすると、シャローム王は表情を曇くもらせて、

「──すまんがつまらぬ用ができた。失礼する」

　言うと席から立ち上がり、側近を伴ともなって去ってゆく。

　残されたバラハムとトルマレード侯は視し線せんを交わし──

「──何があったのでしょうな」

「……さて……？」

　身を乗り出し、声をひそめて言葉を交わす。

「まあ……今は正式な会談中でもありませんし、案外本当につまらないことなのかもしれませんが」

　バラハムが言えば、トルマレード侯は冗談めかして、

「奥おく方がたに浮うわ気きがバレた、とか？」

　二人はしばし声を殺して笑ってから、

「しかし市井の噂とはいえ、神がお怒りだ、というのは、放置しておいて良いものかどうか、少々悩なやんでおります」

　真顔に戻もどったトルマレード侯の言葉に、バラハムは興きよう味みを引かれ、

「ほう……それはまた、どういったわけで？」

　問えば、トルマレード侯はあたりを見回すと、

「神の怒りで淵海孔アビスゲートが現れるなら、それはすなわち、地上に暮くらす人間に対する怒り。さらに言うなら──

　人を支し配はいする王への怒り、ということなのですからな──」

　声をひそめてそう言ったのだった。



　町を灰はい色いろの影かげが行く。

　フードを深くかぶった顔を伏ふせ、先を急ぐように足早で。

　まわりにも他に人はいる。しかし、濃こい灰色のローブとフードという、よくある防寒着姿の人間にとりたてて注意を払う者はいない。

　影は人の流れにまぎれて通りを曲がり、細い路地に入るとさらに足を早める。最後は半ば駆け足で、通りを駆けて先には、一台の赤い馬車。

「……っ……！」

　声にならない呻うめきを漏もらし、ローブの男は足を止めた。

　建物と建物とに囲まれた、人通りのない小さな空き地。そこには一台の赤い馬車と──そばに佇たたずむ一人の男。

　三十の半ばほどだろうか。赤い髪かみに赤いひげ。その身を幾いく重えにも纏まとう赤いマント。

　見るからに傭よう兵へい然とした男の視線は、灰のローブに向けられていた。

　町の中で灰色のローブを尾つけ回していた相手だった。

「な……なんで追いかけてくるんです……」

「お前こそ、なぜ逃にげ回る？」

　わずかにかすれたローブの声に、赤毛の男──ルグナードはこともなげに問い返す。

「そ……そっちが追って来るからですよ……！」

「なるほど。

　実は少し聞きたいことがあるのだが。

　今から十五日ほど前、オラトーエという町にいなかったか？」

「な……何の話です……？」

　男が言ったその時。

　むずかるような赤ん坊ぼうの泣き声は、馬車の中から響ひびいて来た。

　その泣き声に混じって。

『あ……あなた……どうかなさったんですか』

　不安げな女の声が、窓まどにカーテンを下ろしたままの馬車の中からかかる。

「な……なんでもない！　きみはそこにいなさい！」

　ローブの男はそう言うと、ルグナードに向き直り、

「何の話か知らないが、名前を知ってはいるが、その町には行ったことがない！」

「──違ちがうな──」

　新たな声にローブの男がふり向けば、そこには傭よう兵へいらしきいでたちをした銀ぎん髪ぱつの青年。

　青年──クラウスはルグナードに向かって、

「これは、違う」

　馬車の中から聞こえた女の声は、クラウスが知る相手のものではなかったのだ。

「そうか──」

　ルグナードは小さく肩をすくめると、ローブの男に、

「仕事である人間を捜さがしていてな。そんなつもりはなかったが、どうやら不安がらせたようだな。悪く思わんでくれ」

　言うとクラウスとともにきびすを返すとその場を立ち去る。

　路地を行く二人の後ろでは、まだ泣きやまぬ赤ん坊の声。

「……赤ちゃんが泣いてるぞルグナード」

「うむ……さすがに少々気まずいな……しかしな、赤い馬車、というだけで相手を捜し出すのは、さすがに無理がないか？」

「無理は承しよう知ちの上だろう？　他に手がかりはない」

　と、クラウス。

　彼がもたらした、『乗客パツセンジヤー』は赤い馬車に乗っている──かもしれない、という話はエイミイを通してフォックスに伝えられ、似にた特とく徴ちようを持つ馬車の情じよう報ほうは、時折クラウスたちにもたらされる。

　もちろんフォックスもヒマではないはずだが──それでも調べてくれるのは、他に手がかりらしい手がかりが掴つかめていない、ということでもあるのだろう。

　天てん蓋がい付きの馬車などというものは、普ふ通つうの市民がそうそう持っているものではない。当然数は限られているし、その中でさらに赤い色となれば、なおのこと数は絞しぼられる。

　しかしそれでも何十台か何百台か。

　領地や国境を越えて、となれば、何千の数になるだろう。

　それらすべてを調べるには、どれほどの手間がかかるのか。

　考えると気が遠くなる。

　部屋を取った宿へと引き返し、玄げん関かんをくぐったそのとたん。

「お帰り。待ってたよ」

「話があります」

　アリサとエイミイが待ちかまえていた。

　どうやら、何かの動きがあったらしい。

　部屋の中へと連れて行かれ、ドアを閉しめてカギをかけ、

「情じよう報ほう調ちよう査さ部ぶ……この呼び方も人前ではあまりしない方がいいかもしれませんね。フォックスさんたちから報告がありました。

　ロターオの町で淵海孔アビスゲートが出現し、そこで、赤い馬車が目もく撃げきされたようです」

　開口一番にエイミイは言った。

「──どっちに行ったかわかるのか!?」

　勢いきおい込んで問うクラウス。

　ロターオの町の名前はクラウスも聞いたことがある。ここからそう遠くないはずだ。

　だが。

「聞いてはいるんですが……」

　部屋のベッドに腰こしを下ろしながら、エイミイは歯切れの悪い口ぶりで、

「町を出て西の街かい道どうへ向かったらしい、と……」

「西……か……」

　ルグナードのつぶやきに、わずかに潜ひそむ懸け念ねんの色に、

「何かマズいことでもあるのか？」

　クラウスが問えば、

「ロターオから西は、トルマレードの領内だ」

　言われてみればその通り。

　が、クラウスとアリサは視線を交かわし、

『……それが？』

　と異い口く同音に重ねて尋たずねる。

「……このターシュ領と隣りん領りようのトルマレードは、領地などの問題で、過去に何度かいさかいを起こしています」

　語るのはベッドに腰かけたままのエイミイ。

　そういえばクラウスも、前にそんな話を聞いたこともあるような気がする。壁を背にして佇たたずんだまま、黙だまって耳を傾ける。

「最近は落ち着いていますが、これを円満な関係になったと見るか、たまたま今は争っていないだけと見るかは意見の分かれる所です。

　ともあれ何かがあった時、ターシュ領内なら便べん宜ぎも計らってもらえるでしょうが、トルマレード領では期待できません。

　さまざまな調査を行う場合、運が悪ければ間かん諜ちようと誤ご解かいされることも考えられます。

　いずれにしても、慎しん重ちような行動が求められます」

「要は変に目立ったり、トラブルを起こしたりしなきゃいいだけの話だろ？」

「『だけ』では済まんかもしれんぞ」

　軽く言い放ったクラウスに、ルグナードは眉み間けんにシワを寄せ、

「相手の正体はいまだ掴めん。が、個人ではなくそれなりの規模の組そ織しきだということは確かだろう。

　後ろ盾だてのないよその領地では、我われ々われのみで組織に対抗することになる。

　フォックスたちの動きも制せい限げんされようし、大規模な援えん軍ぐんなど論外。

　もし連中の本ほん拠きよがトルマレード領内にあるのなら、我々は相手の庭に入ってゆくことになる」

「なるほど……それはヤだな……」

　説明にアリサは眉まゆをひそめる。

「だからって。

　何もやらない、っていうのはナシだろ」

　しかしクラウスは迷まよわずに、

「何も考えずに無策で突つっ込むのはバカだろうけどよ。

　ヤバいかもしれない、って何もしないんじゃあ意味はない。

　なら、やるしかない。違うか？」

　言って見回せば、ルグナードは小さく苦く笑しようして、

「……わかりやすい理り屈くつだな」

「悪いか？」

「いや。往々にして、わかりやすい理屈は正解となる。たぶん今がそれだな。

　ただし、あくまで行動は慎重にな」

「ああ。わかってる。

　──なら、早速出発ってことでいいな。ぐずぐずしてたら逃げられる」

　呼びかけに、全員は同時にうなずいたのだった。



    

  
    
      



　空が茜あかねから藍あいの色へと移うつり変われば、町には灯あかりが目立ちはじめる。

　時を追うにつれて、道行く人々の数は減へってゆき、裏通りにはもはやほとんど人影はない。

　だんだんと夜に沈み行く町の中を、クラウスたちは足早に歩いてゆく。

　トルマレード領内、サーナスの町。

　別の領内──といっても、見た目に大きな変化があるわけではない。

　気候や風土もターシュ領とほぼ同じ。治安状況も似たようなもの。当然、建物や町のつくりも似たようなもの。

　神オーランの教えをひろめる教会があり、宿屋があって商店があり、富ふ豪ごうの屋や敷しきは大きくて、庶しよ民みんの家はそれなりで。

　ここに至いたる街かい道どうの途と中ちゆうに、領土問題でもめていた時代の名残なごり、大きな石いし造づくりのアーチが石積みのすき間から雑ざつ草そうを生やしていたが、別の領地だと実感させるものといったらせいぜいその程てい度ど。

　しばらく前。

　ロターオの町での淵海孔アビスゲート出しゆつ現げんと、赤い馬車の目もく撃げき情報を受け、一行はすぐさま馬車を御ぎよ者しやごとチャーターして出発。

　途中の町で、フォックスの仲間とおぼしき男から追加の情報を受け、それを頼たよりにこの町へとたどり着いたのだった。

　町を入った大通りぞいの店で少し聞き込めば、今日、この町に赤い馬車がやって来たことはすぐにわかった。

　問題は、馬車が今どこにいるか。

　それが本当に『乗客パツセンジヤー』なのか。

　クラウスたちがここに着いたのが今日の夕ゆう刻こく。宿に部屋を取り荷物を置いて、いろいろ聞き込んだところ、馬車がまだ町を出ていない可か能のう性せいは高そうだった。

　しかし聞き込みを続けようにも、さすがにこの時刻になると、開いている店は限られてくる。

　とりあえず、目に付いた、馬車を受け入れてくれそうな宿へと入り、

「──親父おやじ、少し聞きたいのだが──」

　代表してルグナードが、宿の主人に問いかける。

「連れが先にこの町に入って宿を取ってくれているはずなのだが、赤い馬車に乗った、ロックスという男、こちらに泊とまってはいないか？」

　でたらめな名前を挙げて問いかければ、宿の親父、と呼ぶのには、きっちりとした身なりの主人は礼をして、

「あいにくそのような方はお泊まりではありません」

　即そく答とうに、ルグナードは一瞬思案顔をして、

「……ふむ……別の者の名前で泊まっているかもな。では、ジェイクかカテリーヌの名前では？」

「失礼ながら、本日当方には赤い馬車をお使いのお客様はおられません」

　赤い馬車の居い場ば所しよはここではないらしい。

　ルグナードは困こまった顔で頭を掻かきながら、

「ここではないか……あいつらどこに宿を取った……

　済まんがこの町で、他に、馬車の世話も頼める宿があったら場所を教えてくれると助かるのだが──」

　答えを聞いて礼を述のべると宿を出る。

　この宿も外れだった。

　空にはもう一面の星。

「なら次だな」

　言って歩き出すクラウスの声に、疲つかれの色は微み塵じんもない。

　だが、そうでない者もいた。

「まあ待てクラウス。

　エイミイ殿どのはずいぶん疲つかれているようだが」

　はりきるクラウスに、ルグナードが待ったをかけた。

　一同は、この町に着くと宿に部屋を取り、荷物をほうり込むなり、休む間もなく聞き込みをはじめている。

　その間、エイミイはほとんど無言で足取りも重い。

　あきらかに疲れの色がにじんでいる。

「馬車の中でちゃんと仮か眠みんは取ったのか？」

　問えば彼女はげんなりと、

「取れませんでした……あんなに揺ゆれる中でみなさんよく眠ねむれますね……」

　前の町で馬車を借りてここまで来たのだが、『乗客パツセンジヤー』たちとの差を縮ちぢめるべく速さの出る馬も車のを選んだ。

　街道といっても舗ほ装そうもされていない道。スピードを出して突っ走れば、力を抜くと奥おく歯ばが鳴りっ放しの乗り心地ごこちを味わうことになる。

　そんな中、クラウスにアリサ、ルグナードは、体力を温存すべく、座すわったままで仮眠を取った。

　どんな場所ででも仮眠が取れるのは傭よう兵へいのたしなみだが、学者のエイミイにそんな芸当ができるはずもなく。

　見るからに疲れがにじんでいる。

「なら先に、宿に戻もどって休んだ方が良くないか？」

　クラウスの提てい案あんに、けれど彼女は左右に首を振り、

「いえ、もう少しご一いつ緒しよさせてもらいます。

　もしここに連中が来ているのなら、なんとしてでも見つけだして捕つかまえなければなりませんし」

「それならオレたちだけで十分さ」

　クラウスは不ふ敵てきな笑えみを浮うかべてみせる。

　──というより、もし荒あら事ごとになった場合、エイミイが何かの役に立つとは思えない。へたをすれば人質に取られる危き険けんもある。

　おそらくそれは彼女自身にもわかっているだろうが──

「何をおっしゃっているんですか！」

　しかしエイミイは、なぜかまなじり吊つり上げて、

「もしも相手を捕まえたら、すぐさま尋じん問もんを開始する必要があります！　基き礎そ理論はどうなっているのか、術じゆつ式しきはどんなふうなのか、触しよく媒ばいとする薬品はあるのか、あるならどんな薬品か、好きな薬品は何なのか……！」

「相手の背はい後ご関係は？」

　目を輝かがやかせつつ語るエイミイに、静かに突っ込むルグナード。対する彼女はきっぱりと、

「そんなものはあとでみなさんが聞いてくださいっ！」

　断だん言げんに、三人は一瞬引いて。アリサがおずおずと、

「け……けど、捕まえた相手にいろいろ聞くにしたって、途中でエイミイさんが力つきちゃったら意味ないでしょ？　それなら体力を温存……」

「研究用の体力は別口です！　知の探たん求きゆうのためなら二日三日徹てつ夜やで語り続けたところで何の問題もありませんっ！」

　断言に、三人はちらりと視線をかわし、

「美お味いしいものは別べつ腹ばら、みたいなもんかなぁ……？」

「さあ……」

「確実に言えるのは、研究の話になった途と端たん、本当に元気になっているということだな」

　ルグナードは親指の先で、自分のあごひげを小さく掻かくと、

「ならとりあえずこのまま行くが、無理はするな。ここにいる相手が本命とは限らんのだからな。無理をして体調を崩せばあとあと差し支えも出る。

　限界が来たら必ずそう言ってくれ」

「……ええ……わかりました……」

「もうテンション落ちたっ!?」

「切り替かわり早いなぁ……」

　あまりの落差にあきれるクラウスとアリサ。

　とはいえ次の聞き込み場所まで、この低いテンションでついて来られるのも少し気が滅入る。

「聞くがエイミイ殿、今までの研究で何かわかったことはあるか？」

　多少でも元気づけようとしてだろう。ルグナードが話を振ったそのとたん。

「──当然ですが淵海孔アビスゲートを出現させるということは、封印樹の枝の一本を人じん為い的に朽くちさせて陥かん没ぼつさせることを意味します。

　ならどこが枝と枝との境きよう界かいなのか、それを探ることが第一歩となるはずですが、仮かりに精せい密みつな地質調査を──」

「いや待て。待ってくれ言い方が悪かった」

　滔とう々とうと語りはじめられて、ルグナードはあわてて待ったをかけると、

「わかったことの中から、連中のやりくちや狙ねらう場所など、場所や時間などのパターンを絞しぼれそうなものはないか、という意味で聞いたんだ。

　俺たちにもわかりやすく、簡かん潔けつに頼む」

「パターンを絞れる、ですか」

　エイミイはわずかに考えてから、

「地図上で、ターシュ領りよう内ないで淵海孔アビスゲートが出現したポイントの規き則そく性せいを調べてみたこともありますが、これといった法則性を見いだすには至っていません。

　もっとも、町や街道から外れた地点に出現した淵海孔アビスゲートが調査から漏もれている可能性はありますが。

　個こ々この淵海孔アビスゲートに関しては、『乗客パツセンジヤー』が、淵海孔アビスゲートの周りに当たる部分、大きな円を描えがいた上の何点か──おそらく六点で、何かの儀ぎ式しきめいたことをしたのは確かです」

「ちょ、ちょっと待て」

　説明にクラウスが色めき立つ。

「それはかなりの手がかりじゃないのか。いくつかの点がわかれば、残りの場所も大体予測できるってことだろ？」

　しかしエイミイは淡たん々たんと、

「いえ。実質上は役に立ちません。

　私たちが仮にポイントを一つ見つけたとしても、それだけを手がかりに、他のポイントを即そく座ざに割わり出すのは不可能です。

　自分が、見えない大きな円の縁ふちに立っていることがわかったとしても、それがどれほどの大きさで、どちらに向かってどうひろがっているのかもわかりませんから。

　それにもし、相手が複ふく数すうのチームで動いていた場合、同時に儀式にとりかかり、短時間で処しよ理りを済すませてしまいます。

　結果から言うと、路上に馬車を停とめて儀式めいたことをやっている連中がいないかを捜した方が早いでしょう」

「そうか……なら結局は足で捜すしか──」

　言いかけて。

　クラウスの動きが止まった。

「どうした？」

　ルグナードが問えば、クラウスはしばし沈ちん黙もくしてから、

「──わからない……」

「何それ」

　アリサの脱だつ力りよくした声にはかまわず、

「わからないんだが──今、何か、妙みような予感がした」

　以前、潮しおのにおいを嗅かいだような気がした直後、同じ町に淵海孔アビスゲートが現れた、という経けい験けんがクラウスにはあった。

　今回は別段、潮のにおいも何も感じはしなかったのだが──

　話をしている最中に、突然、猛もう烈れつに嫌いやな予感がしたのだ。

　もちろん何かの気のせいという可か能のう性せいは──

　──どんっ。

　その時起きた小さな地響きに、他の皆の視線がクラウスに集まった。

　今のは。

　もはや皆が体験したことのある音と揺れ。

　この町のどこかに淵海孔アビスゲートが現れたのだ。

「うそ……当たった……」

「……クラウス……お前だんだん海への感覚が鋭するどくなっていないか？」

「すごい能力ですね……こんど調査解かい剖ぼうさせてください」

　エイミイのセリフは冗じよう談だんだと思いたいが──

　遠くでわき起こる騒さわぎの気配からすると、淵海孔アビスゲートの出現自体は冗談でも思い違ちがいでもない。

　クラウスたちが宿を取ったのとは別方向のようである。

「エイミイ殿どのは宿へ！　クラウス！　アリサ！　行くぞ！」

「わかりました！」

「りょーかいっ！」

「……ルグナード、そういうキメゼリフはオレが……！」

　口々に言いながらも、四人は、三人と一人に別れて夜の町を駆けてゆく──



　潮のにおいは血のにおいにどこか似ている。

　クラウスは傭兵という仕事がら、血のにおいを知っている。だがたとえ血のにおいに慣なれることがあったとしても、潮のにおいに慣れることはないだろう。

　頭のどこか片かた隅すみで、そんなことを考えながら、クラウスは、アリサやルグナードとともに夜の町を駆ける。

「クラウス！」

　混こん乱らんの源みなもと──淵海孔アビスゲートが出たとおぼしき方に向かいつつ、ルグナードが声を上げる。

「アリサもだ！　今回は淵アよビりス来フるオもーのムたちにはかまうな！」

「な──！」

　指し示じにクラウスは一瞬絶ぜつ句くした。

　人に害がい為なす異い形ぎように、かまうな、と？

　しかし彼が問い返すより早く、ルグナードが先を続ける。

「今は『乗客パツセンジヤー』捜さがしに専せん念ねんするぞ！　連中を野放しにすればこんなことがまだ続く！　止めればここで終わりだ！」

　確かに──もともとはその目的でここに来たのだ。

　クラウスは軽く頭を振ると、自らの心を落ち着かせ、

「……向こうが突っかかって来たり、目の前で人があいつらに襲おそわれそうになってれば話は別だぞ」

「ああ。俺もさすがにその状じよう況きようでは、かまうな、とは言えん。

　──連中はロターオ方面からこの町に入ったはずだ。なら別の方からこの町を抜けると見た方がいいだろう。

　先回りができるかどうかはわからんが──こっちだ」

　言いつつルグナードは通りを曲がる。経験とカンによるものか、それとも聞き込みをするうちに、この町の構こう造ぞうを大体頭に入れていたのか。いずれにしてもクラウスもアリサも彼の指示に異論はない。

　大きな道には、混乱して逃にげようとする通行人や馬車がひしめいている。一行はその人波を強ごう引いんにかき分け横切り、人のあまりいない別の路地へと向かう。

　さらに駆けて通りを抜けて──

　抜け出たそこで、ルグナードの足が止まった。

『オヤオヤ』

　くぐもった、どこかで聞いたことのある声が一行の耳に届とどいた。

『ホントウニマタ出会ッタヨ』

　あたりの住民は隠かくれているのかもう逃げたのか。クラウスたちの他にいるのは、少し離はなれて、通りのまん中に佇たたずむ影かげが一つだけ。

　鎧よろい騎き士しを想おもわせる、ぬらつく青黒い姿すがた。

　それは以前、オラトーエの町で一度出会った相手。たしかエイミイの話によれば、メガロパと分類される淵アよビりス来フるオもーのム。

　前に会った時には、なぜかクラウスたちとの戦いを避さけ、その意図を問うクラウスに、また会う機会があれば話すと言い残して立ち去った相手。

　──口ぶりからすると、そう言った異形の方も、本当にまた出会うとは思っていなかったようだが。

「──クラウス──」

「ああ。わかってる」

　ルグナードの呼びかけに、クラウスは小さくうなずいてから、異形に向かって、

「悪いが今は、お前を相手にする気は無い」

『困ッタナ。ソレジャア約束ヲ破ヤブルコトニナル』

　とぼけたものいいに、クラウスたちはちらりと刹せつ那な視線を交かわす。

　以前、『乗客パツセンジヤー』の馬車を追った時、淵アよビりス来フるオもーのムのメガロパ型タイプが妨ぼう害がいに入ったことがあった。

　なら、こいつがいる先に馬車もいるのではないか。そう考えるのはあながち間違っていないはずだった。

　こんなものにはかまわず、先に行きたい所だが──

「またの機会にできないか？」

『ドウシテモ話シタインダ』

　──どうやら相手をしてやらないと、向こうはおさまりがつかないようである。

　クラウスは異形に向かってうなずくと、

「……仕方ないな。代表でオレが話を聞いてやるよ」

「──クラウス──」

　たしなめるルグナードに、クラウスは不ふ敵てきな笑みを浮かべて、

「心配するなルグナード。お話をするだけだ──だろ？」

『アア。ソッチガ仕シ掛カケテ来ナケレバ』

「そういうことだ。二人は先に行って、救助とザコ掃そう除じを頼たのむ」

『雑ザ魚コハヒドイナ』

　苦笑をにじませる異形のつぶやきはむろん無視。

　鎧の異形は、クラウスたちの目的が馬車だとは知らない。ならばこいつをクラウスが引きつけ、ルグナードとアリサで馬車を捜す。

　クラウスのその狙ねらいは、ルグナードとアリサにも伝わったはずだ。

「……気をつけろ」

「じゃあ、あとで」

　二人は異い形ぎようの動きに警けい戒かいしながら駆けてゆく。

　その後ろ姿を見送って、クラウスはぐるりとあたりを眺ながめると、

「──そういえば今回はあの目玉焼きとカラ無し生卵はいないのか」

『アハハハハ』

　鎧の異形は声を上げて笑い、

『フェリエラトリリトガ聞イタラ怒オコルダロウナ。ピッタリ過スギテ』

「そういや前にも名前を呼んでたが。お前ら化け物にも一いつ丁ちよう前まえに名前があるんだな」

『化ケ物ッテ……マアイイカ。

　名前クライアルサ。目玉焼キノ名前ガ、リリト。カラ無シ生卵ガ、フェリエラ』

　異形の声はくぐもっていて、やや聞き取りにくくはあるが、話をするのにさしつかえるほどではない。

「お前の名前は？」

　不意に向こうが仕掛けて来ないという保ほ証しようはない。抜ばつ剣けんはせず、しかし油ゆ断だん無く、相手との距きよ離りを適てき度どに保たもちつつクラウスは問う。

『……順番ニ話スヨ。

　本当ナラボクタチガ戦ウ必要ナンテナインダ』

　対する異形は微み塵じんの敵てき意いも見せぬまま、じっと佇んでいる。

「戦う必要がない？」

　わけのわからないものいいに、クラウスの中で憎ぞう悪おがふくらむ。

　脳のう裏りを刹那かすめるは、海に呑のまれた故こ郷きようの村。もはやぼんやりとした面おも影かげしか思い出せなくなってしまった祖そ父ふと両親と弟と。

「淵海孔アビスゲートが出るだけで何人死ぬと思ってる？　おまけにぞろぞろ這はい上がってきた貴き様さま等ら化け物どもが何人殺す？　それで、戦う理由がない？」

　声にも自然と怒ど気きがにじんで。

『子供コドモノ頃コロ、森デ遊ンダ』

　対する異形の、全く脈みやく絡らくのない話に、クラウスは眉まゆをひそめる。

「……何の話だ？　薄うす暗ぐらい海の底にも森があるのか」

　喧けん嘩か腰ごしのものいいに、しかし相手は淡たん々たんと、

『隠カクレンボヲシテ、上ウ手マク隠レタノハイイケレド、自分デハ抜ケ出セナクナッテ。夜ニナッテ村ノ人タチガ総出ソウデデ捜シニキタ。見ツカッテ、父サンニ叱シカラレルカト思ッタラ、一番怒オコッタノハ祖ジ父イチャンダッタ』

「なんでお前の思い出話だよ」

『子供ノ時、子猫コネコヲ拾ッタ』

「……だから……」

『ドンナ名前ニシヨウカトズット夜中マデ起キテ相談シテ、結局決マラナイママ朝ニナルト猫ハ死ンデイタ』

　クラウスの表情にとまどいの色が浮かぶ。

『泣キナガラ裏ウラノ胡桃クルミノ木ノ下ニ埋ウメタ。父サンガ薪マキヲ削ケズッテ墓標ボヒヨウヲ作ッテクレタ。名前モ決マッテイナカッタカラ墓標ニハ何モ書ケナカッタ』

「……おい……？」

　クラウスの声がかすれる。

　異形は語る。

『二人デケンカヲシテ、ジェイミーノ大切ニシテイタ人形ヲ壊コワシタ』

「……待て……それは……」

　ねばつく汗あせがクラウスの額ひたいにはりつく。

　それは。その想おもい出は。

『薪小屋ノ壁カベニ落書キヲシタ。傭兵ヨウヘイニナッテ村ヲ出テイッタ叔オ父ジサンガイルト聞カサレタコトガアル。ガキ大将ノロックヲ二人ガカリデヤッツケタ。最後ハコッチモ泣キナガラダッタケド』

「……何なんだ……」

　クラウスが声を漏もらす。

「お前は一体何なんだ……」

　記き憶おくのずっとずっと底。

「お前は！　一体！　何なんだ！」

　沈んでいたいくつもの想い出が、あぶくのようにわき上がる。

「なんでそんな話を……！」

　異形の話をことごとく。

　クラウスは、すでに知っていた。

『名乗ロウ』

　異形は言った。

『モウソロソロ、ワカッテイルト思ウケド。

　ボクノ名前ハ、リオネル。リオネル＝ハーストン、ダヨ。

　クラウス兄サン』



　もはや無人となった夜道を、二つの影が駆けてゆく。

「……クラウス、だいじょうぶかな」

「信じるしかあるまい」

　アリサのつぶやきにルグナードは言う。

「あいつの腕うでは確かだ」

「けどメンタル面で、もろい所あるしなぁ」

「……それは否ひ定ていできんが……頼むから不安になるようなことは言わんでくれ……っと」

　話すうち、通りの先にのっそりと姿すがたを見せたのは、魚人型の異形が数匹。

　ルグナードはマントの下、腰に吊つるした二振りの手斧を抜き放つと両手に構かまえ、

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　裂れつ帛ぱくの雄お叫たけびとともに地を駆ける！

　こちらに気づいた異形たちは、一瞬気け圧おされ、あわてて得物を構えなおして間合いを取る。

　そこを。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　叫びつつルグナードが一気に駆け抜ける！

　そのすぐ後ろにアリサが続き──

　ルグナードの気合いの声が単なるおどしだったのだと、異形たちがそう気づいた時には、二人はとうに駆け去っていた。

「……なんとか抜けたけど……このあとどうするの？」

　肩越しに後ろをちらりとふり向いて、異形たちの追撃がないことを確かめてから、アリサはルグナードに問いかける。

　威い嚇かくのために抜いた手斧をもとに戻しつつ、

「読みが間違っていなければ、そろそろ……！」

　言いかけたルグナードの声に、近づいて来る轍わだちの音が重なった。

　細い通りを抜けた先。道を疾しつ走そうするのは二頭立ての馬車。佇たたずむ街灯の灯あかりに照らされる車体の色は──赤い。

　御ぎよ者しやは灰はい色いろのローブとフード姿。クラウスから聞いた特とく徴ちようと一いつ致ちはしている。が。

「──どうするの──？」

　アリサはとまどい顔で問いかける。

　赤い馬車だからといって、連中だと断言できる根こん拠きよはない。もしも事件と関係ない相手なら、無茶をするわけにもいかない。

「こうするさ」

　ルグナードは道に飛び出し、馬車の行く手を塞ふさぐように大きく両手をひろげると、轍の音を圧あつするほどの大声をはり上げた。

「止まれ！　この先に奴やつらの群むれがいるぞ！」

　ただ逃にげているだけの馬車ならば、あわてて馬を止めただろう。

　だが。

　御者は馬に加速のムチを入れた。

　そのままよけるそぶりも見せず、ルグナードを轢ひくいきおいで突っ込んで来る！

「よせ！　こっちは化け物どもに囲まれるぞ！」

　もう一度声を上げながら、ルグナードの手がマントの下に潜もぐる。

　馬車は全く速度を落とさず──

　轢かれるかに見えたその直前。

　ルグナードは大きく左に跳とぶと、ほとんど紙かみ一ひと重えの間合いで馬車から身をかわしつつ、すれ違いざまに、抜き放った手斧を、馬の足に投げつける！

　馬のいななきが夜空に響く。

「……っ！」

　御者の呻うめきと同時に馬車はバランスを崩くずし、横転こそしなかったものの、急カーブしてそばの民家の壁かべへと突っ込んだ！

　響いたのは破壊の音。馬車が壊れ壁が壊れ馬車の中からいくつもの悲鳴。中には女のものも混じっていた。

「──っつ……どうしたんだよ！」

「……っ……よ、よくわからない、急に……」

　馬車の中からの呼びかけに、御者は頭を振り振り、ぼそぼそと答える。

　かぶっていたフードが脱ぬげて、露あらわになったその素顔は、髪かみも眉まゆもなく顔のそこここに傷きず跡あとが目立つ。御者台に座すわっているよりも、ごつい武器をふり回してでもいる方が似に合あう風ふう貌ぼう。

　その御者に。

「海から出てきた連中と、随ずい分ぶんと仲がいいようだな」

　歩み寄り、ルグナードが声をかける。

「当たり前か。自分で地上に招待したのだからな」

「……な……何……？」

　ふり向く御者の表情にはわずかな動どう揺よう。

「図星か。なら話を──」

　だがその時。

　突然馬車のドアが開き、ルグナードに向かって走る影一つ！

　そう来ることも予想のうち。ルグナードはもうひと振りの手て斧おのを抜き放ち、迫せまり来る影に向かって構える！

　鋼はがねと鋼のぶつかる響き！

　馬車から飛び出しざま、新たな灰色ローブの放った剣けんの一撃は、ルグナードの手斧にはじかれていた。

「ほぉう。少しはやるねぇ」

　緊きん張ちよう感のない男の声。

　同時に、馬車の反対がわのドアが開くと、灰色のローブがまた一つ飛び出すと、そのまま駆け去ってゆこうとする。

　だがそこに。

「青の一二！　はヴじラけンろブ！」

　響いたのはアリサの声！

　鎧よろいの背せに仕込んだ魔力素マナチツプを炸さく裂れつさせて、瞬しゆん間かん的に常じよう人じんを越える加速を得、逃げる影へと追いすがる！

　さらに馬車から、剣を片手に影が飛び出す。ルグナードの他にも相手がいる可か能のう性せいを見越して中に残っていたのだろうが、アリサの加速までは予測できなかったはずだ。

　アリサは最初の加速を使い果たし──

「青の三四！　はヴじラけンろブ！」

　もう一段加速をかける！

　先ゆく影に追いつくと、槍刃ブレードスピアをふり回す！

「くあっ!?」

　響いたのは女の悲鳴。

　灰色のローブが地に転がり、フードが外れて金色の髪がこぼれ出た。

「ううくっ……ふくっ……」

「──無事か!?」

　腹はらをおさえてもがく女に、あとから来た影が駆け寄った。

　もちろん女は無事のはず。アリサが影を一撃したのは、槍刃ブレードスピアの刃はではなく峰みね。

　馬車の連中の動きは、この一人を逃がすためのものだった。ならば他の誰だれよりも事じ情じようを知っているはずだと踏ふんで、峰みね打うちにしたのだ。

　もっとも──槍刃ブレードスピアにはかなりの重量もあるし、峰にはトゲのような突起がある。多少のケガくらいはしたかもしれないが。

　アリサは女の顔を見る。──いや、女、というより少女か。ひょっとすると自分より年下なのではないだろうか。

　こんな事じ件けんを起こす連中の仲間には見えないが、見た目で人の善ぜん悪あくがわかれば官かん憲けんは苦労しない。

「──貴き様さま──！」

　女が無事と知り、やって来た影かげは剣を構かまえてアリサと対たい峙じした。



　リオネル＝ハーストン。

　もちろん忘わすれるはずがない。

　それは、海に沈しずんだ弟の名前。

　だが。

　そんなわけがあるか。

　言い捨すてて一笑に付すつもりで──なのになぜだろう。言葉が喉のどの奥おくで凍こおり付いて出てこないのは。

　クラウスは口を開いてはまた閉とじて。それでも何も言えなくて。

　なぜなら。

　たった今語られた、さまざまな想い出を全部を知っているのは、クラウスを除のぞけばたった一人だけなのだから。

『急ニハ信ジラレナイノモ無理ナイヨ』

　弟の名前を騙かたる異形は言葉を続ける。

『淵海孔アビスゲートニ呑マレタ人ハ死ヌ。ソウ考エルノガ当タリ前ダカラネ。

　オ風フ呂ロデ溺オボレテモ人ハ死ヌンダ。ナラ淵海孔アビスゲートニ呑マレテ無事ナハズガナイ、ッテ。

　ケドネ。違ウンダ。

　変ワルンダヨ。

　最初ノ一瞬イツシユンハ熱クッテ。デモスグニ何モ感ジナクナル。

　最初ニ呑ミ込ンダ一口ノ水ハ塩辛シオカラクッテ。デモ二口目カラハ甘アマクナル。

　体ノ重サガナクナッテ。本当ニ自由ニナッタ感ジガスルンダ。

　水ニ沈ンダ一瞬ダケハ驚オドロクケレド、嫌イヤジャナイ。チットモ嫌ジャナインダ。

　自分ガ変ワッテイクノヲ感ジテ、コウイウノモイイナア、ッテ思ウンダ。

　思イ出モ感情モ消エタリシナイ。

　ボクハ、ボクノママナンダ』

「……ボクの、まま……？」

　クラウスはようやく声を喉から押し出す。足あし下もとのぐらつくような感覚に、低い呻うめきにしかならないが。

「ボクのまま、だと？

　……笑わせるな……お前なんかが……リオネルの……弟のはずはないっ……」

『ジャアボクハ、ドウシテイロンナ思イ出ヲ知ッテイルノ？』

「わかるかそんなことっ……！

　けど……違うっ……そんなはずがっ……！

　──そうだ。それじゃあ他の淵アよビりス来フるオもーのムも、みんなもとは人間だったってことになるだろ？」

　わずかに瞳ひとみに光を取り戻もどし、クラウスが問えば、

『ミンナ、ジャナイ。海ノ中デ生マレ育ッタ奴ヤツモ多イヨ。ケド人ダッタノガ海ニ呑マレテ変ワッタ奴モイルヨ』

「なら！

　なんでもともと人間だった奴が、地上に出て人を殺す!?」

『殺ソウトシテイルンジャナイ。海ニ招マネコウトシテイルンダ』

「……海に……招く……」

　その言葉に、何か禍まが々まがしい響ひびきを感じ取り、クラウスの背に悪お寒かんが走る。

『人ヲ海ニ引キ込ムンダ。ソウスレバミンナ変ワル。

　最初ハ怖コワガッテ暴アバレルケレド、海ニ入ッテ変ワレバスグニ、ミンナ感謝カンシヤシテクレル。

　コッチノ方ガズットイイ、ッテ』

「……嘘うそだ……」

『トハイッテモ当然、抵抗テイコウシタリ、コッチヲ殺ソウトスル人モイルカラネ。ソレデコッチモ武装ブソウスルヨウニナッタ、ッテ聞イテルヨ。

　モットモ、海デ生マレ育ッタ奴ハ、ワリト容赦ヨウシヤナク地上ノ人ヲ殺ス傾向ケイコウガ強イラシインダケド。

　ソイツラカラ見レバ、地上ノ人タチノ方ガ異形ダカラ。

　デモ基本キホンハアクマデモ、ミンナヲ海ニ招クコトナンダ』

「でたらめだ……」

『オボエテナイ？　ボクモ兄サンヲ招コウトシタコト』

「……なんの……話だ……」

　言うクラウスの頬ほおに汗あせが浮うかぶ。

　自分が今、深い淵ふちの畔ほとりに佇んでいるのがクラウスにはわかった。

　これ以上こいつの話を聞いてはいけない。

　でなければ──

　思い出してはいけないことを思い出す。

　だが、ならばどうすればいいのか、わからなくて。

　異形の話が続く。

『淵海孔アビスゲートガ現アラワレテ、海ニ抱ダカレテ。

　自分ガ変ワルノガワカッテ。ソレガ気持チ良クテ。

　ソンナ時──

　見エタンダ。

　淵ノホトリデ、誰カガ水ノ中ヲ覗ノゾキ込ンデイルノガ』

　クラウスの記き憶おくが波のようにざわめく。

　沈んでいた昏くらい記憶があぶくのようにわき上がる。

　生まれた村が海に呑まれて消えたあの日。

　これが夢ゆめであってくれればと。村の、家族の姿すがたを捜して、クラウスは淵の畔にはいつくばって、水の中を覗き込み。

『ソレガ誰ナノカ、スグニワカッタ。ダカラ──昇ノボッテ行ッタンダ』

　水の中で何かが動いているのが見えた。ゆっくりと、浮かび上がって来るのが。

『ソウシタラ──ヒドクオビエタ顔ヲシテ──』

　クラウスの記き憶おくはそこで途と切ぎれている。

　──いや、途切れていた。

　だが。

　記憶のあぶくが水面に届とどく。

『ダカラボクハ』

　黒い影が。

『水カラ顔ヲ出シテ』

　水から顔を出して。

『呼ンダンダ』

　呼んだ。

　──クラウス兄サン、一緒ニ行コウヨ──

　視界が揺れる。頭の中に何かの音ががんがん響く。

『──兄サン、兄サン、兄サン！』

　誰かの呼びかけに、クラウスはようやく気づく。自分が狂くるったように頭かぶりを振ふりながら、絶ぜつ叫きようを上げていたことに。

「……あ……あ……」

　思い出した。

　思い出してしまった。

　あの時水の中から顔を出し、自分を誘いざなった相手の顔を。

　弟の面おも影かげを持った化け物──いや、異形と化しつつある弟の顔を。

　しゃがみ込んだまま肩かたで荒あらい息をつく。

　ひどい吐はき気を必死でこらえる。

　顔を上げて──異形を見るのか──怖こわい。

『……兄サン……』

「呼ぶなぁぁぁぁっ！」

　異形の声に絶叫を返す。

「その呼び方で！　オレを！　呼ぶなぁぁぁぁぁぁっ！」



    

  
    
      『……混乱コンランスルノモ無理ハナイト思ウヨ。

　ケドネ。ソノ混乱ヲ、苦シミヲ、簡単カンタンニ消ス方法ハアル』

「な……に……？」

　身を起こし、相手をにらみつける。

　しかし相手はじっと佇んだまま、何も言わない。

「……なんだよ……それ……」

　しびれを切らしてクラウスが問えば、相手はためらいがちに、

『言エバ、怒オコル』

「……は？　言えば怒る？　何の寝ね言ごとだ……？　笑わせるな……そんな方法なんてあるはずが……」

　頬ほおを一すじの汗あせが伝う。

「……まさか……」

　再ふたたび強きよう烈れつな吐き気がこみ上げる。

　クラウスは気づいたのだ。

　その方法に。

「つまり……何か……？」

　目の前の相手が、何のつもりで自分に話をしてきたのかも理解した。

「オレに、お前と同じになれと？」

　招いているのだ。

　海に。

『……今、海ニ通ジル口ハ開イテイル』

「……ふざけるな……」

『今デナクテモイイ。世界ノ果テニアル大イナル海ニ行ケバ、イツデモ海ニ還カエルコトハデキル』

「……誰がっ……」

『父サント母サンニモマタ会エル』

「──っ……!?」

　刹せつ那な脳のう裏りに浮かびかけた、異形と化した両親の想像図を、クラウスはあわててうち消した。

　それでも足から力が抜けかけ、よろりっ、と小さくよろめいた。

『爺ジイチャンハ何年カ前ニ死ンダケド……村ノミンナニモマタ会エル。

　ジェイミーハ、可愛カワイイ女ノ子ニナッテルヨ。……今ノ兄サンノ美的感覚ニハ合ワナイカモシレナイケレドネ。

　強制キヨウセイハシナイ。兄サン自身ガ決メテクレ。

　ケド……来テクレルト嬉ウレシイ。

　ボクガ言イタカッタノハソレダケダ』

　言うと異形は──リオネルは、きびすを返して去ってゆく。

　クラウスは──

　何もできぬまま、ただ呆ぼう然ぜんと佇んでいた──



　剣けんと手て斧おのの刃やいばが離はなれ、ルグナードと灰はい色いろローブは距きよ離りを開けてにらみ合う。

　フードの下から覗く男の顔には、場違いに軽けい薄はくそうな笑みが薄く浮かんでいた。

　馬車の反対がわ、通りのやや先では、アリサが別のローブとにらみ合っているのが見える。

　人数の上では不利だが、ここはなんとかするしかない。ルグナードは、じりっ、と間合いを測はかりつつ──

「──何をやっているお前たち！」

　あたりに響いた大声に、目の前の相手に注意しつつもちらりとそちらに目をやれば、そこには鎧よろい姿すがたの兵士が十数人。

　おそらくこの町の警けい備び兵。淵アよビりス来フるオもーのム討とう伐ばつのために出てきたのだろう。

　立場としては敵ではないが、ルグナードは舌した打うちをしそうになる。

　この状じよう況きようを一体どう説明したものか。もちろん本当のことをしゃべることはできない。

　ルグナードが迷まようそのうちに。

「助けてくれ！　強ごう盗とうだ！　馬車を襲おそって来た！」

　声を上げたのは御ぎよ者しやの男だった。

「──何!?」

　隊長だろうか。兵士の一人が声を上げる。

「違っ……！　これは──！」

　抗こう議ぎの声を上げかけて、アリサの言葉はそこで途と絶だえた。やはり、説明できないと気づいたのだろう。

　だがその態度が、相手の不ふ審しんを招いたか、

「これは──何だ!?」

　相手の詰きつ問もん口調が強くなる。

　ルグナードたちに不利ではあったが、『乗客パツセンジヤー』たちも迂う闊かつには動けない。へたな真ま似ねをすれば疑うたがいの目はそちらに向く。

「ともかく全員動くな！」

　状況は、兵士たちの手に握にぎられた──かに見えた、だがその時。

　ごどんっ！

　大気の押おしつぶされる音とともに、彼方かなたから飛び来た何かが兵士一人を吹ふっ飛ばし、そばの民家へと突っ込み壁かべを粉ふん砕さいした！

「な……なんだっ!?」

　兵士が驚きの声を上げ、突進してきたものがゆらりと身を起こす。

　その姿を目にして、

「……な、なんだ？」

　別の兵士が同じ言葉を、今度はとまどいのつぶやきとして漏もらした。

　たしかに。

　それを初めて見て、何なのか理解できる人間はいないだろう。

　細長い楕だ円えん球きゆうのまわりを、厚あつい水の膜まくが包み込み、そこから伸のびた何本もの水の手だか足だかが体を支ささえて立っている。

　ルグナードとアリサとて二度目だからこそわかるのだ。それが、フェリエラとかいう名前を持つ淵アよビりス来フるオもーのムなのだと。

「フェリエラ！」

　やって来た助け船に、『乗客パツセンジヤー』の女が嬉うれしそうに異形の名を呼ぶ。

　それを合図に。

　白がひろがった。

　フェリエラのまわりに、爆ばく発はつ的に霧きりが生まれると、中心にいたはずの異形の姿がかき消える。

　大気の押し砕くだける音は、事情がわからずうろたえる兵士がさらに一人、ひしゃげて吹っ飛んだあとから聞こえた。

　異形は離れた路上に地面を抉えぐって着地──いや、着ちやく弾だんする。

「──て、敵だ！　気をつけろ！」

　ようやく相手が敵意のある存も在のだと悟さとり、兵士の誰かが声を上げる。

「気をつけろって、どうやって!?」

　誰かのもっともな疑問に、しかし答えられる者などいようはずもない。とりあえず扇形に展てん開かいして剣けんを抜ぬき放はなち、構かまえる。

　──剣が通じる相手だとは、たぶん誰も思っていないだろうが。

　フェリエラが煙けむる。

　二度まで不意を突かれた兵士たちも、今度は、距きよ離りと心構えがあったおかげで多少の対応は取れた。

　一人は剣をまっすぐ前に向けて構えた。自分の所に突っ込んで来たら、相手自身の突進力が、相手を剣で串くし刺ざしにするように。

　一人は神呪セレストルの心構えがあった。まっ正面に向けて雷らい撃げきの術じゆつを解とき放つ。自分に向かって突っ込んで来れば、雷撃が相手を打つように。

　砕かれたのはその二人。

　剣の切っ先は異形が纏まとう水、その硬こう化かした先せん端たんにいともあっさりはじかれて。

　神の力を借りたはずの雷撃は、表面で絶ぜつ縁えんされた本体の内部にまで届とどかずに。

　圧あつ倒とう的な力を前に、それでも残された兵士たちは、動どう揺ようしつつも踏ふみとどまる。

　フェリエラは、次の獲え物ものを探して体の向きを変える。

　恐きよう怖ふする兵士たちと力に酔ようフェリエラ。

　ゆえに、彼らは気づかなかった。

『乗客パツセンジヤー』と、ルグナードとアリサが、この場から姿を消していることに。



　外がざわつきはじめてから、どれくらい時間が経たったのだろう。

　宿の自室でエイミイは、一人、皆の帰りを待っていた。

　海の時間はとうに終わったはずだった。

　淵海孔アビスゲートが開いている間、離れた場所にある宿の周りは静せい寂じやくに包まれる。

　最初は人々が逃げだして騒ぎになるが、その波が通り過ぎれば、住民たちはそれぞれの家の中に閉じ籠こもり、息を潜ひそめて神に祈いのる。──どうか異形どもがここまで来ませんように──と。

　ゆえにこの間、異形どもと人との戦いがくりひろげられる場所を除のぞけば、町は普ふ段だんよりも静かになる。

　やがて時間が来て、異形どもが引き上げれば、人々は知人の身を案じて表に出て、それぞれの無事を確かめ合う。

　つまり外がざわつきはじめたのは、異形どもが引き上げたことを意味しているのだが。

　皆はまだ、帰って来ない。

　待つだけの時間はひどく長く感じた。

　もちろん、別れた場所から宿までは距離がある。すぐさま帰って来いというのは無理な話だともわかってはいる。

　だが一方で──

　何かがあって、永えい遠えんに戻ってこないという可か能のう性せいもまたあった。

　それは極きよく力りよく考えないようにして、別のことに頭を使い、待ち続け──

　やがて響いたノックの音に、エイミイは部屋のドアへと駆け寄った。

「エイミイ、ルグナードだ。帰っ──」

　言い終わるより早く、エイミイがカギを外してドアを開ければ、そこには三人の姿があった。

　しかし。

　一体何があったのか。ルグナードはなぜか両手に大きなバッグをいくつも提さげているし、アリサも荷物を持っている。クラウスだけが手ぶらだが、完全に放心した表情で。

「……どうしたんです……？」

　一同を部屋の中に招きつつ問えば、ルグナードは、

「クラウスとは途中で一いつ旦たん別れて、見つけたらこうなっていた。何があったかは、もう少ししてから当人に聞くしかない。

　そしてこっちは──」

　と、手にした荷物を床ゆかに置き、

「戦利品だ」

　アリサは、放心するクラウスの手を取り部屋に引き込むと、ドアを閉めてカギをかけ、自分の持った荷物を置く。

「戦利品？」

　首をかしげるエイミイに、ルグナードはうなずくと、

「『乗客パツセンジヤー』に会った」

「本当ですか!?」

　エイミイの声が上ずる。

「逃にがしはしたが、連中の馬車から、それらしいものを適てき当とうに持ってきた。本当に重要なものは持ち出されたかもしれんが、何かの手がかりにはなるだろう」

　説明の半ばで、すでにエイミイはルグナードとアリサが床に置いた荷物を漁あさりはじめている。

　町で『乗客パツセンジヤー』たちと出会い、兵士と淵アよビりス来フるオもーのムが出てきたその時。

　混乱に乗じて『乗客パツセンジヤー』たちが逃げるのを見たルグナードとアリサは、残された馬車を調べたのだ。

　もしも『乗客パツセンジヤー』たちを追っていたなら、二人は、四人と異形とを相手にすることになっただろう。

　兵士に手を貸かし異形を叩たたけば、戦いが終わったあと、馬車は兵士たちに押おさえられるだろうし、ルグナードとアリサも拘こう束そくされた可能性が高い。

　そこで結局、馬車の中から手がかりを捜すことを選んだのだ。

　兵士たちを見殺しにするようで多少気は引けたが、ルグナードはそのあたりはドライに割わり切る性た質ちである。

「あと、連中のうち何人かの顔を見た。

　とはいえ馬車を失った連中がどう動くのかはわからんし、こちらの顔も見られた。状況がどう動くかはわからんが……聞いているか？」

「聞いてます」

　ふり向きもせず、てきぱき荷物を漁りながらエイミイは答える。

　誰かの着き替がえ、綴とじた羊皮紙の束、メモのような綴じていない紙切れ、巻まき物もの、用途のよくわからない薬、白はく墨ぼく。

「最近はフォックスさんたちとの接せつ触しよくもちょっと取りにくくなっていますが、連れん絡らくが取れ次し第だい状況は伝えます。

　相手の顔の特徴は、印象が薄れないうちにメモなりなんなりしておかないと、記憶があいまいになるおそれがありますからご注意を。

　それにしてもルグナードさん、これは収しゆう穫かくですよ。本ほん格かく的な調ちよう査さは必要ですけれど、研究を進める上で、おそらく大きな足がかりになるはずです」

　声には隠かくしようもない興こう奮ふんの色。

「『乗客パツセンジヤー』たちを特定する手がかりになるかどうかはわからんが、な」

「なりますよ」

　ルグナードのつぶやきに、しかしエイミイはこともなげに断だん言げんした。

　何かの書いてある紙束をめくって、ざっと目を通しながら、

「これなんかは最近書かれたものです。知らない者が見てもなんだかわからないようにはしてありますが、おそらく手順の要点を記したものですね。

　筆ひつ跡せきも羊皮紙もまだ新しいので、書いたのは間違いなく『乗客パツセンジヤー』です。

　この羊皮紙というのは、作っている所によって、手ざわり、厚あつさ、なめらかさ、インクの乗り具合、などに差があります。

　ですから、大体どのあたりでよく出回っているものなのか特定できるんです。

　それを大量に購こう入にゆうしている者、となると、さらに相手を絞しぼることはできます」

「……たいしたものだな」

「いえ、それほどでも。

　研究と分析調査はこちらに任まかせていただくとして。

　気になるのは──」

　そこではじめてエイミイは、戦利品から顔を上げ、

「クラウスさんに何があったのか、です」

　そのクラウスは自分の名前を呼ばれても、何の反はん応のうも示しめさぬまま、ドアの近くに佇たたずんでいる。

「──そろそろしっかりしろ。クラウス」

　ルグナードはそばに歩み寄り──

　ぱしんっ、と一つ、音が鳴る。

　かなり強めに頬ほおを打たれ、ようやくクラウスの瞳ひとみに光が戻もどる。──ぼんやりと、ではあったが。

「……あ……ああ。ルグナード……」

「しっかりしろ。何があった。あいつに何を言われた」

「……あいつ……？」

　最初、クラウスには、自分が何を聞かれているのかさえもわからずに。

　完全に凍こおり付いていた頭は、それでも少しずつ動きだし──

　──兄サン──

　異い形ぎようの呼よびかけが脳のう裏りに蘇よみがえる。

「……っ……！」

　こみ上げた吐はき気にあわてて口もとを手でおさえ、深しん呼こ吸きゆうして衝しよう動どうをおさえる。

「ちょっ……だいじょうぶ？」

　案じるアリサに、やせがまんの言葉を返す余よ裕ゆうはない。

「……す……済すまないルグナード……

　どう……話していいのか……わからないんだ……

　もう少し……

　もう少し、頭と気持ちの整理をさせてくれ……」

　ルグナードは、一瞬だけとまどいの表情を浮かべてから、

「わかった。

　エイミイ殿も、済まんがそういうことで勘かん弁べんしてやってくれ」

「いいわ。でも、あまり一人で抱かかえ込こまないで」

「……わかってる……わかってるよ……」

　クラウスは弱々しくつぶやいた。

　あんな話──一人で抱え込めるものではない。

　だが。

　誰だれにどう相談すればいいというのだ？

　淵アよビりス来フるオもーのムになった生き別れの弟から、兄ちゃんも化け物にならないかと誘さそわれました。海に飛び込めば誰でも化け物になれるそうです。

　そんな話、誰にできる？　誰が信じる？

　もちろんクラウスも、あんな話を信じたくはない。笑って否ひ定ていできればどんなに楽だろう。

　だが、クラウスと弟リオネルのみが共有する思い出を、あの異形が持っているのは否定しようのない事実。

　考えれば考えるほど、クラウスの思考は混こん乱らんの淵ふちに沈んでゆく──



　──明けて翌よく朝あさ──

　ぼんやりとしたまま宿の一階にある食堂に下りると、もうすでに四人がテーブルに揃そろっていた。

「起きたか。クラウス」

「おはよう」

　声をかけてくるルグナードとアリサに、ああ、と呻うめきだか返事だかわからない声を返して席につく。

　テーブルの上にはパンや蒸むし鳥のサラダが大きな皿に盛もられて並ならび、皆みんなもそれとは別に一品ずつ、自分の前に並べているが、今朝はいまひとつ食しよく欲よくが湧わかない。クラウスは注文を取りに来た店の人間に、とりあえず飲み物──果物くだもののジュースだけを注文した。

「食わんのか？」

　とルグナード。

「ああ」

　夢ゆめを見た──ような気がする。中身を覚えてはいないのだが、ひどく気分が悪い。

　これまでに見ていた、飛び起きるような悪あく夢むではないようだったが。

「朝食をしっかり摂とっておかないときついですよ」

「特に体を動かす人は、ね」

　と、フォックスのあとにエイミイが続ける。

「……わかってる。少しは食うさ」

　飲み物が運ばれて来るのを待ってから、テーブルのパンに手を伸のばし、もそもそと頬ほおばりジュースで胃いの中に流し込む。

　昨日はいろいろありすぎた。気分はだいぶマシにはなったが、気持ちと頭の整理はまだついていない。

　そんなクラウスに気をつかってか、他の皆みなは特に何も聞いてはこない。

　エイミイは時折食事を頬ばりながら何かの紙に目を通しているし、フォックスは食事に手をつけず、ルグナードとアリサから話を聞きつつ、紙に何かを描えがいている。

　…………？

　クラウスはのろのろと顔を上げ、眉まゆをひそめると、

「………………フォックス？」

『遅おそっ！』

　全員の声が唱和して、他の客たちが一いつ瞬しゆんこちらに注目する。

　そう。朝食のテーブルについていたのは、いつもの面々に加えて情報調査部のフォックス。

　それに今の今まで気づかなかった自分も、かなりどうにかしていると、クラウス自身も思うのだが。

「……いつの間にどこから生えた？」

「このテーブルには最初からいましたが……

　皆さんがここに向かうことはわかっていましたからね……合流しようと馬を飛ばして、今朝早くに着いたんですよ……

　おかげで少し眠ねむいんですが……来てよかったですよ。収しゆう穫かくがあったようですし」

「こっちもこんなに早くいらっしゃるとは思っていませんでしたから」

　何かの書類に目を通しながら言うエイミイの目の下には、はっきりとくまができている。おそらく昨日は徹てつ夜やで戦利品に目を通していたのだろう。

「いろんなものが、まだ調べきれていません」

　となると、彼女が今見ているのも昨日の戦利品の一部か。

　学問のことはクラウスにはよくわからないが、未知のことが書いてあるなら、理り解かいするにはそれなりの時間が必要となるのだろう。

「──ところでクラウスさん」

　名前を呼ばれて目をやれば、フォックスは、何かを描いていた紙をクラウスに向けてさし出した。

　そこには──

「──この女……！」

　一目見て、クラウスは声を上げていた。

　フードはかぶっておらず、髪かみが描かれてはいるが、間違いない。

　かつて二度ばかり出会った、『乗客パツセンジヤー』とおぼしき女の顔だった。

　こうやってみるとまだ若わかいようだが──

「なんで──この女の顔を──」

　絵とフォックスとを見み比くらべて、クラウスはとまどいの声を上げる。

　フォックスは、気弱げにやや照れ気味の笑顔を浮かべつつ、

「アリサさんから特とく徴ちようを聞いて描いてみたんですが、どうやらそれなりに似にてるみたいで安心しました」

「というか、絵、うまいじゃない」

　絵を見て感心するアリサに、クラウスはとまどい顔のまま、

「え？　アリサ、お前、なんでこの女の顔を知ってる!?」

　聞けば少女は眉をひそめて、

「……………………あのね、クラウス。

　ひょっとして昨日、あたしたちの話、ちっとも聞いていなかった？」

「……話？」

「きのうクラウスと別れたあと、『乗客パツセンジヤー』たちと出会って、相手の顔を見た、って」

「……ああ……そうだったか……」

　言われてみれば、そんな話も出たような気がする。

　どうやら昨日は、自分で思っている以上にぼんやりしていたようである。

「……で、こちらがルグナードさんが見た御ぎよ者しやの顔」

　フォックスがさし出したもう一枚まいの紙を見れば、禿頭に傷きずだらけのごつい顔。

「コワい御者だなオイ」

「こちらに見覚えは？」

「いや、ない」

　夜の酒場の路地裏で、女を迎むかえに来た男は──顔をはっきり見たわけではないにしろ、こんな特徴のある相手でなかったのは確かだった。

「オレが馬車を見た時は、御者の顔はフードで見えなかった」

「なるほど……ところでクラウスさん」

　フォックスは、それまでと全く変わらぬ口ぶりで、

「何かあったんですか？」

　誰も聞かなかったことを、さらりと聞いた。

「なんだか……前にお会いした時と比くらべて様子が変ですし……

　ひょっとして昨日、何かありました？」

　問いに、全員が沈ちん黙もくした。

　ルグナードたちも、クラウスに何かあったと察してはいるが、詳くわしいことは何も知らない。フォックスに今は聞くなと言うべきなのか、クラウスにそろそろ話せと言うべきなのか、判はん断だんできるはずもなかった。

　クラウスはしばし迷まよってから、

「……昨日……一人の淵アよビりス来フるオもーのムが、オレに話がある、と言ってきた……」

　クラウスは目を伏ふせたまま、それでも口を開く。

　声が低くなったのは、他の客たちの存こ在とを考えて、ではなく自然とだった。

　彼は気づいていない。

　自分が異い形ぎようのことを、『一匹』ではなく『一人』と言ったことに。

「言ってきた、ということは──人の言葉を？」

　声をひそめるフォックスに、クラウスはうなずいて、

「ああ。人の言葉をしゃべった……

　ルグナードとアリサには先に行ってもらって……

　そいつは……おかしなことを言い出しやがった……

　こっちに……来ないか……って……」

「こっちに？」

　眉をひそめてつぶやくエイミイ。クラウスはしかしそちらには目をやらぬまま、

「……海に入れば……誰だれでもこうなれる……だから……」

「『こうなれる』って──！」

　大きな声を上げかけたエイミイを、ルグナードが視し線せんで制せいする。

　店には他の客たちもいるのだ。大声で話せる内ない容ようではない。

　エイミイもそれに気がついて、テーブルに身を乗り出すと声を小さくし、

「それは……人が淵アよビりス来フるオもーのムになる、ということ？」

「……ああ……」

「馬ば鹿かな」

　と吐はき捨すてるようにルグナード。

　そんなふうに一いつ蹴しゆうできればどれほど楽か。

「あいつがそう言ったことは確たしかだ……こんな寝ね言ごと、みんなにどう話せばいいのかわからなくてな……」

　言って右手で髪かみをかき上げる。

　半ばクセになっているそのしぐさで、クラウスははじめて、自分の額ひたいが粘ねばつく汗でじっとりと湿しめっていることに気がついた。

　海に入れば人は異形になる。

　考えたくもない話に、全員がしばし沈ちん黙もくし──

「──それで──？」

　静かな口調で先を促うながすフォックスに、クラウスは、のろのろと視線を上げて、

「……それで全部だ」

「違ちがいますよね」

　フォックスの言葉は静かで──しかし確かく信しんに満ちていた。

「なぜその相手は、あなたに──あなただけにそんな話をしたんです？　ルグナードさんとアリサさんは先に行かせて」

「……知るか」

　再び目を伏せ、吐き捨てる。

「なら、人が異形になる、なんていう寝言を、なんであなたは真に受けているんです？」

　──

　重ねて問われ、クラウスはしばし言葉に詰つまった。

　まさか──言うわけにもいくまい。

　あれは自分の弟なのかもしれない──などと。

『リオネル』がクラウスを呼よび止め、ルグナードを行かせたのは、単にルグナードが自分の叔お父じだと気づかなかったからだろう。

　だが、さすがにそこまでは口に出せない。

「……なんで……だろうな……

　ただ……思ったんだ……こいつは本当のことを言っている、って……」

「ふぅん……」

　フォックスはしばし考えてからエイミイに目をやり、

「起こり得うるんですか？　そんなことが？」

「起こり得るかと聞かれたら、現時点で否ひ定ていはできないと答えるしかありません」

　本気にしていないのか実感がないのか。エイミイの口調は淡たん々たんとしている。

「誤ご解かいしないでほしいんですが、これは、その可能性についての研究が全くされていないので肯こう定ていも否定もできない、という意味です。

　ただ、海の水に生身の人間が触ふれると、火傷やけどによく似にた痛いたみと症しよう状じようを伴ともなう、という実例はあります」

　クラウスも以前、淵海孔アビスゲートの近くで戦って、海水のしぶきのひとしずくが頬にかかったことがある。その時は確かに灼やけつくような痛みを感じた。

　エイミイは考えながらゆっくりと、

「よって、浄じよう化かされていない海の水は人間にとって毒となる、という説が一いつ般ぱん的なのですが……海の水には封ふう印いんされた邪じや神しんの『呪のろい』のようなものが溶とけ込こんでいる、という説も出てきています。

　実際、今までの調査研究によると、海水の成分を分ぶん析せきしても、人に対する毒となるような成分は見つかっていないそうですから」

　エイミイは淵海孔アビスゲートの近くで集めたさまざまなサンプルを、いつ、どこで採取したものかを記し、時には考察を書き添そえた上で、フォックスたちを介かいし、ターシュ領りようにある研究所へ送っていた。

　そこで調査分析され、ある程てい度どの結論が出れば、逐ちく次じ書しよ簡かんでエイミイに知らされる、という形になっている。

　彼女が今言った海水の分析結果も、そんな研究成果の一部なのだろう。

「つまり……その『呪い』が人を異形に変える可能性は否定できない、と、そういうことですね」

「ええ」

　うなずくエイミイに、フォックスは困った顔で、

「……こちらを動どう揺ようさせるためのただの嘘うそだと思いたいところですが……万が一本当だったとしても、発表はできませんね。それは……」

「何にしろ、今は深く考える必要はあるまい」

　軽い調子の声を上げたのはルグナード。

「戦場で相手の吐く言葉など、それこそ今、フォックス殿どのが言ったように、こちらの動揺や混乱を誘さそうためのでたらめだと思った方がいい。

　相手の言葉を信じて驚おどろいたり落ち込んだりするのは、それが真実だとはっきりわかったあとでかまわんさ」

「同感ですね」

　とフォックスがうなずけば、エイミイとアリサも続けて、

「調査はしてもらいますが、たしかに今はそのことで悩なやんでも仕方ありませんからね」

「ま、気楽に気楽に」

「……ああ……そうだな……」

　笑えみを浮うかべてそう言って。

　だが。

　クラウスだけは知っている。

　それが、でたらめなどではないことを──



「さてさて。困ったものですなぁ」

　昏くらい昏い空くう漠ばくの中。

　深術士ダイバー、アズマイール＝イスマイトは、受け取った書しよ状じようを目にして声を上げる。

　だがそれは独ひとり言というより、誰かに聞かせるためにわざとらしくはり上げた声。困っているどころかむしろ、どこか楽しげな響ひびきさえ感じられた。

「どうやら我われ々われの存そん在ざいに気がついて、追うておる者がいるようですぞ」

　潮しお臭くさいよどんだ空気の中、術士が視線を上げた先には、海水の壁かべと、その奥で微睡まどろむかしいだ巨きよ大だいな目が一つ。

　半ば閉じられたそのまぶたが、ほんのかすかにかすかに揺れた。

　イスマイトは続ける。

「何かの間違いであればよいのですが、どうやらそういったふうでもなし。

　相手の正体はわかりませぬ。小者であればよいのですが。

　もちろんこちらにも護ご衛えいはつけておりますが、さてはてそれでこと足りるや否いなや。

　このことが、よもや王の覇は業ぎように影を落としはせぬかと心を痛いためております。

　何か良い手はないかと思案しておりますが……もしよろしければ王のお知ち恵えも拝はい借しやくできないものかと存じまして」

　海水の壁からにじみ出た幾いく筋すじもの小さな流れは、床の溝みぞにそって流れて床いっぱいに奇き妙みような紋もんを描かいている。

　その紋の一つが震ふるえ──人の言葉を紡つむぎ出す。

　──喚よべば──良い──

「喚ぶ……？　ですか……？」

　イスマイトの声に困こん惑わくの色が混まじった。

　──そうだ──喚べば良い──

　水は、訥とつ々とつと語りはじめた──



「──不ふ愉ゆ快かいですね──」

　ある町の宿の一室で。

　皆がその書状を読み終わるのを待ってから、テーニアは感情を隠そうともせずつぶやいた。

　宿といっても、クラウスたちがもっぱら使うような安宿とは雲うん泥でいの差がある。

　雨あめ露つゆをしのいで眠ねむるだけの空間ではなく、ゆったりとくつろぐことの出来る場所。

　十分な広さにきちんとした調度品の数々。王おう侯こう貴き族ぞく並なみ──は少し言い過ぎにしても、贅ぜい沢たくな部屋には違いない。

　だがそんな贅沢さも、テーニアの不ふ機き嫌げんをやわらげる役には立たなかった。

「……うーん……こいつぁなぁ……」

　灰はい色いろの髪をした男、ヴィンカートも、やや気の進まない呻うめきを漏もらし、

「さすがにここまでやるのはどうよ、っていうか……ちょいと引くんだが……」

「しかしやるしかあるまい」

　平然と言い捨てたのは、仏ぶつ頂ちよう面づらの黒髪。

「けどラングル、さすがにこれは──」

　四人で囲むテーブルの上、ひろげられた書状に目をやり、テーニアはつぶやく。

　だが黒髪──ラングルは仏頂面を微み塵じんも揺るがせず、



    

  
    
      「我々は大きなもののために動いています。これまでも、これからも」

「──けど──！」

「……その……」

　ぽつり、と漏らした傷顔の男スカーフエイス──フェルパンスのつぶやきに、テーニアは口をつぐんで耳をかたむける。

　男はコワい見た目に似に合あわず、うつむいたままでぼそぼそと、

「……ラングルの……言うとおりだと……でないと……わ、私たちが今までやって来たことは……その……ただの悪事になってしまうような気が……」

　しばし落ちた沈ちん黙もくは、黙考の時間だったのか。あるいはフェルパンスの意見がそこで終わりだと誰も気づかなかっただけなのか。

　ともあれ。

　その沈黙を、長い吐と息いきでうち破やぶり。

「……わかりました……やりましょう……」

　テーニアは憂ゆう鬱うつをにじませそう言った。



　夜の酒場の喧けん噪そうは、いつもと全く同じはず。

　けれど今のクラウスにとって、それは、薄うすい膜まく一枚まいを隔へだてたどこか別の世界のことのようで。

「今日もぼーっとしてらっしゃいますね」

　テーブルについた五人目、フォックスの言葉を耳にして、クラウスははじめて彼の存在に気づき──

「うおっ!?」

「え……？」

「いつの間に!?」

　驚きの声は、しかしクラウスとフォックスを除のぞく三人が上げた。

　どうやら全員、今の今までフォックスに気がつかなかったらしい。

　──前にサーナスの町で彼と接せつ触しよくしてから、二十日近くが過ぎていた。

　クラウスたちはフォックスと別れて、サーナスをあとにしてこの町に到とう着ちやく。次の連れん絡らくがあるまで待機、ということになった。

　サーナスを離れたのは、ルグナードとアリサが町の警けい備び兵へいたちに顔を見られているからである。

　ルグナードの談だんでは、警備兵たちが自分たちのことを馬車強ごう盗とうだと思っている可能性があるとか。

　サーナスの町中でもしも出会えば、面めん倒どうくさいことになっただろう。

　そんなこんなでこの町に場所を移うつして時間を過ごし──いつものように、あまり高級とはいえない店で夕食のテーブルを囲んでいると、いつの間にやらフォックスが出現したのだ。

　驚く皆に、彼は心外そのもの、といった表情で、

「いつの間に……って……

　普通にドアから入って来て普通に歩いて普通に席についたんですけど……」

「うぅむ……」

　説明を聞いたルグナードは、難むずかしい顔であごひげをいじりながら、

「全く存在感が無かったな……」

「いや！　そこは『気配を完全に消した』とか言ってくださいよ！」

「ああ。気を悪くせんでくれ。フォックス殿どのの仕事向きだと感心したのだ」

「……ほめられたような気がしませんけれど……まあいいです。

　それはそれとして──

『乗客パツセンジヤー』が見つかりました」

　フォックスはごく自然に、その言葉を口にした。

　皆が一瞬体を硬かたくする中、ただ一人ルグナードだけが、

「ほう。それはよかった。で、どこに？」

「ここの北にあるアラオザルという町です。

　前にルグナードさんがお会いになったのと同じ特とく徴ちようの男が、ここしばらく滞たい在ざいしているそうでして……」

　吉きつ報ぽうに、ルグナードの表情が翳かげる。

「そうか。それはまた随ずい分ぶんと……引っかかるな」

「ええ」

「──引っかかる、ってどういうこと？」

　尋たずねるアリサに、ルグナードはこともなげに、

「なぜしばらく滞在しているのか、ということだ」

「──なるほど、な」

　髪をかき上げ、つぶやくクラウスに、アリサは目をやり、

「どういうこと？」

「ルグナード、説明してやってく──」

「ちょっと待った」

　向けられたアリサの視線が、とたんに冷たいものになる。

「まさか『なるほどな』って言いたかっただけで、実は何も考えてなかったりするんじゃないよね？」

「それは誤ご解かいだな」

　クラウスはクールな笑みを浮かべてみせると、

「説明して間違っていたら格かつ好こう悪い。だから説明しない。それだけだ」

「……あー……」

　まっ正直な説明に、アリサはなんだか納なつ得とく顔で視線をルグナードへと向ける。

「……たまたま似た特徴の男がしばらく滞在している、という可か能のう性せいもあるが──」

　ルグナードは言う。

　禿とく頭とうで顔に傷きず跡あと、というとずいぶん特徴があるように聞こえるが、戦いの絶たえない世の中である。邪じや魔まにならぬよう髪の毛を剃そっている者も、顔に傷跡のある者もいる。

　直ちよく接せつ本人を見たことのあるルグナードが確かめるまでは、当人だと断定はできない。

「もし当人なら、今まで移動しながら実験を続けていた連中が、なぜ今回は足を止めているか、ということだ。

　連中の本ほん拠きよがそこの近くか、あるいは、ご招待、だな」

「招待……ですか？」

　エイミイのつぶやきにルグナードはうなずき、

「前のことで、向こうもこちらの存そん在ざいを知ったはずだ。なら当然潰つぶそうとしてくるだろうな」

「つまり……罠わなってこと？」

「可能性は高い」

　アリサの問いに、ルグナードは小さく首を縦たてに振ふる。

「さてそこで。

　皆さんには残念なお知らせがあります」

　残念どころか、むしろどこかおどけた調子でフォックスが言う。

「アラオザルには、みなさんだけで行ってもらいます」

「それのどこが残念なお知らせなんだ？」

　クラウスは問うが、ルグナードの方はその意味を察したらしい。難しい表情を浮かべると、

「罠とわかっても援えん護ごは期待できん、というわけか」

　ターシュ侯が雇やとった調ちよう査さチームは他にもいる、という話は聞いている。そしてフォックスたちのような情じよう報ほう調査部の人間もいる。

　そのどちらも手を貸かせない、と言っているのだ。

「いやぁ……申し訳わけありません」

　フォックスは頭を掻かきながら、

「向こうはこちらを一箇か所しよに集めて、町ごと一気に沈しずめる……という方法を取ってくるおそれがありますから……」

「なるほど。奴やつらならできる──か」

　クラウスは小声で吐はき捨すてた。

『乗客パツセンジヤー』は淵海孔アビスゲートを出現させる手しゆ段だんを持っているのだ。うかつに集まれば、まとめてドボン。はいお終しまい。

　海に呑のまれた自分が異い形ぎようと化す場面を想そう像ぞうしかけて、クラウスは、小さく一つ身を震ふるわせた。

「もちろん相手は、こちらがそう読むと見越した上で、多数であなたたちを押し包み、捕とらえて背はい後ご関係を聞き出そうとするかもしれません。

　かといって、このままほうっておくわけにもいきませんからねぇ……

　そもそも相手が本当に『乗客パツセンジヤー』なのか、そこを確かめる必要はありますが、相手を直接見ているのはルグナードさんたちだけですから……他の人たちに任まかせるわけにもいきませんし……」

「まあな……」

　ルグナードは苦く笑しようを浮かべつつ、あごひげをいじくりながら、

「つまるところ第一目的は相手の確かく認にん。

　連中だと確定できれば、状況によって、相手を探さぐるか確かく保ほを試みるか、あるいは町からの無事脱だつ出しゆつを試みるかの判はん断だん──ということでいいのかな？」

「上々です」

「クラウスとアリサもそれでいいか」

　確認に、二人は同時にうなずいて、

「ああ。望むところだ」

「……ま、あたしも相手の顔見ちゃってるし」

　もちろんクラウスには、正直、不安はあった。

　人数のはっきりしない連中と戦う不安ももちろんだが、それよりも大きいのは──

　また、出会ってしまうかもしれないという不安。

　弟を名乗るあの異い形ぎように、である。

　──表面上、平気なふりをするのにも慣なれたが、気持ちに整理がついたわけではない。

　語られたことを嘘うそだと拒きよ否ひしたい気持ちと真実なのだと断だんじる知ち識しき。弟との懐なつかしい思い出と海のものたちへの嫌けん悪お。それらが複ふく雑ざつ怪かい奇きに混まじった名状しがたい感情は、今でも彼の胸むねの奥おくによどみ沈んでいるだけで。

　もしもまたあれと出会ってしまったら。

　自分はどうするのか。どうすればいいのか。はっきり言って何もわからない。

　だが。

　避さけていては何も変わらない。変われない。

　立ち向かわなければならない。そのことだけははっきりしていた。

「それと一つ頼たのみたいのだが──」

　と、ルグナードはフォックスに向かって、

「その間、エイミイ殿どのは別の町で、そちらに預あずかってもらいたい」

「──ちょっ……!?」

「ええ。わかっています」

　エイミイの上げかけた抗こう議ぎの声をさも当然のように遮さえぎると、フォックスは彼女に向かって、

「エイミイさん。

　あなたがアラオザルの町に一いつ緒しよに行くのは、何の益えきにもなりません」

「──けど、ひょっとしたら何か研究の参考になるものが──」

「あなたの存在が弱みになる危き険けん性せいが高いんですよ」

　食いさがろうとする彼女に、しかしフォックスは遠えん慮りよなく事実を突つきつけた。

　足手まといになるのだ、と。

「もしも相手の数が多ければ。

　ルグナードさんたちは戦いのプロ。少々危あぶない状況になっても、逃にげ延のびることはできるかもしれません。

　けれど、戦いの経けい験けんのないあなたを連れて……となると、かなり難しくなってきます。

　立場上彼らには、あなたを見捨てることができません。

　よって、あなたが町に行ったせいで誰かが命を落とす……なんてことも起こり得るんですけれど……そういうのをお望みですか……？」

「──それは──嫌ですね。確かに」

　エイミイはため息混じりに、

「わかりました。

　みなさんがアラオザルに行っている間、別の町で待機。……その間は研究の見直しや整理に費やします」

　返事にルグナードはうなずいて、

「ああ。頼む。

　ことによると、エイミイ殿の学術研究こそが、何よりも早くこの事態を解決できるのかもしれんのだからな。

　荒あら事ごとは俺おれたちに任せてもらおう」

「はい。けれど──けれどもしも──」

　エイミイはルグナードに懇こん願がんのまなざしを送り、

「もしも興きよう味み深ぶかいサンプルが手に入れられるなら、絶対に持ち帰ってくださいね。連中の持っている各種資し料りようも大収しゆう穫かくでしたけれど、個人的にはメガロパの体たい組そ織しきの一部などが欲ほしいんですが──」

「う……うむ……極力努力する……」

　ルグナードは気まずそうに視し線せんを外すと、

「──ともあれ出発は明日として、ならば今日は鋭えい気きを養うとするか」

「ええ。ここは私が持ちますので、お好きなだけパーッとやっちゃってください」

　にこにこ笑顔で言うフォックスに、しかし一同は少ししらけた視線を向けて、

「……気持ちはうれしいけど、食事は大体終わってるし」

　とクラウス。

　こういった場所では食い逃げ飲み逃げを防ふせぐためか、食べ物飲み物が運ばれて来る都度代金を払うようになっている。

　食事がほぼ終わり、腹はらがほどよくくちくなったこの時点で、好きなだけパーッとやれと言われても限げん界かいはある。

「──あんたひょっとして、こっちのメシがほとんど終わるのを見計らってから来たんじゃないだろうな？」

「いえいえ。

　たまたまタイミングが悪かっただけですよ」

　クラウスの疑ぎ念ねんに、フォックスは左右に手を振って否定するが、果たしてどうだか。

「それじゃああたし、歌でも歌うね」

　アリサは言って立ち上がり、通り過すぎざま、クラウスの耳もとにそっと口を近づけて、

「──たまにでいいから聞いてね──」

　囁ささやくと皆の前に出ていって。

　そして──歌がはじまる。

　高く。低く。たゆたい流れ。

　アリサが奏かなでるたおやかなメロディ。美しい曲だとは思うのだが、クラウスはなぜかいつも彼女の歌を聴きくと、どうにも気分が悪くなる。

　しかし。

　クラウスは静かにイスを引いて立ち上がった。

　いつものことに皆みなは特に何も言わず──事じ情じようを知らないフォックスだけが、ちらと視線を向けて来たが、ただそれだけ。

　クラウスはそっと店を出て、人通りのない裏うら手てへと回る。

　風に乗ってかすかに届とどくのはアリサの歌声。

　何だろう。これは。

　アリサの歌を耳にして、胸むねにこみ上げて来たこの感情は。

　以前なら、理由はわからないが、ただ気分が悪くなるだけだった。

　だが、今のこの感情は何なのか──

　自分でもわけがわからぬままに。

　クラウスは一人、夜の中、酒場の壁かべに背せを預あずけたまま静かに静かに涙なみだを流す──



    

  
    
      



　活気のある町は人の心を浮き立たせる。

　通りに並ならぶ露ろ店てんには、あるいは果物くだもの、あるいは古物、さまざまなものが並べられ、道行く人々の目を奪うばう。

　道を行けば、さまざまな屋台の前を通りすぎるたび、熟うれた果物のにおい、花のにおいパンのにおい肉のにおい、さまざまなにおいが鼻び腔こうを撫なでて去ってゆく。

　人が多ければケンカやごたごたはつきもの。それを防ふせぐためか、通りのあちらこちらにはぽつりぽつりと警けい備び兵へいたちが佇たたずんでいる。

　そんな人ひと混ごみの中を、クラウスは一人、歩いていた。

　トルマレード領りよう、アラオザルの町。

　大きな街かい道どうが交差する交通の要所として発はつ展てんした町で、あちらこちらから人が集まり、市場通りと呼ばれる道には連日こうして屋台が並ぶ。

　何もない時なら、クラウスも店を眺ながめて楽しんだだろうが、さすがにこの状じよう況きようではそんな気持ちの余よ裕ゆうはない。

　顔に傷きずのある男がいる宿は、事前にフォックスから聞いてわかっていた。

　町を訪おとずれたクラウスたち三人は、別々の宿に部屋を取り、まずはルグナードが遠くから相手を確かめた。

　結果は──クロ。

　間ま違ちがいなく『乗客パツセンジヤー』の御ぎよ者しやだと、ルグナードは断言した。

　そこで次にクラウスたちは、相手に探りを入れはじめた。

　傷顔の男スカーフエイスは時折、宿を出てあたりをうろつき回る。

　ルグナードがやや距きよ離りを置いて男のあとを尾つけ、男がどんな行動をし、誰と接せつ触しよくするのかを調査する。

　だがルグナードの顔は向こうに割われている。当然ながら、連中の仲間は彼に目をつけるだろう。

　ゆえにクラウスとアリサはそれぞれ別々にルグナードのあとをつけ、彼をマークする者がいないか観察する。

　言ってしまえばこれは、クラウスたちと『乗客パツセンジヤー』たちの釣つり合戦。

　相手は傷顔の男スカーフエイスという見え見えのエサを垂たらして、誰かが食いつくのを待っている。

　対するクラウスたちは、やはりルグナードというエサに傷顔の男スカーフエイスをマークさせて、誰かが食いつくのを待っている。

　魚とエサが錯さく綜そうし、釣り竿ざおが何本あるかもわからぬ読み合いだまし合い。

　そんな日が何日か続いて、今日で四日目。

　傷顔の男スカーフエイスは、自分を尾けるルグナードには気づかぬそぶりのまま、あいもかわらず町をぶらついていた。

　いくらエサとはいっても、あからさま過すぎるのはさすがにまずい。よって今のルグナードは、一応変へん装そうをしていた。

　赤い髪かみを黒く染そめて後ろへなでつけ、ひげの色も変えている。幾いく重えにも羽は織おった赤いマントの上から、さらに一枚まい、黒いマントを羽織り、見るからに暑そうである。

　とはいえこんな変装で、向こうが気づかぬはずもない。そろそろ何か動きがあってもよさそうなのだが──

　その時。

　人混みの中を歩きつつ、クラウスはふと気がついた。

　ルグナードのあとを尾ける、一人の男の存在に。

　黒い髪の仏ぶつ頂ちよう面づら。

　通行人を装よそおってはいるが、意い識しきと視線はルグナードの方に向けられている。町の人々と同じような格好で、剣けんなどの目立った武ぶ器きは身につけていない。

　クラウスはあわてて記き憶おくを掘ほり起こす。男は一体いつ頃ごろから、ルグナードのあとを尾けていた？

　意識には残っていない。

　ということは、つい今しがたルグナードをマークしはじめたのか。あるいはしばらく前からついて来ていたのだが、今になって態たい度どを変えたのか。

　どちらにしろ、何か行動を起こす可能性が高かった。

　クラウスはあたりの店に並んだ品物を眺ながめながらも、ルグナードと男に注意を向ける。

　アリサは気づいているだろうか？　変装してついて来ているはずだが、どこにいるのかまではクラウスも知らない。

　仏頂面の男は急に歩みを早めると、ルグナードの背せ中なかに迫せまり──

　──動くか──？

　クラウスは自身に問いかける。

　男がルグナードに危害を加えるつもりなら、止めなければならないが──

　──いや、まだだ。

　はやる心を抑おさえ込こみ、クラウスは胸の裡うちでつぶやいた。

　向こうにしてもルグナード一人だけをどうこうして終わるつもりはないだろう。ならこの動きは、揺ゆさぶりか他の目的か。

　いずれにしても、今この場でルグナードを害するつもりはないはずだった。

　男は──そのままルグナードを追い抜ぬくと、店の品物を物色するふりをはじめた。

　どさくさまぎれに振り向いて、ルグナードの顔を確かく認にんしたのがはっきりわかった。

　やがてルグナードは変わらぬ足取りで男の後ろを通り過ぎ──男はふたたび、ルグナードのあとを尾けはじめる。

　クラウスも二人について歩みを進め。

　ほどなくルグナードが道を変えた。

　いつも通っていた道から外れ、人通りの少ない方へと向かってゆく。

　傷顔の男スカーフイエスがいつもと違う道を進んだのか。それともルグナードが、自分を尾ける男を誘さそい出すために道を変えたのか。

　後者だとすれば、それは、男に仕し掛かけるという意思表ひよう示じ。

　ルグナードと男とは、大通りを外れて細い道へと入り込む。

　通りを一本外れれば、人は極きよく端たんに少なくなる。尾び行こうをする側にとっては見つかりやすくなるとも言えるのだが。

　先行く二人を見失わずに済すむかどうか、きわどい距離を保たもちつつ、クラウスは二人のあとに続いて──

　──やがて行く先で、声が聞こえた。

　知らない男の、詰きつ問もん調子のとがった声。

　何を言っているのかまではわからなかったが──次に耳に飛び込んできたのは、間違いようもなくルグナードの声だった。

　──仕掛けてきやがった──！

　思うと同時に、クラウスは足音を殺して地面を蹴ける！　通りを駆かけてあたりに目をやれば、人通りもない路地の奥おく、向き合うルグナードと一人の男！

　男はこちらに背を向けている。クラウスのことには気づいていないのか、あるいはそういうふりをしているだけか。

「──覚えているか？　サーナスの町でのこと」

　男はルグナードに問いかける。

　サーナスの町。

　そこは、ルグナードが『乗客パツセンジヤー』たちと顔を合わせた場所。

　ならばもう間違いはない。

　この位置関係なら、自分とルグナードとで相手をはさめる。罠わなの可能性もあるが、こちらにはまだアリサもいる。

　クラウスはゆっくり歩みを進めつつ、男の背中に声をかけた。

「──サーナスでのことは、オレにも聞きたいことがある」

　男は体を小さく震ふるわせ、はじかれたようにふり返る。どうやらクラウスの存そん在ざいには気づいていなかったようである。

　だが。男の動どう揺ようはわずかに一いつ瞬しゆん。

　左手ににぎった何かを口もとに持ってゆき──

　ぴゅりりりりりりりりりりりりりりりりり！

　鳴り響ひびいたのはけたたましい笛の音。

　あからさますぎる合図に動揺するクラウスとルグナード。こんなけたたましい合図では、仲間の『乗客パツセンジヤー』どころか、町の警けい備び兵へいたちまで呼びかねない。

　クラウスはルグナードと刹せつ那な視し線せんを交かわし──はさんだ男に向かって突っ込んだ！

　ややこしいことになる前に、男を連れ去ることができればいろいろ聞き出せる。

　ルグナードも反対がわから距離を詰める。

「くっ！」

　男はクラウスとルグナードを交こう互ごに見やりつつ、いまだ武器を取り出すそぶりはない。

　だからといって油断してやるいわれはない。

　相手が丸まる腰ごしのわけがなかった。靴くつに刃は物ものを仕込んでいるとか、こちらの油断をついて毒を塗ぬったナイフをくり出して来る、くらいのことはするだろう。

　相手の挙動に注意しながら、クラウスは慎しん重ちようにかつ迅じん速そくに距離を詰めると、ルグナードの方を見やって──

「今だ！」

　クラウスの上げた合図の声に、男は反はん射しや的にルグナードの方を向く。

　もちろん合図は相手の注意をそらすためのもの。クラウスはさらに加速し、一気に間合いを縮ちぢめゆく！

　風を感じたか気配を読んだか。男があわててふり向いた。

　同時に、クラウスは手刀を男の首くび筋すじに叩たたき込む！

　昏こん倒とうさせるつもりの一いち撃げき。

　だがそれは、当たり所や力の加か減げんがすこし違えば意味はない。ふり向きかけていた相手の首筋を打った一撃は、男の顔をわずかにしかめさせたのみ。

「くっ！」

　呻うめいた男は右の拳こぶしをクラウスのみぞおち狙ねらいでくり出した。



    

  
    
      　クラウスは体をひねると鎧よろいの胸で拳を受け、蹴りを相手の腹に叩き込む。

　相手は小さく呻くと身を引いて──

「うおっ!?」

　突とつ如じよまっ暗になった視界に驚いてか、声を上げてもがく。

　なんのことはない。男の後ろから近寄ったルグナードが、一番上に羽織った黒マントを脱ぬいで、後ろから男の頭にかぶせたのだ。

　混乱しもがく男にクラウスは──

「──そこまでだ！　賊ぞくども！」

　その時響いた制せい止しの声に、クラウスとルグナード、二人の動きが止まる。

「……賊？」

　クラウスの背後に迫るいくつもの足音。しかしふり返る必要はない。ルグナードの後ろから駆け来るいくつもの影は、普通の町人の姿をした男たち数人と──加えて警備兵たちが数人。

　大きな通りに立っていた警備兵たちである。

『乗客パツセンジヤー』たちが被ひ害がい者しやヅラをして通報したのか。

　となれば、警備兵に自分たちを捕らえさせ、牢ろうともども淵海孔アビスゲートに沈める気か──

　そう判断したクラウスは、目の前の男を指さすとあわてて声を上げる。

「誤解するな！　こいつは──！」

「私は！」

　男はようやくマントをはねのけ、声を上げる。

「トルマレード軍サーナス警備隊所しよ属ぞく、ミゲル＝ティロッティだ！」

　…………………………

『え？』

　クラウスとルグナード、二人が間の抜けた声を上げてかたまった時には、警備兵たちによる包ほう囲い網もうは完成していた。

　事態がわからず、クラウスがおろおろしていると、

「待て！」

　ルグナードが声を上げる。だがむろん警備兵たちが待ってくれるはずもなく──

「ターシュ領のあるお方からの依い頼らいで人を捜さがしている！」

　あるお方、という権けん威いをにおわせる言い方に、警備兵たちの動きが止まる。

　ルグナードはミゲルと名乗った男に目をやり、

「捜す理由は、俺のような下しも々じもの者には聞かされておらんが……

　彼に目をつけたのはこちらの勘かん違ちがいだ。相手は顔に傷のある男でな」

　顔に傷のある男、という言葉に、ミゲルがわずかな動揺を顔に浮かべた。

「見つけてあとをつけるうちに、彼──ミゲル殿がこちらのあとをつけて来たのでな。仲間かと思って話を聞こうとしたのだが……つい先走ってこうなった」

「それを……信じろ、と？」

　ミゲルの呻うめきにルグナードは平然と、

「ターシュ領に使いをやって、確たしかめてくれればいい」

「ターシュ領の誰に、だ？」

　問われれば、ルグナードはクラウスにちらりと目をやって、

「こんな場所でおおっぴらには言えんな」

「なら場所を変えて話してもらおうか。……捕まえろ！」

　ミゲルの合図に、包囲していた軽装の兵士と私服の兵士たちはクラウスとルグナードに向かって殺さつ到とうする。

　クラウスが視線で問えば、ルグナードは、抵てい抗こうするな、と無言の答え。

　もみくちゃにされて縄なわを打たれ。

　この時になって。

　クラウスはようやく悟さとる。

　ルグナードのさきほどの説明は、相手を納なつ得とくさせるためのものというより、このあとの取り調べで、雇やとわれただけだから事情はよくわからない、というセンで口くち裏うらを合わせろ、という自分へのメッセージだったのだと──



　牢の暮くらし心地ごこちは、劣れつ悪あく、の一言に尽つきる。

　脱だつ走そうを防ふせぐため堅けん牢ろうな造りになってはいるが、ゆえに風通しや水はけも悪く、じめつき淀よどんだ空気がわだかまっていた。

　部屋の奥に、日に何度か水が流される溝みぞが切ってあり、それがトイレになっている。

　前にその部屋にいた者の遺のこして行ったいろいろなモノが、ロクな掃そう除じもされないままになっていて、状じよう況きようは推おして知るべし。

　食事も当然質しつのいいものが出るはずもなく、しなびた野菜屑くずの入った塩スープと乾かわいて黴かび臭くさいパン切れ。

「……前に聞いた通りだったな……」

「うむ。言った通りだったろう」

　隣となり合う牢にほうり込まれ、つぶやくクラウスにルグナードは言った。

「なんでそこで自じ慢まんげなんだよ」

　石積みの上に板を置いて固定しただけのベッドに腰こし掛かけ、壁に背中をあずけて言えば、頭の後ろから声が返ってくる。

　おそらくルグナードも隣の個こ室しつで、同じポーズをしているだろう。ベッドの他に腰を下ろせる場所などないのだから。

「ここで虚きよ勢せいを張はっておかねば、自分がくじけそうになるからだ」

「虚勢か。」

「虚勢だ」

　しばしの沈ちん黙もく。

　二人はアラオザルの町にある警けい備び兵へいの詰つめ所に連行されると、武ぶ器きと防具をすべて取り上げられた。

　クラウスが持っていた隠かくし武器の量に兵士たちはあきれていたが、釈しやく放ほうされる時にちゃんとみんな返してもらえるのだろうか。

　──いや、そもそも釈放されるのかどうかも怪あやしいが。

　その後二人は別々に取り調べを受け、こうして牢にぶち込まれたのだ。

　牢は短い廊ろう下かに向かい合わせで二つずつ、の合計四つ。クラウスとルグナードがほうり込まれているのは、互たがいの顔が見えない隣り合わせの部屋だった。

　廊下のつき当たりには鉄で補ほ強きようされたドアが一枚まい。反対側の壁には、真水に魔力素マナチツプを浸ひたしたランプが昼間から灯ともっている。

　手を伸のばしても届とどかないほどの高さに小さな小さな窓まどがあり、空は見えないが光と風は入ってくる。だがそれだけではやはり薄うす暗ぐらいのだろう。

　取り調べでクラウスは、ルグナードが言っていたのに話を合わせた。

　見た目の通り流れの傭よう兵へいで、人捜しを頼たのまれた。自分は依頼人に会っていないし素す性じようも知らない。ターシュ領内の身分ある人物だという察しはつく。

　依頼人の素性にも依頼の理由にも、捜す相手の人物像にも興きよう味みはない。依頼料は相場以上で、それはすなわち、あれこれ詮せん索さくするなという意味に受け取ったから。

　警備兵たちは納得できない顔をしてはいたものの、とりあえずそれで取り調べは終わった。

「……取り調べって、もっと拷ごう問もんっぽいことをされるのかと思ってたんだが」

「間違ってはいないな」

　クラウスのつぶやきに、ルグナードが壁の向こうから言う。

「俺たちが本当にターシュ領の身分ある人物から依頼を受けているなら、ぞんざいに扱あつかうわけにもいかんということだろう。

　もしもターシュ領の連中が、知らぬ存ぜぬとこちらを切り捨すてにかかれば、面おも白しろくないことになるだろうな」

「……いや。切り捨てないだろ？」

「わからんぞ。向こうの政せい治じ的思惑おもわくという奴やつがどう働くか、によって違ちがって来る。可か能のう性せいは否ひ定ていできんさ」

「それは……嫌いやだな」

「まあな」

「けどオレたちそもそも、一体どういう理由で捕まってるんだ？　連中、こっちの事情を聞くだけで、なんでオレたちを捕まえたのか、さっぱり説明しなかったが」

　もちろん人違いとはいえ、私し服ふくの警備兵をフクロにすれば、それだけで捕まる理由は十分である。

　だがなぜそもそも、あちらはルグナードをマークしていたのか。

「さきほどのミゲルという男がいただろう」

　ルグナードは、二人でフクロにした警備兵の名前を出して、

「俺はどうやらサーナスの町で、あいつと出会っているらしい」

「……なんだそりゃあ？」

「言っただろう。あの町で傷顔の男スカーフエイスたちに出会ったものの、いろいろ横から出てきたから退ひいた、と」

『乗客パツセンジヤー』という呼こ称しようは出さずに語る。

「言ってたな」

　それはさすがに覚えていた。ごたついている間に町の警備兵や淵アよビりス来フるオもーのムも出て来た、と。

「あの時の警備兵の生き残りが、さっきのミゲルという男だ」

「──そっちかよ」

「ああ。

　あの時ミゲルは、俺の顔と傷顔の男スカーフエイスの顔を覚えたのだろう。

　そのあと淵アよビりス来フるオもーのムたちが出てきたものだから、俺たちが化け物どもと何か関わり合いがあるのでは、と勘違いでもしたのだろうな」

　おかしな言い方にクラウスは眉まゆをひそめて──しかしすぐに理り解かいする。

　自分たちの会話は、盗ぬすみ聞きされているかもしれないのだと。

　ここにいるのはクラウスたち二人だけ。牢屋番の姿すがたもない。

　牢屋番はサボっているだけかもしれないが、そう思わせて、こちらに内緒話をさせ、盗ぬすみ聞きするための仕掛けかもしれない。

「で、あの時に見た傷顔の男スカーフエイスがいると知り、この町にやって来た……らしい。

　たぶん傷顔の男スカーフエイスの背はい後ご関係を探さぐるために泳がせていたのだろうな。

　そこへ、同じく傷顔の男スカーフエイスを捜して俺たちがやって来て──」

「つまり……こっちは私服の警けい備び兵へいを、警備兵はこっちを傷顔の男スカーフエイスの仲間と勘かん違ちがいした、ってことか……？」

「おそらくな」

「ひとごとかよっ！」

　気軽な言いように、クラウスは、どんっ、と後ろの壁を叩たたき、

「というか、ルグナードがあのミゲルって奴やつの顔をちゃんと覚えてりゃあこんなことにならなかったんだろ！」

「無む茶ちやを言うな。あたりは暗いしさわぎは起きる。傷顔の男スカーフエイスがそこにいる。その状況で、ぞろぞろ出てきた警備兵全員の顔など覚えられるか」

「……そりゃあそうかもしれないが……

　なら今日、ちゃんと相手の素性をきっちり確かめればよかっただろ！」

「そのつもりだったのだがな。

　途と中ちゆうで、誰だれかが後ろから格かつ好こう良い決め科白ぜりふとともに出てきてくれたおかげで、相手に増ぞう援えんを呼ばれてな」

「──う──」

　もちろんクラウスのことなのだが。

「……なんとかならねえかなこの状況……」

「さてな。今は状況が変わるのを待つしかあるまい」

　答えに小さく吐と息いきをついた。

　盗み聞きを警けい戒かいして口には出さなかったが、とりあえずアリサは無事のはず。

　とはいえ、彼女が獅し子し奮ふん迅じんの大活かつ躍やくをして助けてくれる──などと都合のいいことがあるはずもない。

「やれやれ……結局は、待つしかないってことか──」

　クラウスのぼやきにしばしの沈黙が落ち──

　それを破やぶったのは、ざわめきと、ドアのカギが開く音。

　……？

　クラウスとルグナード、二人は牢の鉄格子に歩み寄ると外を見る。

　音は廊下のつき当たりから。

　ほどなくドアがきしんで開き──

「ほら！　入れ！」

　警備兵たちに連行されて入ってきたのは──

『な……!?』

　クラウスとルグナード、二人は同時に声を上げた。

　声に相手もふり向くと、ルグナードを目にして、傷きず跡あとの目立つその顔に驚おどろきの表情を浮うかべる。

『乗客パツセンジヤー』の一人。傷顔の男スカーフエイス。

「つ……捕つかまえたのか!?」

　クラウスが思わず問えば、男を連行する警備兵の一人が──よく見るとそれは武ぶ装そうしたミゲルだったが、

「ああ。これ以上は泳がせておく意味もなさそうだからな。お前らと同じで適てき当とうなことを言ってるが……せいぜいじっくり取り調べをさせてもらうぞ。

　なにしろ時間はたっぷりあるんだ」

　ミゲルは言いながら、傷顔の男スカーフエイスをクラウスの向かいの牢に放ほうり込む。

　──冗じよう談だんじゃない──

　わめきたくなるのをクラウスは必死でこらえた。

　事情がわかっていないからとはいえ、何をしやがるのかここの警備兵どもは。

　こういう場合、悪あく党とうの取る行動にはいくつかパターンがある。

　クラウスが最初に思いついたのは、情じよう報ほう漏もれを防ぐための口くち封ふうじ。

　もしその想そう像ぞうが当たっていれば──

　この詰つめ所はもうすぐ、海に沈しずむ。



　夜までの時間はやたらと長く感じた。

　高い小窓から漏れ入る光が、少しずつかがやきを弱め、それでかろうじて夜が来たのだと知れる。

　その頃に、昼に出たのと同じ、くさい飯が運ばれて来る。

　食事が終わって食器が回かい収しゆうされれば、あとは特にやることもない。外が暗くなってもまだまだ宵よいの口。無理に眠ねむっても、夜中に目覚めてヒマをもてあますのがせいぜい。

　ならあとは、雑ざつ談だんをするぐらいしかないのだが──

　傷顔の男スカーフエイス相手の『雑談』は、とっくに失敗に終わっている。

　男が牢に入れられてから、ルグナードはなんとか情報を引き出せないものかと、いろいろと水を向けてみたものの──

　名前はガイツ＝クランク。流れの旅人で、よくわからない連中に雇やとわれて御ぎよ者しやをやらされて、今回もその連中に代金を先さき渡わたしされ、宿に滞たい在ざいしていたのだとか。

　よって、いっしょにいた連中のことはよく知らない。

　聞けたのはせいぜいその程てい度ど。

　もちろん、おそらく全部嘘うそ。

　たぶん名前もでたらめだろう。

　だがこの状況では、いろいろと突つっ込こんで聞くわけにはいかない。へたをすればこちらの方にボロが出る。

　実じつ際さい、傷顔の男スカーフエイスがルグナードの問いにある程てい度どつき合ったのも、話の中でこちらに探りを入れるつもりでのことだろう。

　ルグナードとクラウスも、名前こそ本名を使ったが、『雇われただけでよくわからない』という作り話を通した。

　むろん傷顔の男スカーフエイスも気づいただろう。こちらの話も嘘ばかりだと。

　結局は、そこでお互たがいが追及をやめた。

　話が途と絶だえてからの沈ちん黙もくの中、クラウスの胸むねの裡うちでは、時間とともに不安だけがどんどんと大きくなっていた。

　──ここが淵海孔アビスゲートに沈しずめられる──

　一度浮かんだその考えが、どうやっても頭を離はなれてくれない。

　だが警備兵たちに聞かれている可能性を考えれば、それを口に出して、ルグナードに意見を聞くことも、傷顔の男スカーフエイスを説得することもできない。

　海に、呑のまれる。

　それがどういうことなのか。

　弟を名乗った異い形ぎようは、人が海に呑まれれば異形になるのだと言った。それが本当なのかどうかはわからないが──

　海に呑まれてただ死ぬのと。

　海に呑まれて姿も考えも自分が自分でなくなるのと。

　果たしてどちらがマシなのだろうか。

　あれ以来、なるべく考えないようにしていたことを、今は嫌でも考えざるを得ない状況にあった。

「──クラウス──」

　もしも自分が異形となれば、どこかに淵海孔アビスゲートが出るたびに、やはり淵ふちから這はい上がり、罪つみもない人々を、平気で殺したり海に引きずり込んだりするようになってしまうのだろうか。

　ふと。

　異形と化した自分が、難を逃のがれたアリサと対たい峙じする様を夢む想そうする。

　もしそうなったら。

　──あいつになら──殺されてやってもいいか──

　そんな思いが脳のう裏りをよぎる。

「クラウス！」

「──あ──え？　な、何だルグナード？」

　名を呼ばれてようやく我われに返る。

　だが、返事の声は自分でもはっきりわかるほどに震ふるえていた。

「さっきからずっと、独ひとり言をつぶやいているのが聞こえたのでな。何か気になることでもあるのか？」

「あ、いや……」

　どうやら意い識しきせぬうちにつぶやきが漏もれていたらしい。

「ひょっとして、前の町で淵海孔アビスゲートが出たから、この町でも──と案じているのか？」

　ルグナードがどういう話をしようとしているのかはわからなかったが、とりあえず話を合わせてみる。

「……まあ、な……」

「心配のしすぎだ。

　さすがにそんな偶ぐう然ぜんが続くはずもないだろう。

　万一またそんなことが起きたとしても、ここならむしろかえって安全というものだろう。

　たまたまこの詰め所そのものが海に呑まれでもすれば話は別だが」

　クラウスはそこで理解する。ルグナードは、傷顔の男スカーフエイスの動どう揺ようを誘さそうつもりだと。

　自分が口くち封ふうじされる可能性をにおわせてやれば、態度に変化を見せるかもしれない。たぶんそういう意図だろう。

　だが傷顔の男スカーフエイスに動揺の色は微み塵じんもない。

　むしろクラウスの方が、ルグナードの意図はわかっていながら気分が悪くなっただけ。

　これ以上この話を続ける気力もなく黙り込み──



　どんっ。



　と、一つ。世界が揺ゆれた。

『──!?』

　動揺に、座すわっていたベッドから立ち上がったのは三人同時。

　全員が知っていた。

　今の揺れが何なのか。

　廊ろう下かの奥おくのぶ厚あついドア。たいていの音は遮さえぎるだろうその向こうから、ざわついた空気がにじみ出す。

　牢ろうの上にある小こ窓まどから外のざわめきが聞こえて来る。

「──出やがった──」

　クラウスは震える声を吐はき捨すてた。

　淵海孔アビスゲート。

　もちろん、たまたまのはずはない。『乗客パツセンジヤー』たちがやったのだ。

　だが淵海孔アビスゲートを出すならば、口封じの意味を含めてこの牢のある場所を丸ごと沈めるだろうと思っていたのだが──

　もちろんここは沈んでいない。今の感じでは、そう遠い場所ではないようだが。

　なら連中は、一体どういうつもりで──

「──随ずい分ぶん仲間思いの者がいるらしいな」

　ルグナードが言った言葉の意味が、クラウスには一いつ瞬しゆん理解できず、

「……何のことですか……」

　問い返したのは傷顔の男スカーフエイスだった。

「いや。こちらとしては少々困こまる、ということなのだが」

　わけのわからぬことを言って、ルグナードは口をつぐむ。

　その間にも窓から聞こえる騒ぎはずっと続いている。

　町の中に淵海孔アビスゲートが出現した時、普通の人々は逃げるか閉とじ籠こもって息をひそめるか。いずれにしても普通は、騒ぎと静せい寂じやくの波ができる。

　だが──

　そんな状態のまましばらく経たっても、外の騒ぎは変わらない。それは、ここが兵たちの詰め所ゆえなのか。

　音は聞こえど状況は見えず。そんな中で、時間だけが過ぎてゆく。

「──おい！　誰か！」

　そんな中。とうとう我が慢まんが限げん界かいに達し、クラウスは声をはり上げる。

「誰か！　いないのか！　どうなってる！」

　叫さけんで待てど、答えの返ってくる気配もない。

　ただ外からは、変わらぬざわつきが伝わり来るのみ。

「よせ。クラウス。無む駄だだ」

　と、冷静なルグナードの声。

「囚しゆう人じんの相手をしてくれるヒマのある奴やつなどおらんだろうよ」

「……っくそっ！」

　毒づいて、クラウスは、どっか、とベッドに腰こしを下ろす。

　やがてひときわ外のざわめきが増ます。

　おそらくは、戦いの場所が近い。

　その時。

　小さな金きん属ぞく音おん。続いて響く重いきしみ。

　廊下のドアが開いたのだと、皆が気づいてそちらに目をやる。

　そこにいたのは──とうてい警けい備び兵には見えない、黒いマントに金きん髪ぱつの女。

「──！」

　クラウスはようやく悟さとる。さきほどルグナードが傷顔の男スカーフエイスに言った、『仲間思いの者がいる』というセリフの意味を。

　連中は淵海孔アビスゲートを出現させて、詰め所から兵士たちを引き離し、その間に傷顔の男スカーフエイスを奪だつ還かんするつもりなのだ。

　金髪の女はおそらく、クラウスが何度か会った『乗客パツセンジヤー』の一人──

　だと思ったのは一瞬だけ。

　女は手にしたカギで、ルグナードの入っている牢を開けながら、

「二人残ってたけどノしたから。荷物は自分で捜さがして」

「──アリサ!?」

　聞き覚えのある声に、クラウスは思わずその名を呼んだ。

　長い金色の髪に防寒用の黒マントは確かに、『乗客パツセンジヤー』の女を想おもわせる。

　しかし手て袋ぶくろに包まれたその左手には、クラウスにとっては見み慣なれた槍刃ブレードスピア。こんな武ぶ器きを使う物好きなどそうそういない以上、問答無用の当人証しよう明めい。

　なんでアリサが現あらわれたのか、クラウスにはよくわからないが、とにもかくにもありがたい。

「──助かる」

　ルグナードは礼を言うと牢を飛び出し、続いてアリサはクラウスの牢のカギを外しにかかった。

　近くで見れば金髪はカツラだとわかったが、いつもは素顔なのに今は化け粧しようをしており、だいぶ印象は違う。なんだかずっと大人びて見えて。

　クラウスは思わずぽつりと、

「化粧……変な感じだな」

「なにをーっ!?」

「あ！　いや！　違う！　見慣れてないから違い和わ感あるって言いたかっただけで……！」

「とにかくっ！」

　アリサはがちゃりとカギを開けて、

「自分の荷物は自分で取って来る！」

「おう！　すまん！」

　牢ろうを飛び出しドアをくぐれば、テーブルとイスが並んだ休きゆう憩けい所じよらしき部屋。牢に連行される時にもここは通ったが、部屋にはドアが三つあり──

「クラウス！　こっちだ！」

　ルグナードの声は、もう一つの開いたドアから。

　行けば倉庫のような場所。ルグナードが、開いた木箱から取り出した手て斧おのを、腰の後ろにさしているところだった。



    

  
    
      　彼の手斧は、別に業わざ物ものでもなんでもない平へい凡ぼんな品。前にサーナスの町で一本を投げ放って失くしているが、後に適てき当とうな店で量りよう販はん品ひんを買っている。

　おかげで二本の見た目が異ことなり、クラウスとしてはそこがどうにも気になるのだが、ルグナードの方は無む頓とん着ちやく。

　今もそのあたりのことが気になりつつも、クラウスも同じ箱から自分のものを取り出し身につけながら、

「ずいぶんあっさり見つけたな」

「見当はつけておいたからな」

　どう見当をつけたのかは謎なぞだが、今はそれを聞いている場合ではない。落ち着いたら後学のために聞いておこうと思いつつ、鎧よろいを着けたクラウスは、取り上げられていた隠かくし武器や隠し武器や隠し武器や隠し武器を一つずつ装そう着ちやく──

「遅おそいー！」

　声を上げたのは後ろから来たアリサ。

　ジャマなカツラとローブをかなぐり捨てて、

「ゆっくりしてるヒマないから！　たぶんもうすぐ連中が来る！」

　言った言葉に、クラウスはようやく、ことのいきさつを理解した。

　変装して尾び行こうしていたアリサは、クラウスとルグナードが連行されたのを見て、詰め所を見張っていたのだろう。

　ところが続いて、傷顔の男スカーフエイスが捕まって来た。

　そして、近くに出現した淵海孔アビスゲート。

　これを、混こん乱らんに乗じて『乗客パツセンジヤー』が傷顔の男スカーフエイスを救うための作戦だと読んだアリサは、その計画に便乗し、警備兵たちが出で払はらうのを見み届とどけて突とつ入にゆう。二人を助けた──

　おそらくそういう流れなのだろう。

　これにはクラウスたちを救うというだけでなく、仲間を助けに来るだろう『乗客パツセンジヤー』たちを待ち伏ぶせる意味もある。

「ああ。わかってる。すぐに用意する！」

　言いながらクラウスは隠し武器や隠し武器や隠し武器や隠し武器を──

「そんなに隠し武器好きなら、目から雷らい撃げきとか口から槍やりとか出せばいいのに！」

「できるかっ！」

　不ふ機き嫌げんに皮肉を飛ばすアリサに、クラウスは作業の手を止めずに答える。

「そこは努力で。」

「努力でなんとかできるなら、とっくにやってる！」

「やるんだ。」

　アリサがちょっと引き気味なのはなぜだろう。隠し武器は男のロマンだというのに。

　ルグナードの方はもう身み支じ度たくを終えて、アリサに向かって、

「牢にいたもう一人は？」

「とーぜんあのまま。だから連中は、あいつを助けるために中に入って来るはず」

「牢の壁かべを破やぶられるおそれは？」

「ないない。城しろ攻ぜめ用の破は城じよう槌ついでもない限かぎり、破れるような──」



　どゴンッ！



　爆ばく発はつにも似にた轟ごう音おんが、詰め所の建物をゆるがした。

　ルグナードとアリサは顔を見合わせて──

　クラウスは、隠し武器の最後の一つを身につけ、長剣を手に取る。

　三人が身をひるがえして駆け、向かったのは牢のある場所。

　覗のぞき込んだそこでは──

　ランプの灯あかりを、まき起こった土つち煙けむりが白く濁にごらせている。

　牢の壁のそこここが崩くずれ去り、鉄の格子はひしゃげて曲がり。

　伏せていた傷顔の男スカーフエイスがせき込みながら身を起こし、崩れ破れた壁の外には夜の町。

　そして──

　壁の穴から破壊の跡を目でたどれば、向かいの牢ろう屋やの鉄格子までひしゃげさせ、反対側の壁にめり込み、止まった、どこかで見たような楕だ円えん形けいの物体。

「……こう来たか……」

　ルグナードがあきれた声でつぶやいた。

　クラウスにとっては二度目の出会い。たしか、フェリエラとかいう名前だったような気がするが。

　その瞬しゆん間かん。

「黒の一二三──」

　声を上げ、床ゆかを蹴けったのはアリサ！

「はブじラけンろブ！」

　駆け込み間合いを縮ちぢめつつ、手にした槍刃ブレードスピアをフェリエラ目がけてふり下ろす！

　槍刃ブレードスピアの峰みねに埋うめ込まれた魔力素マナチツプが、アリサの合図を受けて爆ばく裂れつし、人の力だけでは生み出し得ない力と速度を刃に乗せる！

　フェリエラの本体は、おそらく見たまま、水に包まれた黒い楕円球。槍刃ブレードスピアの一撃で砕くだけば仕留められるはず。

　だが。

　ぎんッ！

　鳴ったのは金属音にも似た響き。

　槍刃ブレードスピアの一撃は、フェリエラを包んだ水の膜まく、その表面でいともあっさりはじかれていた。

　はじかれ流され軌き道どうを変えて、槍刃ブレードスピアは牢の石壁へとめり込んだ。

「白の一！　はブじラけンろブ！」

　アリサの命令に、槍刃ブレードスピアが爆発した──ように見えた。

　はじけるように持ち上がり、めり込んでいた壁から離れる。

　加速して何かに食い込んだ刃を引き抜くために、刃の側にも魔力素マナチツプを仕込んでいるのだろう。その使い方はもはや、刃物というより鈍どん器きに近い。

　だがその質量と速度で相手を断たち割わるはずの一撃も、フェリエラ相手には通用しなかった。おそらくは、水の表面を何かの術じゆつで硬こう化かさせているのだろう。

　考えてみれば、相手は体当たりで壁を壊しているのだ。当たり前といえば当たり前の話だった。

　あわてて後ろに退さがるアリサ。

　フェリエラは、水の足を伸のばしてむくりと起き上がり、楕円の先を、ゆっくりと、クラウスたちの方に向け──

「……だ……だめです……」

　ぼそりとつぶやいたのは傷顔の男スカーフエイス。

「そいつらは……生け捕どりにして……」

　ぶわっ。

　話半ばで音すら立てて、白びやく霧むがあたりにひろがった。

　耳をつんざく破壊の音は、とっさに身を伏せたクラウスたちの頭上から聞こえた。

　傷顔の男スカーフエイスは制せい止しの声を投げかけていたが、フェリエラが自分たちの方を向いたその瞬間、クラウスたちは殺気を感じ、身を投げ出すようにその場に伏せたのだ。

　でなければ、胸から上が持って行かれていただろう。

「くそっ！」

　頭上から降ふり来る、砕かれた壁のガレキの雨も止やまぬうち、クラウスは身を起こしざま前へと駆けた。

　とりあえずは傷顔の男スカーフエイスを捕まえる。

　異形がそれで攻こう撃げきをためらってくれるかどうかは疑ぎ問もんだったが、傷顔の男スカーフエイスをほうっておくわけにもいかない。

　同じ考えだったのだろう。ルグナードとアリサも並んで駆けて──

　土つち煙けむりか霧きりかもわからぬ白の中、牢を見やればそこに目ざす相手の姿すがたはなく。

　破れた壁から外へと出たか。身をひるがえして床を蹴り──

　三人は、白い霧から抜けて出た。

　飛び出たそこは詰め所の裏庭。やや距きよ離りを置いて、高い塀へいが敷しき地ちをぐるりと囲んでいるが、塀の一部は砕けて崩れ、先に見えるは夜の町。

　その場所に。

　四つの影かげが佇たたずんでいた。

　一人はたった今、牢から逃にげた傷顔の男スカーフエイス。

　残り三人はブラウンのマントとフードを身に纏まとっているが、影のうち一つだけが他と比くらべて小さい。

　──『乗客パツセンジヤー』──

　そうつぶやきかけて、クラウスはやめる。それはこちらが勝手に呼んでいる名だ。

　小さな影はクラウスを目にすると、フードの下から覗のぞく顔に、かすかな動どう揺ようの色を浮かべた。

「──あなたは──」

「……やっぱりあんたか……」

　女のつぶやきに、クラウスが呻く。

　女の隣にいる仏ぶつ頂ちよう面づらの男にもクラウスは見覚えがあったが、相手の方は何の反はん応のうも示しめさない。おぼえていないのか関心がないのか。

「……なんでこんな真ま似ねをする……？」

　クラウスの問いに、女は小さく口を動かした。

「──もうすぐわかるわ──」

　女の口は続けて動き──だが。

　それを待たずにアリサとルグナードが地を蹴けった。

　刹せつ那な遅おくれてクラウスも続く。

　女は何を言おうとしていたのか。あるいは単なる時間かせぎだったのか。いずれにしてもクラウスたちに、話をしている時間はない。

　後ろにはあのフェリエラとかいうのがいるのだ。ゆっくりしていては後ろからシャレにならない体当たりを食らうことになる。

　一気に間合いを詰める三人に、『乗客パツセンジヤー』の女が身を引き、残る三人がその場に留とどまる。うち二人は視界を確かく保ほするために、かぶっていたフードを取って素顔を晒さらし、仏頂面の黒髪が、傷顔の男スカーフエイスにひとふりの剣けんを手渡して──

　ぎんッ！

　鋼はがねと鋼のぶつかる響ひびき。壊れた塀を越えたその場所で、三つと三つが交こう錯さくした。

　アリサと灰はい色いろの髪の男。

　ルグナードと傷顔の男スカーフエイス。

　クラウスと、仏頂面の黒髪と。

　並行して起こる三つの攻こう防ぼう。



「お。結けつ構こうかわいいじゃんキミ」

　アリサの槍刃ブレードスピアを剣で受け、灰色の髪の男は軽口を叩たたく。

　一いつ旦たん止められた槍刃ブレードスピアは、アリサが押し込もうとしても動かない。腕力では男の方が優まさっている。

「そんなでっかい武器ふり回──」

「黒の四五！　はブじラけンろプ！」

　アリサの声に、槍刃ブレードスピアの峰みねが爆光を発して男の刃を押し込む！

「おおおおおおおおっ!?」

　驚きの声を上げて男は身を引き、なんとかかわす。

　アリサと距離を置き、目を丸くして、

「うわ!?　何それ!?　キミひょっとしてイロモノ武器担たん当とう!?」

「うるさい。」

　得物をイロモノ呼ばわりされて、アリサの瞳ひとみに殺意が灯ともる。

　──まあ、イロモノなのは事実なのだが。



　クラウスの初撃を仏頂面の剣が捌さばく。刃をからめるように動かし、クラウスの剣をはね跳とばそうと試みる。

　もちろんそんな真似を許ゆるすクラウスではない。刃を流されたようなふりをして、身を引きながらわざとバランスを崩してスキを作ってみせる。

　すかさず相手は追撃を──

　してこなかった。

　読まれたのか。攻せめる気がないのか。

　いずれにしてもクラウスは、再び踏み込み斬ざん撃げきをくり出す！

　立て続けに鳴る硬かたい響き。数合の攻防の後、クラウスは再び身を引いた。

　速度はクラウスの方が上。──相手が手を抜いていなければ、の話だが。

　しかし経けい験けんは相手が上。こちらのくり出す攻撃を、相手は読みで受け、流している。

　あちこちに仕込んだ隠し武器を使う手も、クラウスの脳のう裏りをちらりとよぎるが、こういう相手にへたな小細工はこちらのスキとなりかねない。

　どうやら向こうは防戦に専せん念ねんし、確実なスキあらば反撃、というつもりらしい。

　ならば強ごう引いんな攻めはリスクが高すぎる。

　あきらかな時間かせぎに、クラウスの胸に焦あせりが生まれる。



　ルグナードが放った手斧の一撃を、傷顔の男スカーフエイスの剣が受け止める。

　その手て応ごたえでルグナードは悟さとる。斬り合いの腕は相手が上だと。

　ルグナードの本当の武器は神呪セレストルだが、斬り合いの腕は中の上。対する傷顔の男スカーフエイスはもう少し上。御ぎよ者しやをさせておくのにはもったいない腕前である。

　絶対に勝てない相手というわけでもないが、まともにやり合うのは得とく策さくではない。

　なら、まともにやらなければいいだけのこと。

　一度退いて距離を取り、横に数歩動くと、左手でもう一ふりの手斧を取り出しざまに投げ放ち、それを追うように地を蹴り、一気に間合いを詰める。

　もしも傷顔の男スカーフエイスが、投げつけられた手斧を剣でうち払えば、刃を返すその前に、駆け込んだルグナードの一撃が届とどく。

　だが投げられた斧を払わず身をかわせば、あとに続くルグナードの攻撃に対応することはできるだろう。傷顔の男スカーフエイスは足に力を入れかけて──顔色を変えてその動きを止めた。

　自分の後ろ──手斧が飛び行くその線上に、仲間の女がいると気づいて。

　もちろんルグナードは狙ねらってそうしたのだ。汚きたないと言われれば反はん論ろんの言葉は無いが、ここで『乗客パツセンジヤー』を止めるためなら、卑ひ怯きよう卑ひ劣れつの誹そしりも受ける。

「……っ……！」

　傷顔の男スカーフエイスはその場に踏みとどまると、飛び来た手斧を──

　ごっ。

　小さく鳴ったのはにぶい音。

　傷顔の男スカーフエイスは、手斧を剣ではなく、自分の左腕でうち払ったのだ！

「──！」

　ルグナードの表情に刹せつ那な動どう揺ようが走る。

　左手一本を失う覚かく悟ごのこれならば、右手の剣が、続く一撃の迎げい撃げきに間に合う。

　だが。

　運はルグナードに味方した。

　うち払われた手斧は不ふ規き則そくに跳ねて、傷顔の男スカーフエイスの脚あしを打つ！　男はあからさまにバランスを崩くずし──

　その脇わき腹ばらを。

　駆け抜けざまに、ルグナードの手斧が薙ないでいた。

　ルグナードはそのまま走り抜け、背はい後ごにいた女を目ざす。殺す気はないが、一同の足を止めるために傷は負ってもらう。

「フェルパンス!?」

　女が叫さけんだのは傷顔の男スカーフエイスの本名か。

　その声を耳にして、クラウスとアリサに対たい峙じしていた二人に動揺が生まれる。ルグナードはかまわず女に向かって駆け──

　背せ筋すじに走る一いち縷るの予感。

　かつて戦場に立った時、ルグナードは、何度かこれと同じ感覚を抱いだいたことがあった。

　たとえば、敵てきがいないはずの方向から矢の雨が降ってきたその直前に。

　たとえば、投石機の放つ一撃が、たった今自分の立っている大地に破は壊かいの跡あとを穿うがつその直前に。

　彼自身でさえ、言葉で表現することのできない予感の正体は、音としては聞こえぬ幽かすかな風鳴り。それを全身で感じ取り──

　ルグナードは足を折り、地面に倒たおれ転がった。

　転がった跡を風が薙ぐ。

　体じゅうあちこちの痛いたみを無む視しして身を起こせば、そう遠くない場所には『乗客パツセンジヤー』の女。首から下げたペンダントの紋もんが、町角の灯あかりを受けてきらめき揺ゆれる。

　そして女の手前には。

『……ヤア。マタマタ会ッタネ』

　青黒い、鎧よろい姿すがたの淵アよビりス来フるオもーのムが佇たたずんでいた──



　クラウスの心しん臓ぞうが一つ、はね上がる。

　後ろに退ひいた、『乗客パツセンジヤー』の女。

　その隣となりには、たった今まで存そん在ざいしなかったはずの影かげ一つ。

　忘わすれられるはずもない。

　クラウスの弟を名乗った異い形ぎよう。

　忘れたふりをしていても。

　考えないようにしていても。

　それは三み度たび、クラウスの前に現あらわれた。

　──もしもこの時。

　対峙していた男が仕掛けていれば、クラウスは為なす術すべもなく倒されていただろう。

　だが仏頂面の方も、傷顔の男スカーフエイスの負傷と女の危機に動揺したか、あわてて退さがり、女の方へと向かう。

　この時には、アリサと刃を交えていた男もそちらと合流を図っている。

　身を起こしたルグナードは横へと動いて距離を取り──

「大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　女の声に、傷顔の男スカーフエイスは多少ふらつきながらも、ルグナードが開けた場所を通って女のそばに合流する。

「………………」

　傷顔の男スカーフエイスがぼそりと何か答えるが、クラウスの耳には届かない。口の動きからすると、大丈夫だ、と言ったようだが、たぶんやせ我が慢まんだろう。見たところ傷は浅くない。

「ここを頼たのみます」

　女が鎧騎き士しの異形に言う。

『ボクハツイテ行クヨ』

　異形はちらりと一瞬、クラウスたちの方を見て、

『デナイト、分散シテアナタタチヲ狙ッテクル。ココハ、フェリエラト、リリトノ二人ニ頼モウ』

　その異形の背後から、ゆうらりゆらりと宙ちゆうを漂ただよい、近寄り来るのは、リリトとかいう空飛ぶ目玉焼き。

　一方クラウスたちの背後からはガレキの鳴る音。

　クラウスには、フェリエラの名を持つ異形が、楕だ円えん形けいの先端を自分たちの背に向けているのが見えるような気がした。

「……わかりました。お願いします。──退きます！」

　女の命令に、『乗客パツセンジヤー』たち四人は鎧の異形を伴ともなって、リリトのいる方へと向かって逃げてゆく。

　傷顔の男スカーフエイスが傷を負っているせいか、その足取りは早くないが、この状じよう況きようで追撃するのは無理である。

　──クラウスがその時抱いだいた感情を、なんと呼べばいいのだろう。

　鎧の異形が立ち去ることへの──これ以上顔を合わせ続けなくても済すむことへの安あん堵ど。

『乗客パツセンジヤー』を逃がすことより、そこに安堵してしまった自分に対する嫌けん悪お。

　そして。

　鎧の異形が、理由をつけてこの場を立ち去ったのが、他でもない、兄と戦いたくなかったからなのだ、と悟さとってしまった──名付けることもできない異形の感情。

　さまざまなものが混まじり合い、胸むねの中で渦うず巻まいて。

「──クラウス、アリサ」

　ルグナードに小さく名を呼ばれ、クラウスは必死で、目の前の現実に意い識しきを引きずり戻もどす。

　ここであれこれ考えていれば死ぬ。傭よう兵へいとして──いや、生き物としての本ほん能のうで、クラウスはそのことを感じ取ったのだ。

「逃にげ回って時間をかせぎながら、相手の手のうちを探さぐる」

「ああ。わかった」

「りょーかい」

　と二人。

　リリトとフェリエラ。どちらも初めての相手ではないが、いまだどう戦っていいのか、糸口が見つからない。

　フェリエラは直線的な突進攻撃しかしてこないが、その速度と破壊力は決して甘あまく見てはいけない。くわえて、ルグナードの簡かん単たんな攻撃型神呪セレストルは通用せず、アリサの加速をかけた槍刃ブレードスピアもはじいてのける。

　リリトに至いたってはほとんど何もわかっていない。

　この状況で、まっ正面から戦うのはほぼ自殺行こう為い。

「左だ！」

　塀へいのそばを通る広い道。ルグナードの声を合図に、三人は同時にそちらへと駆け出した。

　もちろん『乗客パツセンジヤー』たちが逃げた──リリトの待ち受ける方ではない。後ろにいるはずのフェリエラからは、詰つめ所の塀がジャマになって見えない方。もっとも、相手に目があるのかどうか、いささか疑ぎ問もんではあったが。

「まっすぐ逃げるとマズいんじゃないのか!?　あのぶちかまし！」

　肩越しにちらりと後ろに目をやり、クラウスが叫ぶ。直線の道で後ろからフェリエラの突進を受ければ、全員そろって砕くだかれる。

「あたしが見る！」

　言いつつアリサがどこからか取り出したのは小さな手鏡。こいつも女の子なんだな、とクラウスは内心場違いな感心をした。

　アリサは駆けつつ、手鏡で後ろの様子を映うつし出し──

「散って！」

　合図に全員が、左右思い思いに跳とんだ！　二人は左、ルグナードは右。

　直後。

　ごゥんッ！

　風が爆ばく発はつする音とともに、何かが三人を追い越した。

　顔を起こせば道のはるか先、地面をえぐって転がる楕円形。

「……はさまれた気がする……」

　手鏡で後ろを眺ながめて、暗あん澹たんとつぶやくアリサ。おそらく小さな鏡の中には、通りの角から現れたリリトの姿が映っているのだろう。

「気をつけろ。後ろの奴やつのそばで体が動かなくなったことがあった」

　正面のフェリエラがゆっくりと身を起こしつつあるのを見ながらクラウスが言えば、隣でアリサが、

「それ、何に気をつければいいの？」

「知らん！」

「正面だ！　走るぞ！」

　ルグナードの声に反はん射しや的に地を駆けてから──言う。

「──正面って──！」

　むろん、フェリエラのいる方である。後ろはまずいとしても、横手の路地に飛び込んだ方がいいのではないか、とクラウスは刹那思ったが──

「奴の速度に奴自身の反射とコントロールがついていっていない！　ジグザグに動いて狙いを定めさせるな！」

　言われて納なつ得とくする。

　考えてみれば、細い路地になど飛び込めば、こちらの逃げ場所がなくなるだけ。両側の壁を削けずり進んだフェリエラに突進されて終わるだろう。

　相手の動きからは目を離さぬまま、駆けて距離を詰めてゆく。

　対するフェリエラは体をふらふら揺ゆらしながら、狙いを定めきれずにいる。

　クラウスは、そばを駆けるアリサに小声で、

「──あいつが突っ込んで来た所に、カウンターでお前の槍刃ブレードスピアを叩たたき込むってのはどうだ!?」

　さきほどは歯が立たなかったが、槍刃ブレードスピアの破壊力に、フェリエラ自身の突進力が加われば──とも思ったのだが──

「無理！」

　しかし提てい案あんは即そく座ざに却きやつ下かされた。

「あいつめちゃくちゃ硬かたい！　へたすると武器が壊れるか腕うでもげる！」

「完全にタイミングを合わせて刃は筋すじを通せば大だい丈じよう夫ぶだろ？」

「だからそれが無理だってば！」

　クラウスは簡単に言うが、鎧を斬れ、と言っているようなものである。おいそれとできるわけもない。

　言ううちにフェリエラとの距離が詰まる。驚きよう異い的な速度の突進攻撃は確かに怖こわいが、相手はからぶりをいやがってか、仕掛けては来ない。

　三人はフェリエラのそばを──

　駆け抜けようとした、だがその刹那。

　ぶわっ。

　音すら立ててひろがった白が視界を埋うめ尽つくす！

　生あたたかい霧きりを颶ぐ風ふうが貫つらぬき過すぎる！

　──それは──フェリエラの突進の時に生まれる白霧！

「ルグナード！　アリサ！」

　白く染そまった闇の中、クラウスは仲間を案じて声を上げる。

「おう！」

「だいじょうぶ！」

　やや離れてルグナードの、そしてま近でアリサの声。声を頼たよりに数歩動けばアリサの影かげが見て取れた。

　互たがいの姿が見える距離まで近寄りながら、クラウスの脳のう裏りに疑問が浮かぶ。

　皆みなが無事なのはいいが──

　なら、たった今まで狙いをつけきれていなかったフェリエラは、何に向かって突進をしたのか？

　答えはすぐに出た。

「霧は目くらましだ！　もう一発来る！」

　クラウスは声を上げた。

　フェリエラは、クラウスたちが近づくのを待って、道の先か手前に突進をかけたのだろう。突進の時に生まれる霧で視界を奪うばうために。

　その上で、霧の中でとまどう自分たちに向かって突進してくるつもりなのだ。

　なら──

　そばのアリサに、くいっ、としぐさで後ろの方を指しながら、

「──伏ふせろ！」

　クラウスは声をはり上げた。

　次の瞬しゆん間かん。

　がごががががっ！

　大地をこすりえぐる音が鳴り、遅れて吹く風に散らされ、霧の密度が急速に薄うすまる。

　霧の中から駆けて出て見やれば、通りの少し先、民家の壁の屋根近く、めり込む楕円の姿があった。

「──引っかかったな」

　と、やや離れた所から霧を出たルグナード。

「ああ。かかった」

　クラウスもうなずく。

　彼はフェリエラの狙いを読んで、伏せろ、と叫ぶと道の端はしに退しりぞいたのだ。

　フェリエラの方はクラウスの言葉を鵜う呑のみにし、伏せた相手を倒たおせるように地面すれすれを突撃し、途と中ちゆうで地面に接せつ触しよくすると、水面を跳ねる小石よろしく、あさっての方に吹ふっ飛んだのだ。

　もちろんこれでフェリエラを倒せたわけではないが、多少なりとも時間はかせげた。

　三人は合流すると、ふたたび霧の中へと飛び込み、今度は横の路地へと駆け込んだ。

　霧を隠れ蓑みのに使えば、うまくすれば相手を振りきれる。

「実はあれ、わりと頭悪いんじゃあ……」

　駆けつつ小声でささやくアリサ。

「突進しか芸がないって時点で頭悪いってわかるだろ」

「だが、一芸に特化したあのスタイルはあなどれんぞ」

　クラウスの軽口にクギを刺さすルグナード。

「なめてるつもりはないさ。まるででっかいハンマーだからな。たとえこっちが全身鎧でも意味は無い。あっさり殴なぐり殺されるだろう。

　で、ぶつかったあいつの方だけ元気に次の獲え物ものを探さがすわけだ。

　アリサの槍刃ブレードスピアも効きかないとなると、オレの剣や隠し武器は論外、となるとあとはルグナードの神呪セレストルしかないが……」

　とはいえ、最初に出会った時、ルグナードが放った雷撃をフェリエラがまともに受けて平気でいたのは、クラウスも見ている。

　他のルグナードの術の中に、通用するものがあるのかどうか──

「……ふむ……」

　ルグナードはあいまいに呻うなり──

　──その時。

　町に異形の遠とお吠ぼえが響いた。

　一同は路地を駆け抜け、大きな通りに出たところで足を止めた。

「──今のって──」

「ああ」

　アリサの言葉にクラウスはうなずく。

　それは。

　海の時間の終わりを告げる、異形の遠吠え。

　これを機に、異形たちはもと来た淵海孔アビスゲートへと帰ってゆく。

　海の時間が終わり、しばらくすれば、深しん淵えんへと続く道は閉とざされる。帰り損そこねて地上に残った淵アよビりス来フるオもーのムに待っているのは死。人に狩かられるかその身に纏まとった水が涸かれ果てて力つきるかのいずれか一方。

「──時間か──」

　ルグナードがつぶやいた、だがそのとたん。

　ごばぁっ！

　たった今、クラウスたちが駆け抜けた路地の左右の壁を砕くだいて、一同のいる大通りへと躍おどり出たのは楕だ円えんの異い形ぎよう！

「まだ戦う気!?」

「お前の『頭悪い』って悪口が聞こえたんじゃねえか!?」

　アリサの悲鳴にクラウスの軽口。むろん口ほど余よ裕ゆうはないが。

「奴のスピードなら少々寄り道をしても間に合う、と踏ふんだのだろう」

　クラウスたちを始末する、という寄り道を。

　ルグナードは、言いつつクラウスのそばに寄り、そっと小声で、

「……一度だけ、奴の突進を誘さそって直前でかわせ。できるか？」

「やってみせる」

　答えてクラウスは地を駆けると、異形から距きよ離りを置いた道の真ん中で足を止め、

「──いいぜ化け物！　つき合ってやるよ！」

　フェリエラに向かって剣けんを構かまえてみせる。

　ゆっくりと。

　異形は水の足を動かし、楕円の先端をクラウスの方へと向けた。

　安やす請うけ合いはしたものの、あの突進を見切れるかどうか、正直言うといまひとつ自信はない。

　だが、何をする気か知らないが、ルグナードに策があるなら乗ってみるのも悪くない。

「おうちに帰る時間だってのにオレたちを追いかけ回すのは、まだ遊び足りないってことだろ!?

　ならもう少し遊んでやるよ！」

　フェリエラもたぶん、人間の言葉が理解できる。そう踏んだ上でクラウスは挑ちよう発はつの言葉を投げかけた。

「無茶をするな！　クラウス！　退ひけ！」

　クラウスにその無茶を頼んだルグナードは、クラウスとフェリエラとの中間あたりの道の端で、ツッコミを入れたくなるようなセリフを吐はいて──異形に気け取どられないようにひっそりと、神呪セレストルの準じゆん備びをはじめる。

　──本当に大だい丈じよう夫ぶかオイ──

　胸むねの裡うちでこぼすクラウス。

　ルグナードの使う術は大体知っているつもりだった。もっとも、クラウスにも見せていない術の一つや二つは持っていそうな気がするが。

　ただ──クラウスの目にもあきらかなのは、今、ルグナードが使おうとしているのは決して大おお技わざではない、ということだった。

　ルグナードが大技を使う時には、彼の羽は織おるマントに描えがかれた印を用いて技を編あむ。

　とはいえもちろんこの状況で、そんな目立つまねをすれば、まっ先にフェリエラに狙ねらわれる。

　何をする気か、正直、クラウスにも見当はつかないが──ここまで来て、やっぱりやめます、は、ありえない。

「──心配するなって！　こいつを叩たたっ斬きったら、次はさっきの連中だ！

　他の化け物どもはもう海へ帰ってる頃ころだから楽勝さ！」

　フェリエラからは刹せつ那なたりとも視し線せんを外さずクラウスは吠ほえる。

「こんなカラ無し生なま卵たまごみたいな奴──！」

　クラウスの脳裏に刹那よぎったのは、鎧よろいの異形との会話。ぴったり過すぎて怒おこるだろうな、と鎧の異形が評ひようした悪口に──

　フェリエラの周囲に霧がひろがる。

　どうやら本当に怒ったらしい。

　極きよく度どの集中の中、クラウスの知覚は、一瞬の間に起きたすべてのことを捉とらえていた。

　フェリエラを支ささえる水の足の末端が、瞬時に気化して霧となり、その急きゆう激げきな体積の膨ぼう張ちようが、莫ばく大だいな推すい進しん力りよくとなってフェリエラの巨きよ体たいを射しや出しゆつする。

　──クラウスの肉体の方はまだ何も反応しない──

　同時に、読んでいたかのようなタイミングでルグナードが何かの術を解とき放つ。いや、実際にタイミングを読んで放ったのだろう。

　クラウスの視界の中で、フェリエラがその大きさを増ましてゆく。

　──クラウスの脚に力がこもる。重心を移い動どうさせ──

　ルグナードの放った一撃に、フェリエラが自ら突っ込んだ。

　フェリエラの姿はさらに大きくなって。

　──自らの全身をバネとして──

　直撃はしたものの、ルグナードの術が何かを起こしたふうには見えない。フェリエラの纏まとう水の先が、わずかに色を変えているような気はするが。

　視界のほとんどはもはや異形が埋めている。

　──跳ぶ！

　巨体の吶とつ喊かん。

　わき起こる風にクラウスの髪かみが巻まかれて──

　肩かたがわずかに異形に触ふれる。

　しまった、と思った時には、視界が一回転していた。

　かすめただけだが、完全に体たい勢せいを崩くずされた。倒れたことを自覚して──聞こえて来たのは激突音。

　あわてて身を起こし、目をやった少し先には、建物の壁にめり込んだフェリエラの姿。

　今までに何度か見たのと似にた光景。

　だが。その先が違った。

　再び身構えようとするクラウスの視線の先で。

　ばじゃりっ、と。

　フェリエラを包んでいた、厚あつい水の膜まくが崩れて散った。

『……え……？』

　呆ぼう然ぜんの呻うめきはクラウスとアリサ。

　異形の纏っていた水は、ただの流れる水となり、地面に流れて吸すわれて消えて。

　あとは──フェリエラの本体だろう。むき出しになった楕円球。

　フェリエラの武器でも鎧でもあった水が流れたということは──

「……死ん……だ……？」

　半信半疑でつぶやくクラウスの後ろから、

「おそらく、な」

　と、落ち着いたルグナードの声。

　そう言われても信じられず、クラウスは、壁に刺さったもはや動かぬ異形から、目を離さぬまま、

「……なんで？」

「氷の術を使った」

「凍とう死しさせた、ってわけか……？」

　それならば、異形全体が凍こおりついてもよさそうだが。

　今は黒い本体がむき出しになり──そのどこかから、じわり、と、赤黒い血がにじみ流れ出しはじめている。

　どうやら本当に死んだようだが──何か納なつ得とくいかない。

　問いにルグナードは、

「いや。凍死ではない。奴の纏う水全すべてを凍らせるのは無理そうだったからな。

　凍ったのは、術が直撃した先端部分だけだ」



    

  
    
      　言われてみれば、めり込んだ異形の先の方には、氷らしき塊かたまりがはりついているが──

「じゃあ、なんで死んじゃったの？」

　後ろから問うアリサに、ルグナードの答えは、

「衝しよう突とつ死しだ」

『衝突死!?』

　クラウスは思わずふり向き、アリサと声をハモらせる。

「何だそれ!?　今までさんざん突進していた奴が、なんで今さら衝突死!?」

「クラウス、お前が言っただろう？　ぶつかったあいつの方だけ元気だ、と」

　言ったような言わなかったような。さすがに自分の軽口を、いちいち全部覚えているわけではないが──どうやらそれが、ルグナードにとっては何かのヒントになったらしい。

　彼は続ける。

「直撃すれば壁をも破る破壊力。だがその衝撃は、あいつ自身も受けているはずだ。

　ならなぜ無事でいられるか、と考えた時──

　水の膜が、クッションの役やく割わりを果たしていると気づいたのだ。

　だから先端だけでも凍らせてやれば、衝撃を吸収できなくなり、結果、自分の力で衝突死する」

　つまるところは自じ滅めつに近い。

「……思うんだけど……」

　壁に刺さって、もはや動かぬ異形に目をやり、アリサはしみじみと言った。

「やっぱりあれ、頭悪かったんじゃあ……」

「ともあれ、だ」

　ルグナードが声を上げる。

「淵アよビりス来フるオもーのムたちが帰りつつある今が好機だ。

　追うぞ。『乗客パツセンジヤー』たちを」

　宣せん言げんに、しかしクラウスは眉まゆをひそめる。

　異形たちが去りつつあるのは確たしかだった。最初はついて来ていたはずの、リリトとかいう目玉焼きの姿も見えない以上、退たい却きやくしたと見るのが妥だ当とうだろう。

「けどよ……追うったって……」

　逃げられてからそれなりに時間が経たっている。無目的に捜し回って見つけだすのは無理だろう。

　が、ルグナードは小さく左右に首を振り、

「まだ可能性はある。傷顔の男スカーフエイスに傷きずを負わせた。早くは動けんはずだし、うまくすれば血の跡が追える。

　それとも──」

　と、壁のフェリエラにちらりと目をやり、

「エイミイ殿どのの『お願い』を優ゆう先せんして、あれの死し骸がいでも持って帰るか？」

「追おう！」

「うん！　今すぐ！」

　三人は力強くうなずくと、夜の町を駆かけてゆく。



　彼方かなたからの声は、町をゆく『乗客パツセンジヤー』たちの耳にも届とどいた。

　海の時間の終わりを告げる遠とお吠ぼえ。

『……時間ミタイダ』

　同行する鎧の異形──リオネルは、言ってそこで足を止めた。

『ボクハ、ソロソロ帰ル』

「……わかりました」

　テーニアは答えてうなずいた。

　もう少しついて来てほしいところだったが、さすがに無む理り強じいはできない。彼女たちと異形との関係は、支し配はいではなく協力なのだ。

　命を捨すてる覚かく悟ごで、こちらの保ほ険けんにもう少しつき合え、とはさすがに言えない。

『ジャア、ミンナモ気ヲツケテ』

　言って去りゆく異形の後ろ姿を見送ってから、一同は再び移動をはじめた。

　思ったよりも進んでいない。理由はもちろん、フェルパンスの負ふ傷しよう。

　相手が狙ったのか、偶ぐう然ぜんか、実にいやらしい痛いた手でだった。

　傷がもう少し浅ければ、無理をして進む速度を上げることもできただろう。

　傷がもう少し深く、治ち療りようも無む駄だな致命傷なら、フェルパンスを見捨てることも考えただろう。

　だがそのどちらもできずに一同は進む。

　仲間との合流地点が、ひどく遠いものに感じる。

　もう少し、淵海孔アビスゲートの開いている時間が長ければ。

　もう少し、仲間との合流地点を近くにしておけば。

　さまざまな後こう悔かいがテーニアの脳のう裏りをよぎるが、すべては今いま更さらの話。

　そうやって──どれほど進んだだろうか。

　たぶんそろそろ、海も閉じた頃ころだろう。

　淵アよビりス来フるオもーのムたちも引き上げて、家の中に閉とじ籠こもっていた人々も、おそるおそる顔を出しはじめるだろう。

　仲間との合流地点ももう近い。

　──まだ待っていてくれるだろうか。見捨てて逃げていたりしないだろうか。

　胸中で頭をもたげるそんな不安をふり払い、一同は──

　通りの角を曲がったそこに、一いち群ぐんの人ひと影かげがあった。

　道に面した空き地にいるのは十数人ほどだろうか。テーニアにとっては誰だれ一人として見覚えのない連中。

　しかし。

「──貴き様さま!?　なぜここに!?」

　相手の一人が、フェルパンスを目にして声を上げた。

　知らぬ顔でも、姿を見れば素す性じようは容よう易いに想そう像ぞうがついた。

　この町の警けい備び兵へいたち。

　テーニアたちにとっては不幸な出会いだった。

　牢ろうに入っているはずのフェルパンスがこんな所をうろついていれば、見とがめられるのも当然だろう。

「とりあえず、話を聞かせてもらおうか！」

　警備兵の一人が居い丈たけ高だかに声を上げ、こちらに向かって歩み来る。

　むろん捕つかまるわけにはいかない。

　とはいえテーニアたちの方で、まともに戦えるのは二人だけ。対するは、完全武ぶ装そうの警備兵十数人。さすがにこの数の差はなんともならない。むろん逃げても、負傷したフェルパンスを抱かかえていれば追いつかれる。

　混こん乱らんと焦あせりがテーニアの胸むねを埋うめ──

「……テーニア様……」

　フェルパンスの小さなつぶやきに目をやれば、禿とく頭とうの大男は、血の気を失くした顔で少女を見つめ、

「……あれを……わ、私にやってください……前に書状で届いた……人を海にする……」

「──！　なっ……何を……!?」

　一瞬の絶ぜつ句くに続く抗こう議ぎの声も終わらぬうちに。

　フェルパンスは、隣となりに佇たたずむ黒髪──ラングルが腰にさした剣を引き抜き奪うばい取り、自らの腹はらに突き立てた！

『──!?』

　その行動に、警備兵たちすら驚おどろき思わず足を止めた。表情一つ動かさぬのは、剣を奪われたラングルのみ。

「……お願い……します……」

　フェルパンスは苦く痛つうを噛かみ殺し、テーニアに呻うめくように懇こん願がんする。

　少女は理り解かいする。

　自分に決けつ断だんさせるため。迷まよう時間を生まぬため。

　フェルパンスは、自分の腹を突ついたのだ、と。

「──わかりました……」

　そしてテーニアは。

　フェルパンスの額ひたいにそっと手を当て、呪しゆを唱える──



　血の跡あとを追いゆく先で、やがて出会ったのは悲鳴と争いの空気。

　クラウスたちは刹せつ那な顔を見合わせ、駆かけゆくスピードを上げる。

　海の時間は終わった。異形どもは海に引き上げているはず。

　ならこれは、何と何とが争っているのか。

『乗客パツセンジヤー』たちと、はち合わせした警備兵といったところだろうか。

　クラウスが思い浮うかべたのはその答え。

　傷顔の男スカーフエイスの血けつ痕こんをたどって来たのだ。一方が『乗客パツセンジヤー』たちなのはほぼ間違いないだろう。

　駆けゆき近づけば、戦いの気配はより濃のう厚こうになり、いくつかの声も聞き取れる。

「……なな……何だこいつは!?」

「ひ、怯ひるむな！　かたまって……」

　声の一つが途と中ちゆうで途切れ、誰かの上げた悲鳴が響く。

　クラウスたちはその場にたどり着き──

　絶句した。

　鼻をつく、濃のう厚こうな血のにおい。

　道に面した、ちょっとした広場のような場所。

　そこに立つ影は五つ六つ。それよりもあきらかに多い数が転がっていて。

　一箇か所しよに固まる数人は、姿で警備兵たちと知れた。完全に腰が引けていて、戦意を失っているのはひと目でわかった。

　そんな彼らに対する形で、離れて佇む影一つ。

　そばにある店の軒のき先さきに吊つるされたランプの光が孤こ影えいを照らす。

　赤黒い──鎧よろいの異い形ぎようを。

『──来タンダ──』

　鎧よろい姿すがたは、クラウスの方をちらりと見てつぶやいた。

　それはクラウスの知った声。弟の名を名乗る異形。

『残念。モウミンナ行ッタヨ』

　みんな、というのはむろんのこと、『乗客パツセンジヤー』たちのことだろう。

　だがそれよりもクラウスには気になることがあった。

　弟を名乗る異形は、青黒い色をしていたはず。

　なのに。今は。

「……何だ……それは……」

　クラウスはかすれた声で思わず漏もらす。

『アア。コレ？』

　異形は自分の左手を目の前に挙げ、

『マア、見タ目ハ悪イヨネ。ボクモコンナ喚ヨバレ方ヲスルトハ思ッテナ──』

「う、うわあああああああッ！」

　異形の余裕をスキと思ったか、単に恐怖に背を押されたか。警備兵の一人が突然雄お叫たけびを上げながら、鎧の異形に向かって地を蹴けり──

　異形の姿がブレて流れる。

　人には決して為なし得ぬ加速で、鎧は警備兵とすれ違い──

　兵士の首が、その兜かぶとごと、ごとりっ、と落ちる。

　噴ふき出す飛沫しぶき。崩くずれ落ちる体。最後の痙けい攣れん。

　一いつ切さい合がつ切さいをあっさり無む視しして、異形はふたたび左手を自分の目の前にかざし、

『ウーン……』

　閉とじて開いた指の間。赤い粘ねばりが糸を引く。

『遅オソクナッテルナァ……モウ限界ゲンカイカナ？』

　こともなげに言うと無む造ぞう作さに歩きはじめる。

　その先にあるものを目にして、クラウスたちは絶句した。

　大地に倒れた傷顔の男スカーフエイス。その目にもはや光は無い。

　こと切れているのはひと目でわかる。なにしろ──

　体が裂さけているのだから。

『人間ノ血ッテ、海ノ水ト似ニテルンダッテ』

　鎧の異形は平然とそう言いながら、裂けた中へと足を踏み入れる。

『ソレヲ利用シテ、ボクタチヲ喚ブコトガデキルミタイダネ。詳クワシクハ知ラナイシ──』

　踏み入れた足が、ずぶり、と沈む。

『長イ時間ハ無理ミタイダケド』

　ずぶずぶと。

　異形は足から順番に、裂けた肉体に沈んで行く。

　むろん死体の下には地面がある。だがそんなものは一いつ切さい無視して、異形は、何かの魔ま術じゆつを施ほどこされただろう肉体の、血の海の底へと帰ってゆく。

『ジャア、マタイツカ──』

　とぷんっ、と平へい凡ぼんな水音を残して。

　異形の姿は完全に没ぼつして消えた。

　あまりにもおぞましいその術じゆつに、続いた沈ちん黙もくはどれほどだったか。

「……クラウス、行くぞ」

　ルグナードのささやきに、ようやく脳のうが動きはじめる。

「警けい備び兵へいたちが我われに返ったらまた捕つかまる」

「……ああ……」

　かすれた声でつぶやいて。

　三人は、きびすを返してそっとその場をあとにした。

　ルグナードの先せん導どうで、静まり返った夜の道を行く。

『乗客パツセンジヤー』たちを追うのは断だん念ねんし、宿に向かっているのだろうか──クラウスにとっては、もう、どうでもよかったが。

「……ルグナード……」

　歩みを変えぬそのままで、クラウスはぽつりとこぼした。

「……リオネルって、覚えてるか……？」

　問いかけに、ルグナードはわずかに迷まよいを見せてから、

「お前の弟の、か？」

「ああ。そのリオネルだ」

「幼児こどもの時に出会ったことはあるが──」

「……今の淵アよビりス来フるオもーのム、リオネル＝ハーストンって名前らしいぜ……」

「──っ……!?」

　ルグナードはまともに表情をこわばらせ、足を止めてクラウスを見やる。

　だがクラウスは、ルグナードの方を見もせず足も止めず、

「次に出会ったら、斬きる」

　ただ、そう言った。



　馬車の揺ゆれに身を任まかせ、カーテンを閉しめた窓まど枠わくに頭を預あずける。

　今さらながら。

　テーニアの頬ほおを一ひと筋すじの涙なみだが流れる。

「何を泣いてるの？」

　向かいの席からかけられた女の声にも反はん応のうはしない。

「テーニア？」

「ま、そっとしておいてやってくれよ」

　そう言ったのは、傭よう兵へいふうの金きん髪ぱつ、ヴィンカート。

「仲間が死んだんだ」

　ひょっとしたらテーニアは、フェルパンスは自分が殺した、くらいに思っているのかもしれない。

　前にイスマイトから届とどいた書状にあったのは、人の血を海の水と見立て、生者の体内から異形を喚ぶ方法だった。

　だがむろん、誰の体内からでも淵アよビりス来フるオもーのムを召しよう喚かんできるわけではない。

　特とく殊しゆな薬などを混まぜたものを何日にもわたって飲ませ続け、血の質しつを調整してゆく必要がある。

　そして、必要な媒ばい介かいと必要な呪しゆ。

　こんな条じよう件けんを整えられる相手は限かぎられている。

　すなわち、旅の同行者など、寝しん食しよくを共にする仲間たち。

　フェルパンスは──そしてヴィンカートもラングルも、すべてを承しよう知ちの上でそれにつき合っていた。

　そんな術を本当に使う時が来るとは、テーニアは想像していなかったのだろう。

　だが、対する女が浮かべたのは小さな笑み。

「まだ子こ供どもね、テーニア」

　少女は無言のまま、ただそのまなざしだけを不ふ機き嫌げんに動かした。

「私たちがやっていることの意味を考えなさい。

　大きなことのためには、小さな犠ぎ牲せいもやむを得ない。そう教わったでしょう？

　あなたひょっとして、その小さな犠牲というのが、見ず知らずの他人だけを指していると思っていたの？

　知り合いや味方だって含ふくまれるのよ？」

「……まあ、そりゃあわかってるんですけどね」

　何も言わぬテーニアにかわって、ヴィンカートは頭の後ろを掻かきながら、

「頭ではわかっていても気持ちが、って奴やつですよ。

　たとえばそちらさんだって。

　もしお子さんがその『小さな犠牲』になったら、どうです？」

　と、しぐさで、女の抱だいた赤ん坊ぼうを指す。

　産うぶ着ぎにくるまれ、すやすやと寝ね息いきを立てる小さな命。

　女は笑顔で、

「別に」

　即そく答とうした。

「誤ご解かいなさらないでくださいね。この子、そもそも私の子こ供どもじゃあありませんから。

　追っ手の目をごまかすために買った、どこの誰だれかも知らない赤ん坊です。

　──もっとも確かに──

　たとえば、お父様あたりが『小さな犠牲』になったら、と想像すると、胸が痛いたむところはありますから……

　まだ子供、というのは少し言い過すぎたかもしれませんね」

　言って女は優やさしく微笑ほほえむ。

　もしもこの場にクラウスとルグナードがいたら、二人は気づいただろうか。

　女の声が、かつてある町で『乗客パツセンジヤー』を捜さがしていた時、『間ま違ちがえて』目をつけた赤い馬車から聞こえてきた女の声と同じだと。

　あの時。

　二人は、間違っていなかったのだと──



　フォックスは、やがて静かにペンを置く。

　テーブルの上に並ならんだ四枚まいの紙には、それぞれに人の顔が描えがかれていた。

　アラオザルの町で事じ件けんが起きた、その翌よく日じつ。

　クラウスたちはアラオザルをあとにして、別の町で待機していたフォックス、エイミイと合流していた。

　宿の一室でことの次し第だいを説明し、目にした『乗客パツセンジヤー』たち四人の似に顔がおをフォックスが描き上げたのだ。

　むろん四人のうち、傷顔の男スカーフエイスはすでに命を落としているが、身元を探る手がかりにはなる。

　遺い体たいはアラオザルの警備兵たちがおさえて調べているのだろうが、たぶん自身の風ふう貌ぼう以外に、身元の証あかしとなるようなものは残していないだろう。

　結局のところ──

　鎧よろいの異い形ぎようがクラウスの弟を自じ称しようしていることは、クラウスも、ルグナードも口にできなかった。

　アリサは──そのあたりの事じ情じようをわかっているのかいないのか、特に何かを言ってもこない。

「引き続き、この連中のことは当たってみます」

　描えがいたインクがかわいたかどうか、確かめながらフォックスは言う。

「今までのところ、収しゆう穫かくは無いのか？」

　尋たずねるルグナードにちらりと目をやり、

「こちらの掴つかんだ情報を、すべてあなたたちに伝える、ということはできないんですが……この件けんに関しては、いまだ手がかりは無し、です。

　ことがことだけに、何も考えず手当たり次し第だいに聞いていく、というわけにもいきませんし。

　けれど正直、似顔絵だけではどうしようもない部分というのはありまして……

　何か他に、手がかりになりそうなものの心当たりはありませんか？」

　言われて一同は考える。

　女が傷顔の男スカーフエイスを、フェルパンス、と呼んでいたことはもう伝えた。むろんそれが本名だとは限らないが。

　他には──

「──そういえば──」

　ルグナードがぽつりとつぶやいた。

「女が首からペンダントをさげていたな。何かの紋もん章しようのようなものがあったが」

「本当ですか!?」

　紋章、と聞いてフォックスの声が上ずる。

　紋章は自分の所しよ属ぞくする国や領りよう地ちを示しめしたもの。手がかりになる可か能のう性せいは高い。

「おぼえていますか!?　その紋章がどんなだったか!?」

　問われてルグナードは眉み間けんにシワを寄よせ、

「俺おれの知らない紋章だったな。

　見えたのは一いつ瞬しゆんだが、確たしかあれは……鳥と……弓……のように見えた」

「鳥と弓……！」

　つぶやくフォックスに、ルグナードはあわてて、

「断ことわっておくが。

　レージュ公国の紋章も鳥と弓だが、あれとは違うぞ。鳥の翼つばさが大きく目立って──」

　言うルグナードの目の前に、フォックスは、紙とペンとをそっとさし出す。

　描かいてみせろ、ということである。

「う……む……」

　ルグナードは小さく呻うなると、やがてやおらペンを取り、紙の上を滑すべらせる。

　クラウスは、その手元をそっと覗のぞき込み──

「──!?」

　思わず小さく息を呑のむ。

　──壮そう絶ぜつなまでに──へたくそだった。

　クラウスのその気配を悟さとったか、ルグナードはわずかに顔を紅こう潮ちようさせて、

「……見るな」

　だがむしろ、その言葉に誘さそわれて、アリサがその絵を覗き込み、

「……あー。ルグナードってそっちの方は気の毒な感じなんだー……」

「文もんっ句くがあるならお前ら描け！」

「オレは見てない」

「あたしは見たかもだけどおぼえてない。けど神呪セレストルの印は正確に描けるのに、絵は……っていうのはどういうこと？」

「……あ。よくありますよそういうこと。私の知り合いにも、絵は私よりうまいけれど文字を書かせると解かい読どく不ふ能のうになる人がいますし」

　と、向かいからフォックスが、助け船だかダメ押しだかわからぬ発言。

「──思うんですけど──」

　エイミイまでが口を開いたところで、ルグナードがキレた。

「総そう攻こう撃げきかっ!?」

　持っているペンをほうり出し──

「そうじゃありません。これ」

　言ってエイミイが示しめしたのは一枚の羊皮紙。

　たぶん何かの写しなのだろう。文字がびっしり記されているが、その紙の片かた端はしに──

「──それだ！」

　ルグナードが声を上げた。

「まず間違いない。それだ」

　全員が、紙に描かれた小さな印に注目する。

　二重になった丸の中、描かれているのは、大きく身を反らせた翼つばさある蜥蜴とかげ。

　遠目なら、蜥蜴の体とはね上がった尾おは弓のようにも見えるかもしれない。

　ルグナードが紙に描いた抽ちゆう象しよう絵かい画がと見み比くらべれば、確かにおおまかな形としては似ていなくもなかった。

　エイミイはルグナードのらくがきを見て、ひょっとしたら、と思って持ち出したのだろうが、どうやら当たりのようである。

　だが、晴れ晴れとした表情を浮うかべるルグナードとは対極的に、エイミイの表情はとまどいに沈む。

「で？　どこの紋章なの？」

　それに気づかず──あるいはかまわず問うアリサに、エイミイは、

「紋章の名前は『シェイドの蜥蜴リザード』……遠い昔、淵海孔アビスゲートに呑のまれて消えたリリシェイド王国の、王室の紋章です」

　かつてエイミイから聞いた話を思い出す。今は無い、とうの昔に沈んだ王国。

　その王室の──紋章。

「……どういうことだ……？　それ……？」

　クラウスのそのつぶやきに、答える者は誰もない。

　紋章の蜥蜴はただ、翼をひろげて佇むばかりだった──



    

  
    
      
　あとがき


神坂　一　　



　初しよ夏か。それは面めん妖ようの季節。

　面妖と綿めん羊ようは発音が同じなんで、紀行番組とかでメンヨウ産業が盛さかん、と聞くとワクワクする今日この頃ごろ。みなさんいかがお過ごしでしょうか。

　お待たせしました。アビスゲートの二巻をお送りします。

　今回はページ数の関係で、あとがきが短めですがごかんべんを。

　さて。一巻目は「思いっきり続く」といった感じで終わっていたこの話ですが、今回は「心の底から続く」という感じになっています。ぃやっほぅ！

　さすがにこれはどうなのか俺!?

　今回はいろいろなことが少しずつ明らかになってくるとともに、作者のシュミに走って、萌えキャラなどを出してみました。

　すでに本文をお読みの方なら「ああ、アレか」と思い当たるでしょうが、その通り。リリトとフェリエラの二人です。

　イメージとしては、リリトはぼーっとして見えるけど実はちゃっかり屋の、ロングヘアのお姉さん。

　フェリエラは単純だけどまっすぐで元気な女の子。たぶん陸上部。

　漠ばく然ぜんと恋にあこがれていて、食パンを口にくわえて「ちこくちこくぅ！」とか言いながら道を全力突とつ進しん。通りの角であこがれの先輩と、どしん！

　もちろん相手は一発です。

　フェリエラ「……どうしてあたしの恋ってうまくいかないのかなぁ……？」

　リリト「うふふ。わかれ。あほう。」

　こんな感じです。

　……ですよね？

　これから先もこんな感じでどしどし萌えキャラを出し続けて行こうと思うわけですが。

　ともあれそんなこんなのアビスゲート、最後までおつきあいいただければ幸さいわいです。

　ではまた、できるだけ早めに次じ巻かんにて。



あとがき：‥おしまい



    

  
    
      アビスゲート　２

深ふかきを夢見る淵ふちの王



神かん坂ざか　一はじめ
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